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第２回平成１８年６月与謝野町定例会会議録（第６号） 

 

招集年月日 平成１８年６月２７日 

開閉会日時 午前９時３０分 開会 ～ 午後６時３２分 延会  

招集の場所 与謝野町議会会議場  
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      加悦地域振興長    和田  茂    教 育 次 長    鈴木 雅之 
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－356－ 

５．議事日程 

  日程第 １  議案第６５号  平成１８年度与謝野町一般会計予算について     （質疑） 
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６．議事の経過 

（開会 午前９時３０分） 

議  長（糸井満雄） 暑くなるようでございます。３０度ぐらいまで上がるということでございますの

で、クールビズスタイルでひとつなっていただきたいと思います。 

議員の皆さん、理事者の皆さんにお願いしておきたいことがございます。本日も新年度予算を

審議していただきますが、議事の都合により、午後５時以降も会議を続けることになると思いま

すので、ご了承をお願い申し上げます。 

質疑に当たりましては、質問、答弁とも簡潔明瞭に、ひとつお願いをしたいと思います。また、

本日の議事の進みぐあいにより、予備日としております３０日も本会議をお世話にならなければ

ならないと思いますので、この点もひとつご了解をお願いしておきたいと思います。 

なお、本日も教育委員長の代理として、天野教育委員さんにご出席いただいておりますので、

お知らせをしておきたいと思います。 

ただいまの出席議員は１８人であります。定足数に達しておりますので、本日の会議を開きま

す。 

本日の会議は、お手元に配付しております議事日程に従い進めたいと思います。 

日程第１ 議案第６５号 平成１８年度与謝野町一般会計予算についてを議題とします。 

本案については、既に質疑に入っておりますので、質疑を続行します。 

昨日に引き続き、議会費、総務費、民生費、衛生費についての質疑を行います。予算書のペー

ジは３９ページから１６２ページであります。 

それでは質疑を行いたいと思います。 

質疑はありませんか。 

上山議員。 

３  番（上山光正） それでは質疑をさせていただきます。 

４６ページの人件費関係ですね、これに関連してお尋ねするわけですけれども、採点の上限が

あると思われるわけですけれども、作文あるいは選考学部、それに特技、面接におきましてはで

すね、公務員としての資質等々の新職員の採用に対する採点方法があるわけですけれども、まず

これをお尋ねしておきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 総務課長。 

総務課長（大下 修） 今のお尋ねの件は、人事関係の職員採用試験の件だと思います。この件につきま

しては、ここに委託料を挙げさせていただいておりますのは、試験、研究センターというところ

の試験問題を取り寄せるための経費でございます。 

その試験の内容につきましては、一般教養試験、それから専門の試験、保育士等、保健師等の

専門試験、それから適性検査、それから技術者につきましてはその技術の試験等行いまして、そ

れを一時試験というふうに、これまではしておりまして、次にそこで人数を絞りまして、第二次

試験は面接という格好で選考をいたしております。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） そこでですね、新採に通って採用されましたのちですね、この指導状況について

お尋ねするわけですけれども、指導状況及びですね、研修期間、こういったものを持っておられ
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るかどうかということですね。なぜこれをお尋ねするかと言いますと、旧町時代から特に新町に

なってから、各住民の皆さんからのいろんな苦情をお聞きするわけですけれども、まず最初にで

すね、日ごろ町長はあいさつをというようなことをおっしゃってますが、顔の見えないですね、

電話だったらもう言いたい放題のことを住民さんは言われると。それは確かに頭にもくると思う

んですが、その対応につきましてですね、なかなか十分な対応ができてないと。つまり、社会通

念上の常識に欠如した部分があるというようなことを住民さんからお尋ねをするわけですけれど

も、これはですね、先ほど課長が答弁されましとおりの、いろんな採用時についてですね、適正

なところへ職員が配置されているかどうかということにもかかわりあいがあるんじゃなかろうか

なと思うんですが、この辺もお尋ねしておきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 総務課長 

総務課長（大下 修） 面接試験において、あいさつだとか態度とかいうのを考慮しまして採用するわけ

ですけれども、おっしゃいますとおり、採用試験の面接時と、それから実際に採用して職場に入

ってこられた場合、やはり若干違う面もあるというふうに思いますけれども、本年度の採用につ

きましては、保育士といいますか、でございまして、教育委員会の関係になるんですけれども、

幼稚園に配属いたしました職員については、すぐに初任者研修がございまして、そっちの方に行

っております。それから、ことしはございませんけれども、一般事務の新規採用職員につきまし

ては、一般質問のときにも申し上げたかと思うんですけれども、今でしたら、町村会がやってお

ります新規職員の研修がございました。それから、旧町時代には新規職員に対してマナーといい

ますか、民間がしておられましたところの研修会に参加させたこともございます。 

それで、入ってすぐに電話の対応等の問題だと思うんですけれども、その入ってすぐにその町

の仕事すべてを把握しているものではございませんし、最初のころにつきましては、その新人じ

ゃなくって、ほかの指導する立場のものが電話をとったりしておりますけれども、一日でも早く

慣れるように、それぞれの課において対応はしていると思いますけれども、全くの新人が電話を

とる場合には、そういう迷惑をおかけしている場合もあろうかと思います。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） それでですね、採点の上限、つまり１００点満点で採用試験が行われているのか

どうか、私存じておりませんけれども、やっぱりある程度の上限が決められておると思うんです

が、公募した時期によりましては、やはりその上限にいかない職員もあったやに聞いております。

これはうわさですので、私も確たる証拠はございませんので言いませんが、そういった上限は大

体７割ぐらいというか、６割以上ぐらい回答があればですね、対象になっているのか。あるいは、

その年度に採用する人員を重視する余りに、それより下になっておっても採用されたことがある

のか、その点を伺っておきます。 

議  長（糸井満雄） 総務課長。 

総務課長（大下 修） 旧町の当時の話になりますので、私岩滝の出身ですので岩滝のことだけを申し上

げますと、一応一般教養試験、それから専門試験等には一定のラインを引いております。 

それで、おっしゃられますように、試験をしましたけれども、不採用と、１名もとらなかった

というような過去には例もございます。それでやはり、これずっと見てますと、年によってばら

つきがありまして、こんなことを言ったら申しわけないんですけれども、低いところでいっぱい
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おられるときやら、それから前年は点数が高かったりしたこともございますので、それらはその

年によって、必ず採用するというのではなくって、過去の状況も見ながら選考をいたしておりま

した。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） 質問を変えます。 

ページ４８のですね、文書配達、これにつきましてちょっとお尋ねをしておきたいと思うんで

すが、この賃金がですね、６６２万４，０００円、それから役務費の郵便料が２５０万円、この

３町の配達分の内容ですが、昨日ですね、その賃金の内容は畠山議員さんが聞いておられまして、

１通８０円とかお聞きしたんですが、これでまず間違いがなかったかということをお尋ねします。 

議  長（糸井満雄） 総務課長。 

総務課長（大下 修） １通８０円と申し上げましたのは、比較をするときに８０円の定形封筒が多いと

いうことで、そういうことを申し上げまして、定形外の封筒、それから会計室が発行する振込通

知等ははがきですので、その料金についてはばらばらでございますけれども、そういう一定の算

出根拠といいますか、そういうものは８０円で積算をして計算をしたということでございます。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） するとですね、配布物の大小があるわけですけれども、平均が８０円ということ

で、郵送料も大体普通は８０円なんですよね。したがってですね、これはどういうことでこの文

書の配布事業をされているのか、ちょっと理解ができないんですが、この文書配布の本旨がです

ね、臨時雇用の促進というようなことも兼ねているんだったら、また別なんですが、この賃金

８０円の割り出した基礎は、今お聞きしたわけですけれども、これは入札をするとか、そういう

ような関係じゃなくて、ただこういった金額を部内で検討されて、予算としてご提案されたとい

うことで、今後変わり得るということもあるわけですね。 

議  長（糸井満雄） 総務課長。 

総務課長（大下 修） きのうも申し上げましたけれども、この制度といいますかシステムは、旧加悦町

さんで採用されておりまして、野田川町と岩滝町はこういうことはなかったわけでございますけ

れども、その郵送配達物の予測を納税通知書やら督促状やら、入金等の通知、それからその他の

行政文書等の発送枚数を月ごとに出しまして、それで配達員さん、加悦町さん方式を野田川庁舎

にも加悦庁舎にもした方が、これは有利だということになりまして、それは金額面からでござい

ますけれども、なりまして、結果臨時さんが２人雇用が増になったということでございます。 

それで、３．５人で予算は組んであるということでございますけれども、この１人の臨時さん

の雇用については、今のところちょっと考えておりませんので、各庁舎１名ずつという格好にな

っておりますので、また後ほど減額になって郵便料がふえたりする可能性もございますけれども、

今のところその各庁舎１名ずつの体制で配達をしたいというふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） ただいまの質問に関連いたしまして、きのうも算所で町政懇談会で出ていて、な

るほどと思って私きょう聞くつもりでおったわけですけれども、職員さんの手配りですね、この

関係と労基法との関係、それから適正配置の人員数ですね、こういったものをまたお尋ねしたい

わけですが、まずですね、手配りで職員さんが町を思う気持ちは非常にこれは大切なことであろ
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うと思います。しかしですね、一方で新町の与謝野町のまず当初予算ですね、今後本町の行く末

を示す指針でもあるわけですね、当初予算は。もっと合理的に、かつ効率的、人間らしい秩序あ

る職員であってほしいわけです。こんな職員が仕事を終了後ですね、手配りをするということは、

本当に美しいことなんであるわけですけれども、しかしこういう職員さんを雇用している町、今

回の手配りの提案に同意される職員さんが大勢おられるようでしたら、私正直言ってですね、こ

んな職員さんには給料を払いたくないと。もっともっと先ほど申し上げましたように、合理的、

効率的、こういった分野でお知恵をいただきたいというふうに思うんですが、この辺はどのよう

にご見解なんでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 総務課長。 

総務課長（大下 修） せんだって、職員に行政文書、それから納税通知書、納付書等の発送をお願いい

たしました。これはちょうど時期が発送の文書の時期が重なりまして、納税通知書が全町内一斉

に配布と。それからそれも納税通知書は納期前１０日前までに配布しなければならないという期

限もございました。それから、保険の方の介護保険、それの納付書等もございましたし、それか

らクアハウスの温泉の利用券もございました。それらが一度に重なりましたので、その配達期限

もあることから、配達員さんだけでは到底無理という判断をいたしまして、３庁舎とも職員に近

所の家庭に配布をお願いできんかということで、お願いをしたものでございまして、その仕事を

終わってから夜に配れとか、そういうふうな指示はいたしておりませんし、私も金曜日にいただ

き、それを２隣組、４０軒ぐらいなんですけれども、預かりまして、土曜日、日曜日、ふだん着

で配られていただきましたんで、きのうのそのお話のように、それに対して時間外勤務手当だと

か、そういうものは全く考えておりませんでしたし、それからそういう経費を安くあげる面、そ

れから協力していただけるところは協力していただこうということで、職員さんにはお願いをし

ましたので、職員の方がたくさんおりますので、それぞれがどういう思いでその文書を受け取っ

て配達したのか、すべての方の思いはちょっとわかりませんけれども、私はそういうことでござ

いましたんで、緊急のことでもございましたので、快く引き受けていただいたというふうに感じ

ております。 

今申し上げましたように、広く言えば仕事でございますけれども、当然、納付書類、大事な文

書を配るわけですけれども、今言いましたように、協力をするというふうな関係で配らせていた

だきましたので、労基法云々というところまでは申しわけございませんが考えておりませんでし

た。 

ただ、そこできのうの話もあったように、事故等があった場合、これについては対処はさせて

いただくというふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） 労基法の関係につきましてはですね、通常、職員さんの時間が８時間と決まって

おるわけですけれども、新町になっていろんな面で皆さんに大変お世話になって、時間延長をお

願いしているわけですが、早晩ですね、これも改善されてくるだろうというふうに思いますので、

質問を変えます。 

ページ６８ですね、地域イントラ管理事業、それから有線テレビ等々がずっとあるわけですけ

れども、単純に割り戻しまして、イントラの場合は、旧岩滝地区は一人当たり５００円前後にな
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るわけですが、加悦町の一人当たり約６，０００円前後かかるわけですよね。こういったことは

ですね、平成１８年６月２１日付で地域振興課より一般質問、放送時間の案内をＣＡＴＶで録画

放送がされるといただいたわけですけれども、この２町の住民はですね、視聴できないわけです

よね。ということになりますと、経費対効果について、ここの辺が問われるわけですけれども、

ちなみにですね、イントラでも加悦町の住民さんから、２６日に見ましたよと朝庁舎前で聞いた

わけですけれども、やはりライブでも結構な人数の方が加悦町にもおられるんだなということな

んですが、この辺のところも今後どういうふうに持っていかれるのか、お尋ねしておきたいと思

います。 

議  長（糸井満雄） 企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） お答えをいたします。 

ＣＡＴＶと地域イントラ、これらをどう絡めて将来の与謝野町の地域情報化を図っていくのか

と、こういったところが非常に大きな問題であろうというふうに思っております。確かにコスト

のことは今申されました。しかし、ＣＡＴＶにつきましては、３チャンネルで自主放送を行って

流しているだけではないということもご理解がいただきたいと。加悦地域には、加悦地域にそれ

の必要ないわゆる条件があるということでございます。それは何かと申しますと、やはりテレビ

の難視聴地域がかなりある。それをＣＡＴＶを敷設することによってそれを解消していると、こ

ういう問題があるわけでございます。 

そして、デジタル化対応になるわけでございますけれども、それになりましても、やはり電波

の受けれるところは受けれるわけですけれども、受けれないところは受けれないと。やはりこれ

は難視聴地域を解消しようということについては、ＣＡＴＶもこれが必要になってくるんじゃな

いかなというふうに思っております。 

一方、地域イントラでございますけれども、これも旧岩滝町、旧加悦町の地域ではインターネ

ット等を通じてそれらのいわゆるメリットですか、それに受けることができるわけでございます

が、これも１点、旧野田川町地域でまだブロードバンドの整備ができていないところがございま

す。そういったところでは、非常に地域イントラ、それのメリットですか、そういったものが受

けにくいと、こういった状況がございます。 

それらをどのように今後解消していくかということが大きな課題だろうというふうに思ってお

ります。それらにつきまして、地域情報化のくくりで、現在、町長からも将来どうしていくんだ

ということを調査研究するようにという指示をいただいております。 

今現在、結論を出したわけではございませんけれども、今後調査研究させていただきまして、

あるいはまた専門家の意見も聞く中で、結論を見出してまいりたいと、このように考えておりま

すので、現在のところはそれでご理解がいただきたいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） この件は、また総括で質問させていただきますとして、ちょっと時間の関係で急

ぎますので、まず民生費ですね、これの１０８ページの介護激励金支給事業、これに関連してで

すね、この介護予防と在宅介護の推進を図る上でですね、これ非常に大事な激励金であろうかと

思います。家族の方は大変なんでね。 

そこでですね、対象戸数がどれぐらいあってですね、このリフレッシュ度ですね、これはどれ
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ぐらいですか、まずお尋ねしておきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

介護者激励金につきましては、支給額を５万円ということで考えておりまして、その総額は

９５０万円ということでございます。従いまして、１９０人を対象にしておるということでござ

います。 

それから、リフレッシュの関係につきましては、旧加悦町で介護をしておられる方をひととき、

息抜きをしていただこうということで、そのような事業を実施をされておりました。それを与謝

野町につきましても継続していこうということで、予算計上をさせていただいておるものでござ

います。 

ただ、この該当者数につきましては、ちょっと今把握ができておりません。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） その件はまた後ほどお尋ねするとしましてですね、そこに係わるまでのかかりつ

け医の意見書の件なんですが、意見書、診断料の支払い状況とですね、介護認定審査の内容につ

いてお尋ねしたいと思います。 

質問を変えます。１１０ページの老人ホームの入所措置事業についてなんですが、いずれもで

すね、この旧３町の延長事業で行われたと思われますけれども、要介護の認定高齢者の今後はで

すね、どんな福祉施策の展開が期待できるかということですね。また、入所希望者、希望待機者

の解消に時間がかかり過ぎている状況ですけれども、おくれた理由よりもですね、こういった手

だてで皆さんにこたえていきたいという方策を、この機会に伺っておきたいと思います。これも

難しかったらいいです。 

議  長（糸井満雄） 福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

この老人ホーム入所措置事業につきましては、６５歳以上のお年寄りで、環境上の理由、また

経済的な理由によりまして、居宅において養護を受けることが困難な者、これを町の方で措置を

するということでございまして、ここには１７名が今入所をされておるということで、その予算

をここに計上しておるものでございます。 

また一方、介護保険制度の中でも、特別養護老人ホーム等３施設につきまして、それぞれ入所

をしていただき、そこのサービスを受けていただくということでございます。その中で、特に今

お話がありましたように待機者の問題でございます。当然、高齢になられまして、どうしても介

護を要するという方がどんどんとふえてきておるという現状でございます。そういった中におき

まして、国の方の考え方といたしましては、この介護保険制度につきましても、介護予防に重点

を置いて、できる限りそういった施設に入所をされるのをくいとめるというようなことで位置づ

けをされて、今回の制度改正では介護予防に重点を置くというような位置づけがされたわけでご

ざいます。 

そういいながらも、実際にはそこへ入所を希望される方はどんどんとふえておるというのが現

状でございます。ただ、国も新しい施設をどんどんとつくるということは考えていないというこ

とでございまして、あくまでも居宅での介護を重点にということでございます。 
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そういった中で、待機者も随分あるということは、特に与謝郡福祉会等の資料によりまして、

私どもも把握をしております。しかしながら、国の方では新規の特別養護老人ホームは設置をし

ないということでございますので、それに代わるものといたしましては、地域密着型サービス、

これで対応せざるを得ないんかなというように考えております。そういったことでは、サービス

事業者の協力がなければ、前には進まないわけでございますが、その地域密着型サービスの中で、

例えばグループホームなんか、そういったものでできるだけのカバーができるように考えてまい

りたいというように考えております。 

グループホームといいましても、定員が１０名程度だろうというように予測されますので、そ

れで何人の待機者がカバーできるかということについては、計算ができにくいところもございま

すけれども、そういった部分でできるだけの対応をしてまいりたいと。それにつきましては、サ

ービス事業者の協力もぜひ得ていきたいというように考えておるところでございます。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） 申しわけないです。そういった仕事に携わっておるものがお聞きしまして、しか

しこれも住民の皆さんにある程度は聞いていただきたいという気持ちもありまして、失礼を許し

てやってください。 

それからですね、１２４ページの出産祝金ですね。これについてお尋ねするわけですけれども、

このブックスタート事業ですね。これ出生後、２冊の絵本を提供ということで書いてありますけ

れども４８万３，０００円、これ額よりもですね、こんなホットな子育て支援の経費対効果も、

これもですね、係の着眼点も抜群なんですが、この絵本を生かす、あるいは殺すもですね、この

事業の中身次第なんですが、今日までどんな事業が展開されておりましたか。この点をお尋ねし

ておきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 答弁求めます。 

福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

出産祝金でございます。これにつきましては、合併協議会の中でも加悦町で取り組んでおられ

ました多子出産祝金、これをどうするかということで協議をしていただきました。 

その中で、この子どもさんを３人、４人と産まれましたら、それによって３万円、５万円、そ

ういった祝金を出していくことについては、事務局の提案としては、廃止をさせていただいたら

どうかなと、余り効果がないんではないかなというようなことを提案させていただきました。た

だ、合併協議会の委員さんの中には、やはりこういった制度については、続けるべきではないか

というような意見が強うございまして、それであるならば、一人目のお子さんについても、町が

お祝いをしておるという、その気持ちを伝える意味で、１万円の支給をするというふうなことで、

合併協議会の中でご確認をいただいたものでございまして、１万円ということで、一応２００人

を見込みまして、２００万円の予算計上をさせていただいておるものでございます。 

議  長（糸井満雄） 保健課長。 

保健課長（佐賀義之） ただいまの議員さんのご質問のブックスタートの件でございます。大変こういっ

た場でお褒めいただきまして、大変感謝を申し上げたいというように思います。 

この事業につきましては、昨年野田川町の方でブックスタートが始まったということで、これ
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は子どもさんが産まれて、そして１年間に４回ぐらい健診、離乳食健診でありますとか、１１ヵ

月健診とかいったことで健診があるんですが、大体半年ほどたった段階で本を２冊、絵本を贈ら

せていただきたいというように思います。 

この事業につきましては、もうご存じのとおり、本当にミルクも子どもさんにとっては大事な

んですけれども、それに匹敵するぐらい大切な親と子のスキンシップということを理解しており

まして、これについては町長の方のマニフェストにも書いてございますように、親と子のふれあ

い、また子育て支援の中の大きな事業ということにしております。事業費については、そんなに

高額な事業費ではございませんけれども、こういった事業を今後も見つけていって、町民の皆さ

んに提供していきたいというような事業でございます。 

言葉足らずで申しわけなかったですけれども、この事業につきましては、子どもさんに絵本を

配って、それでおしまいということではなしに、読み聞かせということがありますので、先ほど

言いましたように、３歳児健診まで子どもさんが産まれたら、３歳あたりまで町の方と携わって

いかんなんということがございます。そういった場合に、いろいろと本とのかかわり、親子との

ふれあいについてを指導なり、本を通じての親子のふれあい、指導についてもやっていくという

ことでございます。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） こういった事業に関連してですね、旧岩滝町でも子育てふれあい広場とか、こう

いったもので幼児の教育、昔はもうりであったんですが、教育をされているわけですが、小さい

子どもたちにとってですね、この絵本を見せる、また親が読んで聞かせるということは、教育長

もいらっしゃるんですが、委員長さんも、非常に大切なことですので、これは情操教育にも大き

く係わりをしてくるわけですけれども、このブックスタート事業のですね、子育ての支援、これ

についての到達点と完成度はですね、どこの辺に設定をしておられるかという、このご所見を伺

いたいと思います。非常に難しいですが、すみません。 

議  長（糸井満雄） 保健課長。 

保健課長（佐賀義之） ただいまの質問の到達点ということでございますが、これについては大変難しい

ことであります。しかしながら、やっぱり今は親と子の絆、家族との絆というのが薄くなってい

る傾向にあるということがございますので、到達点というのは設けておりませんけれども、いろ

んな保健事業を行っていく上で、端々にこういったところを出して、そして少しずつ基礎から積

み上げていくということで、新しい町になってから積み上げてまいりたいというように思います。

またこういうことをやったらもっともっと絆が強くなりますよというようなことのご意見等があ

りましたら、またちょうだいをして、そして事業に生かしていきたいというように思いますので、

よろしくご指導いただきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） それでは、よろしくお願いしたいと思います。 

質問を変えます。衛生費の１５２ページ、この不法投棄に始まりましてですね、ページ

１６２まで、ごみ処理計画策定、一般廃棄物収集であるとか、最終処分場衛生プラントに至るま

でのですね、この一連のダイオキシン、ばい煙、汚泥等の廃棄ガス類、これらの環境汚染の対策

費が組まれておるわけですけれども、これもですね、町政懇談会で私ずっと行かせてもらっとっ
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たんですが、特に女性の町懇への参加者が少なかったということで、ごみに対する認識が非常に

低かったんじゃないかなと思うわけですけれども、この予算はですね、半端な数値ではないわけ

ですよね。まず私はですね、私案ではありますけれども、自分の案ですけれども、文教厚生委員

会からですね、閉会中の調査研究課題としてですね、委員会の皆さんと検討したいなというふう

に思っているわけですけれども、その中にですね、女性も参画をぜひできればなというふうに思

っておるわけですけれども、これはごみ製造工場ですね、つまり女性はなべざもとにいらっしゃ

るんで、私どもではわからないいろんなご苦労があったりするわけですが、こういうことから見

てですね、早急にごみ処理検討委員会みたいなものを設けてですね、そしてご相談ができればい

いかなと思っているわけですけれども、これもですね、管理者あるいは担当課のこういった委員

会の取り組みへの理解とですね、そういう姿勢がなかったらこれはだめだなと思っているわけで

すが、その辺のところはどのようにお考えでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 町長。 

町  長（太田貴美） ごみ処理あるいは環境のそうした対策費といいますか、そうしたものについて多

額の金額がかかってくるということですし、またそれらを理解していただくためのそうしたごみ

処理検討委員会等を設けてはどうかというご提案でございますけれども、一つは、女性の方たち

はやはり毎日の生活の中で、ある程度ごみの分別だとか、処理の仕方だとか、いろんな学習の機

会が男性の方以上にあるわけでございます。婦人会を通じてだとか、地域の中でもそういったこ

とが、むしろ男性の方、また老人の方でもお一人にお住みになっている方、その方たちがやはり

そうした知る機会が非常に少ない。そういった意味では、男性の多いそういう懇談会あるいは会

合の中で、男性の方も一人の町民として、ごみの処理等々についてもやはり学んでいただく必要

があろうというふうに思います。 

ごみの処理イコール女性ではないわけでございますので、そうした意味で、広い意味でのそう

した処理の仕方のことについてよりも、やはり全体の町としてのごみ処理をどうしていくかとい

うふうな形の検討委員会のようなものを、やはり議会の中、あるいは率先してそういう方たちで

研究していただく、そういう組織をつくっていただくことは、これはやぶさかではございません

けれども、どういったところまでお考えでそういうことのご提案かということが、ちょっと今の

あれではわかりかねます。 

しかし、自発的な形でそういう検討会をおつくりになるということについては、大いにいいこ

とだというふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） ただ私はですね、このごみ清掃工場がなべざもとということで、女性の参加もし

たらどうかなと思ったんですが、これは包含的にですね、もう住民が皆気をつけて、そして分別

に頑張っていかにゃならんと思うわけですけれども、そこでですね、文教厚生委員会がですね、

この組織の先駆者として、この運営スタンスを皆さんと相談し、模索しながらですね、管理者さ

んの方へ提言がしていきたいというふうに思うわけですが、将来的にですね、このごみ問題の展

望も伺っておきたいなと思います。よろしくお願いします。 

議  長（糸井満雄） 町長。 

町  長（太田貴美） ご提案をされてということについては、それは文教厚生委員会等の中でご提案を
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されて、そしてその中でどういう方向でいこうということを決めていただいたことに対して、

我々がどういうふうに受け止めるかということは、今後の問題だろうというふうに思いますし、

またそのごみの処理について、この中で一言でということは非常に難しいと思いますし、それら

も含めて、文教厚生委員会、議会の皆さんともやはり同じように調査研究をしていく必要があろ

うかと思います。 

与謝野町の将来のごみ対策をどうしていくか、処理をどうしていくかということについては、

今後の大きな課題だというふうに認識しております。今後の問題とさせていただきたいと思いま

す。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） これは私のあくまでも私案でありますので、やはり文教委員会の中で皆さんとご

相談をさせていただきながら、これは取り組んでいくべき事業だと思いますので、またその節に

はですね、いろいろとご提言させていただくかもわかりませんが、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

以上で質問を終わります。 

議  長（糸井満雄） ほかに。 

有吉議員。 

１ ４ 番（有吉 正） 今広義な意味での上山議員から質問があったわけですが、私は衛生プラントにつ

いて、所管の課長にお伺いいたします。 

１５７ページにし尿処理費で１億７，９２８万９，０００円あるわけです。これは管理運営費

に４，８６３万７，０００円、また施設整備に４，０９６万円、また職員人件費に８，９６９万

２，０００円、このように予算としてはなっております。 

下水道が今までは組合でなされておったのが、合併して３町、町の直営となったわけでありま

すが、下水道が整備が進んでいく中、この歳入の中での２２ページに１億６００万円、これは歳

入ですが、こういった歳入があるわけであります。これはまた接続、下水道が進んでいくにつれ

て、これは減っていくだろうという中での今年度の歳入計画というふうなんであると思います。

今後の予定ですね、歳入の、昨年に比べてどういった割合で減っていくと思うんですが、今年度

の予算の裏づけ、これをちょっとまずお伺いしたいというふうに思います。 

それから改修計画もあるわけ、整備計画もあるわけですが、今後の大きな施設改修については

どうなっておるのか、あるのかないのか、この辺についてお伺いをいたします。 

それから、循環型社会というふうな中で、肥料もつくっておられると思います。歳入の方では、

歳入のことを余り言ってはだめかもわかりませんが、肥料売り払いで３０万円あります。今後の、

これも生産と販売見通しについて、課長のお考え、見通しをお伺いいたします。まずこの３点を

よろしくお願いいたします。 

議  長（糸井満雄） 住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） それでは質問にお答えをさせていただきます。 

まず衛生プラントの予算の裏づけの関係ですけれども、衛生プラントの施設の使用料につきま

しては、年々下水道の整備が進む中で、し尿収集料それから手数料収入というものは減少してき

ております。 
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手数料収入の最も多かった年につきましては、平成８年度でございまして１億５，７００万円

というふうになっております。けれども、平成１６年度の実績で見てみますと、平成８年度に比

べまして２，５００万円の減ということになっております。 

平成１８年度の予算につきましては、先ほどありました２２ページのくみ取り手数料１億

６００万円、それから１８ページに施設の使用料ということで、１，６５０万円入っております。

これをあわせまして１億２，２５０万円で予算計上しておりますけれども、平成１７年度の当初

予算と比較しまして３７０万円減少ということになっております。手数料料金につきましても、

今後見直しということも出てくると思いますけれども、今後正職員等も減っていきますので、収

集体制の見直しとか、そういうことも出てきます。そういった中で、手数料を上げるばかりでは

なしに、やはり経費の削減も図っていくということも必要だというふうに考えております。 

それから、今後の改修の関係ですけれども、今回、予算計上をしております工事請負費、

３，１６０万円挙げておりますけれども、現在のところはこれ以外については、特別なことがな

い限りは、整備の予定はございません。ただ、衛生プラントもできましてから相当な年数がたっ

ておりますので、新しく改修するかどうかということにつきましても、今後検討していかなけれ

ばならないというふうに考えております。 

それから、肥料の売り払い収入ですけれども、３０万円見ております。１５キログラム当たり

が５０円ということで、６，０００袋分でございますけれども、これにつきましては、全体で

９トン分でございます。これまでの状況をずっと調べておりませんので、ちょっと増減のことに

ついてはわかりませんけれども、今のところはそういう状況になっております。 

議  長（糸井満雄） 有吉議員。 

１ ４ 番（有吉 正） ちょっと聞きにくかった点もあったんですが、１，６５０万円の使用料というの

は、伊根町さんの搬入というふうに理解したらいいということですか。 

それから、課長の中で値上げも今すぐ考えていないというようなことがあったというふうに理

解するわけですが、値上げについてはデリケートな問題でもありまして、できるだけしていただ

いたら困るわけなんですが、これは１市４町の合併協議の中でもいろいろと議論があった中で、

いずれやはりこの施設そのものがより広く受け入れていかなければならなくなるだろうと、維持

していくためには、そういう点について、どのように考えておられるのか、その点を町長でもよ

ろしいし、課長でもよろしいですので、再度お伺いいたします。 

議  長（糸井満雄） 町長。 

町  長（太田貴美） 先ほど、値上げを考えていないということではなしに、今後見直していかなけれ

ばならないというふうに考えております。 

といいますのは、やはりし尿の量が減ってまいりますので、下水道との関連からいきますと、

そのまま置いている方が安く上がるようなことでは、これまた困るわけですし、し尿の処理の量

が減るということは、やはりそれだけ経費がかかってくるということになりますので、今後は値

上げということについては避けて通れないというふうに考えております。 

それから、今後の展望ですけれども、今のところ、全くそうした話し合いもできておりません。

１市４町のくくりの中でどうしようかということも出ておりましたけれども、具体的にその話を

していくということには今のところなっておりません。しかし、ごみと同じように、これらの施
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設についても、だんだんと全く閉鎖してしまうというわけにはいきませんので、形としてはどこ

かに残していかなければなりませんので、今後についてどうするかということについては、やは

り早い時点での協議が必要になってくるというふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 有吉議員。 

１ ４ 番（有吉 正） 値上げというのか、手数料の見直しというようなこともお聞きしたわけですが、

１点この点について、慎重に考えていただきたいのは、単に使用料の、手数料の値上げというん

じゃなしに、やはりまだ未整備地区があるわけですので、整備された中でまだ接続されていない

方もあると思います。 

ただ、まだこの未整備地域に入っていない、そこもひとくくりになってしまいますと、これま

た大変なことですので、そこら辺は慎重にお考えいただきたいなというふうに思うわけです。 

以上、質問を終わらせていただきます。 

議  長（糸井満雄） ここで休憩に入りたいと思います。４５分まで休憩します。 

（休憩 午前１０時２８分） 

（再開 午前１０時４５分） 

議  長（糸井満雄） 休憩を閉じ、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

質問を受けます。質疑はありませんか。 

森本議員。 

１ ６ 番（森本敏軌） 多くの皆さんが質問をされましたので、私１、２点だけお尋ねがいたしたいとい

うふうに思います。 

６７ページの地域情報推進費ということで、先ほど上山議員さんの方からも質問があったわけ

ですが、地域イントラネット管理運営事業で一般財源が１，２８８万６，０００円でありますし、

有線テレビの方の管理費といたしましては、大変多くの金額が挙がっておりますが、一般財源と

しては同じような１，２２２万９，０００円というふうに理解をしておるわけですが、先ほど上

山議員さんの説明によりますと、非常に加悦町の有線テレビは一人当たりにすると高いというふ

うなご指摘があったわけですが、その辺、課長どのように理解をされておるか。 

議  長（糸井満雄） 企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 質問にお答えをしたいと思います。 

予算書の６７ページ、６８ページをお開き願いたいと思います。ここに第２款総務費の１１目

の地域情報推進費がございます。これが地域イントラネットにかかわります予算額でございまし

て、予算額の財源内訳ということで、一般財源が１，２８８万６，０００円、丸々一般財源で運

営をさせていただいているというのが現状でございます。 

それからその次の６９ページ、７０ページでございます。ここに上の方に第１２目有線テレビ

管理費がございます。本年度が４，７４９万７，０００円でございまして、その財源内訳、その

他が３，５２６万８，０００円、一般財源の持ち出しが１，２２２万９，０００円ということで

ございます。この３，５２６万８，０００円につきましては、ＣＡＴＶの使用料ですとか、それ

からインターネットの関係の加入料ですかと、そういったものを含めたものがここに入っておる

ということございまして、森本議員さんご指摘のように、一般財源の持ち出しとしては、ほぼ同

じぐらいの額だということでございます。 
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議  長（糸井満雄） 森本議員。 

１ ６ 番（森本敏軌） この特に加悦町の有線テレビにつきましては、町長以下地域懇談会、町政懇談会

にも回られて、それぞれの地域でこのＣＡＴＶについては意見が出ておったというふうに思うん

ですが、先ほどの課長のお話にもありましたように、やっぱり加悦町の有線テレビというのは、

難視聴地域の解消でありますとか、そういった面を多分に含んでおりますので、加悦の住民にす

れば、ローカル番組も含めて、何とか継続をしていただきたいというのが実情であるというふう

に、町政懇談会に私も行かせてもらって、痛切に感じたところでありますけれども、岩滝では地

域イントラネットと、どちらもそれはよい点を抱えているというふうに思っておりまして、今後

町長はそういった協議会を立ち上げて、しっかりどのことがいいのか、見きわめていきたいとい

うふうにおっしゃっておられると思いますし、答弁は変わらんというふうに思うわけですけれど

も、ぜひともですね、加悦町のＣＡＴＶも重きにおいて検討がいただきたいなというふうに思う

わけですが、町長のお考えがありましたらお尋ねしたいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 町長。 

町  長（太田貴美） 今どちらの方に結論を出すということはできませんけれども、一つは私は、地域

懇談会ではっとさせられましたのが、やはり障害のある方が、耳の聞こえない難聴の方が、やは

りテレビで字幕の入ったものを見ることで、情報を知ることができる。また反対に、目の見えな

い方は、テレビで聞くことによって情報を得ることができる。災害時等のそうしたときに、素早

くそれらが情報として聞かせてもらったりすることができるということは、非常に安心なのだと

いうことをおっしゃってました。確かに、難聴地域の解消ということもあるでしょうけれども、

お年寄りの方が果たしてイントラネットでいろんな情報を発信をしましても、それを受けること

ができるのかどうかというような今の状況等も、経費がかかる、かからないということ以上に、

費用対効果の面でいけば、サービスが住民の方にどれほどいくのかというふうなことも大きな判

断基準になるんではないかなというふうに、そのとき感じたわけですけれども、それらのことも

含めて、十分庁舎内で、また外部の方のいろんなご意見も聞く中で、ぜひ早いうちに結論を出し

てしたいというふうに思います。 

やはり住民の方が一体感を感じたりするためには、やはり情報の共有ということが非常に大事

なことになるかと思いますし、そうしたことも含めて、十分検討していただきたいと思っており

ます。 

議  長（糸井満雄） 森本議員。 

１ ６ 番（森本敏軌） それとですね、町政懇談会で一つ出ておったことが、２０１１年にデジタル化に

なるということで、今の有線テレビがどうなるんかと、今から心配をされている方もありまして、

今のそのままのテレビで受信して見れるのか、あるいは町の施設を何か交換するとかすれば同じ

ように見れるのか、テレビを買いかえなくてはいけないのか、というあたりはですね、もう既に

研究されているかと思うんですが、その辺の状況についてはどのような方針であるか、お尋ねし

たいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） お答えをいたします。 

２０１１年にデジタル化、すべてデジタル化になりまして、現在の電波が来なくなるわけでご
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ざいますけれども、加悦のＣＡＴＶ、これを続けていこうと思いますと、いわゆる基地局といい

ますか、そこの装置を変える必要があるというふうに聞かせていただいております。 

しかし、昔聞いたときにはかなりの金額を聞いておったんですけれども、年々これが値下がり

をしておるそうでございまして、そんなに大した額にはならないだろうというふうに現在のとこ

ろ聞かせていただいております。 

議  長（糸井満雄） 森本議員。 

１ ６ 番（森本敏軌） その２０１１年に向けましても、ひとつ十分な対応がお願いしたいと思います。

ＣＡＴＶの存続についても、町長おっしゃったように十分な検討をいただいて、進めていただき

たいというふうに思います。 

それとですね、私は一般質問の中でも申し上げたんですが、旧岩滝町、旧野田川町におきまし

ては、防災行政無線というのがありまして、屋外にいてもその情報が伝わってくるということで

ありますし、加悦町の場合は、この前も申し上げましたけれども、緊急放送というのが、告知放

送の機械がですね、加入者しか入ってないという点もありましてですね、災害時の情報等につい

て、この前も言いましたけれども、１００％伝達したということになっていないということにな

っておりまして、こういった解消にもですね、旧野田川町、旧岩滝町のそういった防災行政無線

というのも私は必要ではないかなというふうに思っておりまして、そういった意味から、イント

ラネット、またＣＡＴＶ、そしてこの防災行政無線はですね、うまく絡ませていただいて、新町

のやっぱり均一的といいますか、そういった面でもそういった情報伝達についてお考えがいただ

きたいというふうに思うんですが、この防災行政無線についていろいろとその旧野田川町、旧岩

滝町の皆さんに聞きますと、本当にスピーカーの下におる人はとんでもないというふうな意見も

あるようですが、その辺の防災行政無線のいいところといいますか、そういった面についてはど

のような状況なのか、お聞かせいただきたいというふうに思うんですが。 

議  長（糸井満雄） 企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 先ほどＣＡＴＶの答弁で答弁漏れがございましたので、最初にそれをお聞き

いただきたいと思います。 

ＣＡＴＶにつきましては、基地局の改修が必要でございますが、当然個人さんが持っておられ

ますテレビにつきましては、チューナーをつけていただくか、買いかえていただくということが

必要でございます。それにつきまして、町の方から補助だとか、そういうようなことは現在は考

えていないということでございますので、それはご了解がいただきたいというふうに思います。 

それから防災行政無線でございますけれども、現在旧岩滝町と旧野田川町でこれを行っており

ます。屋外にパンザマストを立ててまして、そこから放送をするという方法。それから希望者に

は個別受信機という、いわゆる屋内でも聞こえます機械を斡旋をして、買っていただいておると、

こういう状況でございます。 

ただ、今の欠点といたしましては、両方とも機械が別々でございますので、同時に同じ放送が

できないということでございます。しかしこれも、防災行政無線もデジタル化対応ということで

ございますので、そのときにどうしてもこれは更新をしていかなきゃならん、そういったときに

統一的にやっていくという格好になろうかというふうに思います。 

それと、合併協議会等の協議の中では、防災行政無線につきましては、全町的に広げていくと
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いうような方針が確認されておりますので、今後そういった格好で進むんじゃないかなというふ

うに思っております。 

新しいまちづくりにおいて、何を優先させるかというコンセプトの問題があるわけでございま

すが、防災行政無線、地域イントラ、あるいはＣＡＴＶ、これらを災害あるいは安心安全のまち

づくりのために優先するという話になりますならば、そういった投資が必要だというふうに思い

ます。ただ、人口２万５，０００人の町でございます。その中で、財政力も乏しいわけでござい

ますが、すべてを完備した財政的な蓄えができるかどうかということも、今後考えていかなきゃ

ならないことだろうというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 森本議員。 

１ ６ 番（森本敏軌） それでは次に移りたいというふうに思います。 

それぞれの課の中にですね、ちょっと越境するかと思うんですけれども、多分総務の方が担当

されているというふうに思いますのでお聞きするんですが、車の管理についてでありますけれど

も、随所に需用費、それから役務費、公課費という中で、燃料費、修繕料、あるいは車検申請手

数料とか、雇用者損害保険、あるいは自動車リサイクル料、自動車重量税というふうな形で随所

に出てくるわけですが、与謝野町の所有する公用車というのは何台ほどあって、安全管理者等も

含めてですね、しっかり管理がされているのかどうか、新町になりましてからどのような状況で

あるのか、お尋ねがいたしたいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 総務課長。 

総務課長（大下 修） 車の管理について、ご質問にお答えいたします。 

今、申しわけありませんが、町の所有台数というのは、ちょっと手元に資料がございませんの

で、ご報告申し上げることができませんけれども、基本的に、各庁舎に配備している車につきま

しては、修繕、点検等も含めまして、その地域の業者さんでお世話になるようにしております。 

それから、１台ずつの車の管理につきましては、それは所管課が使用前の点検と使用後の点検

ということで、走行日報というのがございますけれども、それで点検をしておるということでご

ざいます。 

それから、安全運転管理者の件でございますが、これも各庁舎ごとに選任をしております。 

議  長（糸井満雄） 森本議員。 

１ ６ 番（森本敏軌） わかりました。とりあえず、車の管理、安全運転とかそういう管理につきまして

は、しっかりとやっていただいて、事故とかそういうことがないようにひとつ取り組んでいただ

きたいというふうに思います。 

それから、庁舎管理という件ではありませんけれども、一つだけちょっと気になることがあり

ますので、これは申し上げるだけにしたいというふうに思うんですが、岩滝の本庁舎に行きます

と、町旗と日章旗が掲げられております。野田川の庁舎に行きましても、両方掲げられておりま

す。加悦庁舎に行きますと、なぜだか以前からなんですけれども、町旗しか掲げられていないと

いうことが、私はちょっと気になりましたので、その点、やっぱり３町が一緒になりましたので、

同じように掲げていただいたらというふうに思いますので、申し上げておきます。 

それから次にいきたいというふうに思います。１４２ページの衛生費の２目予防費についてお

尋ねがしたいというふうに思うわけですが、これも委員会でお尋ねをしておったわけですが、各
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種健診にですね、３，９８５万円という金額が計上されておりまして、今回新町になりましてか

ら、無料で各種健診を行うということで、大変すばらしいことだなというふうに思っておりまし

て、ぜひともですね、これは十分啓蒙していただいて、多くの方に受診をしていただいて、健康

管理に努めていただきたいというふうに思うわけですが、この点、改めて課長にお尋ねがしてお

きたいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 保健課長。 

保健課長（佐賀義之） ただいまの健診についてでございますけれども、この健診事業というのは、自分

自身の身体状況を知るということで、大変大切な健診ということになっております。国民健康保

険その他の医療関係についてもなんですけれども、そういった医療を受ける前に健診を受けてい

ただいて、そしてもし何かあった場合については、早く受診していただきたい、早く治していた

だくということは、これは本人にとっても、また老人医療、国民健康保険についても、大切なこ

とということでございますので、ぜひ受けていただきたいというように思います。 

なお、案内には既に５月末の申し込みで締め切りをさせていただいておりますけれども、実際

の健診につきましては、ご案内させていただいておりますとおり、８月３０日から９月１５日ま

での健診ということでございますので、申し込みがまだの方ということで、そして今の聞いてい

ただいておって受けてやろうということでありましたら、早いうちに保健課の方に申し込みをし

ていただきますと、受けていただくことは可能でございますので、自分のため、受けていただき

たいというように思います。 

議  長（糸井満雄） 森本議員。 

１ ６ 番（森本敏軌） 無料になったということもありますし、ぜひとも多くの方に受診をしていただい

て、やっぱり早期発見、早期治療ということがやっぱり一番の大きなことになろうというふうに、

自分の健康に対しての管理になろうというふうに思いますし、特にそうしたことによって、医療

費が抑制されたり、いろんな介護や、そういった面にも反映をしてくるのではないかなというふ

うに思っておりまして、ぜひともですね、自分の健康は自分で管理するということで、しっかり

とこの健診をして、結果が出ましたら町としてはフォローですね、健康づくりについてしっかり

と取り組んでいただきたいというふうに思っております。 

私、何年か前に保健課長にも申し上げたことがあるんですが、老化を防ぐ１０カ条というのが

ＮＨＫで放送されておりまして、東京で長生きの原因を千数百人について１０年間にわたって調

査をされたという結果を踏まえて放送されておったんですが、まず第１条にですね、血液中のア

ルブミンの数値が高い、これはアルブミンというのは、血液中のタンパク質の高いもの、この食

べ物には肉であるとか牛乳であるとか乳製品など動物性のタンパク質であるというふうに言われ

ておりまして、アルブミンの少ない食べ物というのは、ご飯、みそ汁というふうなことも言われ

ておりまして、やっぱり年をとってもですね、動物性のタンパク質もやっぱりとって、毎朝ご飯

とみそ汁だけというふうな食事にならないように、当然このことは３町になって多くの保健師さ

んもふえたことでありますから、十分私はそういったことも認識をされておるというふうに思い

ますし、そういったことも十分啓蒙していただいて、長野県の合言葉ではないですけれども、

「ぴんぴんころり」ということでですね、やっぱり死ぬまで自分のことは自分でできる、元気で

あるということにですね、ひとつ町としても取り組んでいただきたいというふうに申し上げてお
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きます。 

それから、環境問題について１点だけこれも申し上げておくんですが、生活の中でいろんなご

みが出てくるわけでありますけれども、先ほどありましたように、不法投棄でありますとか、外

で物を燃やすというふうな状況があるわけでありますけれども、最近はものを外で燃やすという

光景は余り見なくなったんですが、たまたまですね、私の近所でも物を燃やしておって、特に悪

い人ではない善良な住民さんなんですが、たまたま警察に見つかって、こっぴどくですね、警察

署まで行って取り調べを受けたというふうなことを聞きまして、やっぱりこのことは、法律に違

反しますよ、物を外で燃やしてはいけませんよということを、十分住民の皆さんに啓蒙がしてい

ただきたいというふうに思うわけでありますけれども、その点、課長さん、今後ひとつ十分に注

意を促してほしいというふうに思うわけですが、いかがでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） それでは、先ほど物を燃やしてしかられたということでございますけれども、

これにつきましては、法律で燃やしたらいけないということになっております。燃やされる方も

多々あるのかと思いますけれども、ちょうど悪いところにあたったというか、そういうことかと

いうふうに思います。 

これにつきましては、また何かで皆さんに一応周知をさせていただきたいというふうに思いま

す。 

議  長（糸井満雄） 森本議員。 

１ ６ 番（森本敏軌） そういうことで、ひとつ啓蒙がしていただきたいというふうに思いますし、特に

ですね、春ですね、農家の方が田んぼの土手等に火をつけてわっと燃やされるということもあり

ます。あれもですね、やっぱり許可を得てやらなければいけないというふうになっておりますが、

おのおのそれぞれが天気のいい日にぱっと火をつけて燃やされているという状況がありまして、

たまたまたやっぱり春先は火事が発生するというのが常でありますので、その点も含めてひとつ

十分に、これは農林課の方もあると思いますけれども、十分に注意が払っていただきたいという

ふうに思います。 

以上申し上げまして終わります。 

議  長（糸井満雄） ほかにありませんか。 

伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） それでは５、６点にわたって質問をさせていただきたいと思っています。民生費

をはじめに取り上げたいと思っておりまして、特にこの項目でということは申しませんが、まず

この間大きな問題になっている点を中心に取り上げたいというふうに思っております。 

まず、民生費にかかわってですね、隣の宮津市ではそれこそ大きな事業をどんどんこの２０年

間やって、それこそ合併協議の中でも大きな話題の一つになったんですが、財政がもう回らさな

くなって、今選挙をやっていますが、行政改革大綱をつくりまして、この中でそれこそストレー

トに今問題になっているのは民生費の問題です。サービスがどんどん下げられるということであ

りますし、同時に大きな問題だと思ったのは、前の臨時会でもちょっと申し上げましたが、ごみ

袋が４．５倍から５．７倍というようなことが起きておりまして、まさに非常に四苦八苦といい

ますか、出口なしみたいな財政状況になっているということで、私はそれは隣の町ですから、私
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がとやかく言うことではありませんけれども、私は変な言い方で申しわけないんですが、やっぱ

りそういうこともよく考えてですね、いい鏡にしながら、いい町をつくったらいいなというのが

私はこの与謝野町に対する思いであります。 

これは冒頭に述べておきたいと思っています。まず１点目は、高齢者の対策の問題で、これは

一般質問でも取り上げましたが、いわゆる住民の足をどう確保するかということの一つなんです

が、高齢者の外出支援サービスの問題について、絞ってお伺いしておきたいと思っています。 

これは何人かの方が指摘をされたんですが、特に答弁を聞いてまして、非常に失礼ながら、概

要が、全体がね、今どういうとこになっているかというのが、どうもわかりにくい答弁や論議に

なっていたんではないかと思ってまして、改めてその部分に限ってお尋ねしたいと思っています。 

１点は、住民の中にある疑問でね、これは合併と同時に起こったと。合併によるサービス切り

捨てじゃないかというふうに思っている方は、少なからず旧加悦町の中には、私が訪問している

中には出ていたということがあります。これは全くそうではなくて、宮津でもこれは大問題の一

つになっておりますので、この点が１点です。 

それからもう１点はですね、経過でいうとこの支援サービス事業の場合、陸運局からのかなり

たびたびの行政の指導といいますか、レクチャーが入っていて、改善が求められている事態にな

ってきたというのが現状だという中で、今回の国のいろんな支援策といいますかね、変わったよ

うですが、そことの関係で、サービス後退になったというのが現状だというふうに思うんですが、

この点が課長にその点を鮮明にお答え願えたらと思っているんですが。 

議  長（糸井満雄） 福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

まず、この外出支援サービスにつきましては、高齢者の外出支援をするということで、旧３町

それぞれが社協の方にお願いをいたしまして、委託事業として出発をしたのが始まりでございま

す。 

そういった中で、いろいろと白タクという問題もございまして、道路運送法の中でこれを許可

をきっちりとっていただくという、その期限が４月１日までということに示されてきたわけでご

ざいます。従いまして、議員さんおっしゃいましたように、この合併によってこの委託事業を廃

止をしたということではございません。そういった道路運送法に基づきます許可制、これをとら

なければこの外出支援をすることができないというその期限が４月１日であったということでご

ざいます。 

従いまして、そういったことでいろいろと交通局の方からも、そういった通知の文書がまいっ

ておりました。そういった中で、伊根町でもそうでございますし、宮津市でもそうでございます

が、運営協議会を立ち上げまして、そこでいろいろと協議をするということをしてきたものでご

ざいます。ただその中には、昨日も申し上げましたように、実際にタクシー事業者も加わるとい

うことでございますので、やはりそういったところからは、自分たちの営業に余り支障のない範

囲で許可を得ていただきたいという希望が強うございますので、そういった中でいろいろと協議

を重ねてまいりました。 

それで、聞いておりますと、宮津市も伊根町もかなり利用者の方に負担していただく金額がふ

えたということでございます。むしろ、与謝野町よりも高かったんではないかというように覚え
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ておりますが、そのようなことで、この言うならば合併といいますよりも、そういった道路運送

法という一つの法律の中でしばりがかかってきたということでございます。 

そうなりますと、許可を得るということになりますと、社協が今後も高齢者の外出支援を行お

うとするということで、社協みずからがこの許可を得るということになりますので、そういった

中では、４キロまでが６００円、２キロますごとに２００円、そういったことの提案がなされま

して、その中でこの協議会の中でもよかろうということで、陸運局の方に許可の手続をとって、

４月１０日で許可が下りたということでございます。 

従いまして、今までは委託事業ということでありましたが、そこで社協みずからがこの道路運

送法の許可を得て事業を行うということのスタイルになりましたので、そのあたりが昨日の答弁

の中では十分説明ができてなかったんかなという思いを持っておるところでございます。そのよ

うな内容でございます。従いまして、決してこの与謝野町だけが非常に高い利用者負担になった

ということではないということもご理解をいただきたいということでございます。ただ、きのう

も申し上げましたように、そのことによって利用者が非常に減るということについては、やはり

福祉を担当します私どもといたしましては、何らかの手だてが必要ではないかなという思いを持

っておるということでございます。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） わかりやすい答弁をいただきまして、ありがとうございます。 

今お話があったように、大変な負担増によってですね、私が与謝の方とか、加悦はかなり面積

が広いわけですから、奥地の方々から聞いて、典型的な言葉だなと思ったのが、買い物も病院も

ですね、行けないと。独居老人のお年寄りなんですが、このままだと死ねということになるんか

ということまで言ってるわけですね。だから、彼女らにとっては、生命線に近いものがあるんだ

ろうというふうに思ったんです。私も正直言ってもらい泣きをするほど深刻な事態だというふう

に思ってまして、電話を直接聞いたんです。 

ですから、そういう点で、ぜひそういう苦情も出るほど深刻な事態を生んでいるという認識を

担当課でもとらえていただきたいというふうに思っております。 

それからですね、次の質問に移りたいと思うんですが、障害者支援の問題で、これも特にペー

ジを指定しませんが、ご存じのように国が障害者の自立支援法そのものを強行しまして、改めて

ですね、関係者の皆さんといいますか、障害者の皆さんなんかに非常に大きなリスクをですね、

負担を強いているということについては、皆さんご承知のとおりです。 

問題はですね、細かい問題はいろいろあると思うんですが、基本的なこれについての行政とし

ての支援はどう考えているかという点をね、細かい問題はいいですが、簡単に要約して説明願え

たらと思うんですが。 

議  長（糸井満雄） 福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

確かに、障害者自立支援法が施行されまして、原則１割の負担を求めるということに制度が改

正をされました。そのことによって、今までほとんどの方が自己負担なしでサービスを受けてお

られたものが、原則１割だと、ましてやそこには食費、あるいは水道光熱費についても実費をい

ただくんだということでございます。そうなりますと、今まで考えてもみなかった負担がまとも
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にかかってくるということでございます。といいますのは、余りにも制度の改正が急激過ぎると

いうように私どももとらえておりまして、昨日の町政懇談会でもそのような声が聞かれたところ

でございます。 

従いまして、そういった部分では、国に対しても余り大きな制度改正をいきなりやるというよ

うなことは避けていただきたいなという思いも持つ反面、財政の状況もございますが、どのよう

な支援がやっていけるのか、そのあたりは十分に考えていきたいというようにも考えております。

実際にサービスを利用されておる方、あるいはその施設、そういったところからも町長の方に話

を聞いてほしいというような声も届いておりますので、そういったお話も聞きながら、できる対

応を考えてまいりたいというふうに考えております。 

ぎ議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 今ご存じのとおりね、非常に大変な状況になって、私が聞いているんでも働きに

行っててね、障害を持っている方が働きに行ってて、収入はあると、一所懸命働いてるんだけれ

ども、そんな額じゃないと。利用料負担が。だから働いても利用料負担の方が多いわけですから

ね。普通考えられませんよ。 

だからそれほど、やっぱり深刻な事態というのはね、そのことに私は象徴されていると思うん

です。だから、それほどひどい法律を国がつくったという点では、本当に怒り心頭にくると思い

ます。 

次にですね、子育て支援の問題に移りたいと思っています。太田町長はですね、野田川の町長

の時代から、かなりここは非常に重要なポリシーといいますか、持って今度のマニフェストにも

かなり書かれておりまして、その点でですね、この４年間で子育て支援という全体像でですね、

どういうことをイメージとしてね、目標にしているのかというあたりは、もし今すぐにこんなス

トレートに聞いたものであれでしょうが、できたらイメージとしてどういうものを描いておられ

るかという点をお伺いしたいなというふうに思っているんですが。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） この４年間でということではなしに、やはり町を今後の将来を支えていくのは、

やはり子ども、今のこの子どもたちで、確かに少子化等々がありますけれども、やはり健全な環

境の中で産み育てていく、それらをサポートしていくというのが我々の役目ではないかと思いま

すし、この町だけではなしに、国もですし、やはりこれからの将来を担っていくべき子どもたち

を、やはり健全な環境のもとで育てていくことがまず第一だというふうに考えております。 

そうした意味で、いろんな地域での悲しい事故だとか、本当に親子の関係でもいろんな悲しい

事件が起こったりしておりますけれども、やはりその根底は子どもたちを健やかに産み育て、そ

してそれを育てていく、これも教育も含めてだというふうに思いますけれども、そうしたことが

まず第一、今の世の中で、社会の中で一番本当は取り組むべき内容だというふうに思っています。 

多く少子・高齢化の問題の中で、高齢者の方たちに対しても当然でしょうけれども、それより

以上にやはり子どもたちのそうしたことを守っていく、環境をつくっていくというのが、我々大

人に課せられた大事な責務ではないかと思いますし、その子どもたちの未来に向かってのそうい

う夢の持てる、また健やかに育てていける環境を皆さんと一緒に整えていくというのが、やはり

原点ではないかというふうに思っております。 
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ですから、それに対して今の状況の中で、でき得ることを一つ一つ小さなことでも積み重ねて

いくことが大事ではないかというふうな思いの中で、今までも取り組んできましたし、今後もそ

ういう姿勢で取り組みたいというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） わかりました。今子どもの人格形成の問題に触れられたというふうに思っている

んですが、改めてその点はね、これから教育委員会の所管でもありますのでね、これはこれで言

いませんけれども、非常にいい、そういう大事な点をですね、据えておられるという点も評価し

ておきたいというふうに思っていますし、同時に、人口がどんどん減っているわけで、この点も

言葉の節々には読み取れたわけですが、ぜひこの点は大胆にと言いますかね、大いに進めていた

だきたいというふうに思っております。 

次の質問に移ります。僕が言うといつもそうなるんですが、国の政策によってね、この間医療

制度でも介護でも、それから年金でもですが、社会保障がどんどん切り捨てられて、住民負担も

ふえているということがこの冒頭の質疑の中でも私自身も指摘したところなんですが、本日の新

聞を見ていますと、各紙とも載ってますが、これは赤旗ですけれども。これからの５年間で、

１１兆ないし１４兆円のサービスカットですね。それから住民負担がなるということを政府与党

自身が決めました。私はもちろんこれには具体的な形で何％ありませんが消費税の増税問題も財

源対策として同断で出てくるということは避けられん事態だというふうなのが政府与党の認識で

す。 

そうなりますと、町民の暮らしが非常に大変になって、収納率の論議の中でも明らかになって

いましたが、本当にどうなんだろうと、これから暮らしは、町民の皆さんの暮らしはどうなるん

だろうということを考えますとね、非常に深刻な事態になっているというふうに思っているんで

す。この点で、要約した言い方であれですが、町長にお伺いしたいと思っているんですが、私は

そういう国等々からの悪政がこれほど持ち込まれて至るわけですから、住民の暮らしを守るとい

うのは、非常に大事な課題だと思っているんですね。その点で私の認識は、地方自治体というの

は、そういう国のひどい悪政から住民を守るのが地方自治体の衷心の役割だというふうに私は思

っているんですが、町長の認識をお伺いしたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 一般質問の中できちっとお答えするべき内容かというふうに思いますけれども、

どちらにしましても、国から守るとか、あるいは府から守るとか、そうしたことではなしに、や

はり基本としては、やはり地域に住む住民の方たちが、やはりどんな形であろうと、いろいろと

掲げておりますやはり安心安全なそういうまちをつくっていく、また小さくてもやはりその地域

に住む人たちがいきいきと過ごせる、本当に笑顔が輝くそうしたまちになるように、いろんな意

味で努力をしていくという姿勢、頑張っていくという姿勢、それも一人ではできませんので、そ

れらを理解していただいて、町民の皆さんと一緒に頑張っていくことが、非常に大事な時期で乗

り切っていくことではないかと思います。 

いろんな意味で、負担をかけることもあるでしょうし、また我慢していただかなきゃならんこ

ともあるかと思いますけれども、皆さんが納得できる形で、お互いにキャッチボールをする中で、

それらをどういう方向に進んでいくかというのは、皆さんと一緒に決めていくべきことだろうと
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思いますので、そうした姿勢で今後もこの与謝野町が本当にいい町になるような、そうした作業

を皆さんと一緒に進めていきたいというふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 実はちょっと反論するつもりはないんですが、暮らしはね、今国から直撃を受け

ているわけですから、それにどうするかという質問は当然でしょう。町民をどう守るかというこ

とですから。それ以上今の政府がどうこうという話はしているわけでないんでね、具体的に被害

をこうむっている事実があるわけですから。 

次の質問に移ります。具体的にちょっと私自身もこの間、一般質問なんかで出ましたが、地域

協議会の問題で１点だけお伺いしたいと思っています。 

この間、一般質問の中でも論議されていましたし、かなりいろんな意見も出ていました。その

上でですね、私の考えといいますか、意見を述べたいというふうに思っているんですが、全国で

もかなり協議会、地域自治の問題はかなり論議、法的にもかなり整備もされてきていますし、協

議をされてきているんですが、合併してですね、新しいまちづくりを進めるにあたって、特に非

常に大事な、これからの時代に大事な協議会といいますかね、地域自治をつくっていくというテ

ーマだと思っておりまして、結論から言いますとね、従来の区のあり方では、今からの時代持た

ないんではないかというふうに思っております。それは、今の時代といいますかね、新しい時代

というのは、住民の声を生かしながら、住民の意欲性とか、そういうのを生かしながら、進めて

いくことが非常に求められている時代が来ておるわけで、その点でですね、権限やそれから財源、

財政ですね、人的派遣も含めてね、本格的にそこは論議をしていかないと、この問題はだめなん

ではないかというふうに思っているんですが、この点で、担当課長になりますか、ご答弁を願え

たらと思っているんですが。 

議  長（糸井満雄） 企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 地域協議会の問題につきましては、一般質問の中でもいろいろと考え方なり

を申し上げたところでございます。伊藤議員さん、ただいま申されたことも参考にしながら、今

後どのような地域協議会がいいのか、十分検討してたたき台をつくってまいりたいというふうに

思っておりますので、またご提言をいただきますようにお願いをいたします。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） わかりました。 

次に、非常に立ち入った質問になって申しわけないんですが、私旧町の当時から議員をさせて

いただいて、住民の皆さんのいわゆる役場の職員の皆さんや、町の職員の皆さんの姿に対する、

先ほども意見が出ておりましたが、そういうことを見ましてね、私改めて新しい合併して３つの

町がですね、一緒になって、違う挑戦をしようということになっているわけですから、そういう

点でですね、改めて私の意見といいますか、申し上げて答弁を求めたいと思っているんですが、

やっぱり大事なことはですね、もちろん住民の皆さんの理解を得るということは大前提ですが、

執行する側のですね、職員の皆さんや理事者集団がですね、認識を一致させておくというのが非

常に大事だと思っております。 

結論的な言い方で、時間がありませんから長々とやるつもりはありませんが、結局はまちづく

りに対する認識を一致させると、このことでの課長会の役割というのは非常に重要になってくる
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というふうに思っておりまして、そういう点で、そのことが非常に重要だというふうに思ってい

るという点が１点です。 

それと、そういう運営をですね、町長のこれは権限に属することで、越権的な言い方をするつ

もりはないんですが、運営の仕方としてですね、ぜひやっぱりね、この課長会のスタッフの知恵

と力を集めた形で、そこをしっかり集団指導体制といいますか、を発揮してですね、英知を拾っ

てですね、運営してほしいなというふうに思っております。 

もちろん、冒頭言いましたように、住民の声を聞くというスタンスをお持ちですから、その点

は大前提なんですが、この点で私は特にね、私の経験から言うと、非常に重要な局面に来ている

んではないかと。従来以上にですね、その課題は非常に強いんではないかというふうに思ってお

りまして、その点での見解を町長をお伺いしておきたいと思っています。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 今回３町が一緒になって、それぞれの今までのまちづくりを職員は頑張ってきて

くれたわけですけれども、今度は一つの町になりましたので、おっしゃるように本当にその認識

を一致させておくということは大事なことだというふうに思っております。 

そうした意味で、単なる業務連絡をする課長会ではなしに、まちづくり本部会という形で、も

う既に５回ほどいたしました。今回の議案の中にも出しておりますような、その指定管理者制度

等々もそうした中でしておりますけれども、まず私の掲げたマニフェストについて、各課がどう

いう知恵を出した形で具体的に進めていくことができるかということを各課より出してもらって、

そしてそれを具体的にしていくためのプロセス等も含めた、そうした指標を今つくりつつありま

すし、それらに基づいて、その一つ一つの項目を協議する中で、みんなの考え方の一致を図って

いきたいというふうな形で、今それを進めているところでございます。 

ですから、ある意味では、まどろっこしいといいますか、こういったことが大事だというふう

に今までの経験の中からもそういうふうに感じておりまして、新しい町になっても、そうした方

法でやっていきたいと、みんなの認識を一致させたいと。その課長を通じて課員にまで、そうし

た考え方が伝わるような、また課員から課を通じて全体の中にその意見が反映されるような、そ

うした形で物事を進めていきたいというふうに考えております。 

一応そういうまちづくり本部会というものを一つの認識を一致させる、あるいは論議する、協

議をする場としてとらえております。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 今答弁いただいて、改めて個性のある町が寄って、また行政手法も含めていろい

ろと違ったわけですし、町長を前にしてこういう言い方をするとあれですが、特色もあって個性

もある町長の行政手法もいろいろあるわけで、我々がとやかく言うせりふではありませんが、た

だ、私が感じているのは、さっきも言いましたが、やっぱり個性的な町が、独特の歴史を持った

町があるわけで、その町が寄って協議する、職員も当然違うんですね、スタンスが。だからそこ

での進め方としては、もうそれが一番、私が言ってる認識の一致させるという努力が、非常に重

要なポイントではないかというふうに思いますので、住民の皆さんの期待もそういう点ではどう

なるのかということもありますから、ぜひそういう点で対応をお願いしたいということを申し上

げて質問を終わります。 
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議  長（糸井満雄） ほかに。 

野村議員。 

１  番（野村生八） 野村です。１０項目ぐらいについて質問いたします。 

まず、福祉課長に、障害者自立支援法についてお聞きします。 

先ほどもありましたが、４月から導入がされて、１０月から本格的に、財政も含めて始まりま

すが、１８年度予算の中にはどのように反映されていますか。 

議  長（糸井満雄） 福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えいたします。 

国の自立支援法そのものの制定は早かったんですが、実際に政省令等が決まってくるのが非常

に遅かったという事情がございまして、我々が予算要求をする段階におきましては、支援費制度

をもとにして予算要求をして、それを予算計上しておるということでございます。 

従いまして、１０月からサービス体系が変わります。そのことによりまして、予讃の組み替え

をしていかなければならないということで、自立支援法によります予算は今後組み替えをさせて

いただくということでご理解いただきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 今から予讃の組み替えが必要だということですが、こういうふうに変わりまして

ですね、どういうふうに変わっていくのか。国の負担や町の負担含めてですね、一定今の段階で

ようやく見通しが持ててきたと思うんですが、どのような方向に変わっていくのか、町の負担が

ふえるのか減るのか、その辺についての見通しはどのようになっていますか。 

議  長（糸井満雄） 福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

まず、障害者自立支援法によりまして、この内容が支援費制度と大きく変わりました。一つに

は、自立支援給付ということで、介護給付、それから訓練等給付、自立支援医療、補装具という

ような組み立てになります。 

その中で、自立支援医療につきましては、更生医療のみが市町村で対応していくということで

ございまして、育成医療なり精神通院公費につきましては、今までどおり都道府県が対応をして

いくということでございます。 

それとあわせまして、地域生活支援事業ということで、相談支援等につきましても市町村が主

体になって実施をしていくというような自立支援法の内容でございます。 

それで、１０月からはこの介護給付、訓練等給付、地域生活支援事業につきまして、そのサー

ビス体系が変わるということでございます。現在、居宅サービスなり施設サービスで指定を受け

ておる事業者につきましても、改めてどういった新しいサービス体系の中で、事業を取り組んで

いくのかということを５年をかけて検討をしていくというような内容になっております。 

従いまして、この付近のそういった施設につきましても、この１０月以降、どういったサービ

ス事業をその施設で取り組んでいくのかということを現在検討中であるということでございます。 

それから、このサービスを受けることによって、更生医療もそうなんですが、原則１割負担と

いうことが出てまいりました。そういった１割負担が余りにも大きいということで、京都府独自

のサービスとして、自己負担限度額を国の半額に抑えようということでございます。そういった
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京都府の独自制度を設けるに当たっては、市町村の意見を問うということで、そういうお話がご

ざいました。この与謝野町におきましては、そのことにつきましては京都府が取り組むなら、与

謝野町も一緒になって実施をしたいということを早くから申し上げておりました。例えば、舞鶴

市あるいは福知山市、ちょっと大きな市になりますと、その分負担がふえてまいりますので、な

かなか了解を得るのに本町の幹部職員が出向いてその了解を得たというようなこともお聞きをし

ております。 

そういったことによりまして、自己負担限度額を２分の１に抑えるということになりますと、

当然その部分については京都府と市町村が２分の１ずつ出し合うということになりますので、そ

の部分についても負担はふえてくるということになります。 

ただ、今までがほとんど利用者負担がかからない方でありましたので、現実の話として、今度

市町村に与謝野町に負担がふえるのかということにつきましては、正確に現在のところでは申し

上げることはできないだろうというように考えております。今まで利用者負担がただであったと

いうことは、何らかの格好で国、府、市町村がその部分を持っておったということでございます

ので、そういったことから考えてみますと、必ずしもこの自立支援法に変わったことによりまし

て、市町の負担がふえるということにはならないんではないかなというようにも考えております。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 今ありましたように、障害者の事業だけでなくて医療も大きく変えられたという

ことで、１割負担で精神通院も同じようになるということで、なかなか行けないという声が広が

っています。こういう点については、保健課長としてですね、この１８年度で医療に与える影響

ですね、健康に与える影響、どのように考えて、何かこういうことが必要だというふうなのがあ

りましたらお聞きします。 

議  長（糸井満雄） 保健課長。 

保健課長（佐賀義之） ただいまの野村議員さんのご質問にお答えしたいというように思います。 

精神通院者の方についてのご負担も、従来でしたら５％の負担というのが自立支援法の改正に

よりまして、１０％負担ということになりました。ここについては、本当にきちっと診療なり医

療機関にかかっていただきたいということで、先ほど５月の臨時議会でも国保の制度改正の方を

専決で説明させていただいたように、この精神通院におきましては、本人さん、国民健康保険に

おいては無料で今までどおり、本人さん無料ということで受けていただくということに改定させ

ていただいておりますので、引き続ききちっと受診をしていただきたいというように思います。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 次に、４３５ページの障害者福祉計画について、福祉課長にお聞きします。 

今までこういう計画があったわけですが、今度は自立支援法になってですね、措置制度が選択

に支援費で変わって、今度はまたそのサービスは民間に任せると。自立支援法で今度は町がです

ね、またこういう責任を持ってサービス提供体制をつくりなさいということで、今回これつくる

んだと思うんですが、今までのこういう福祉計画との関連とですね、これをつくるにあたっての

どんな姿勢でつくられようとしているのか、その点についてお聞きします。 

議  長（糸井満雄） 福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） 障害者自立支援法によりまして、この障害者計画も策定をしていくということが
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義務付けをされました。今までにもこういった計画はあったわけでございますけれども、この計

画の目的といいますのが、やはり数値目標を掲げるということでございます。 

従いまして、これ今までにも次世代育成の行動計画、そういったものにも目標数値を定めるよ

うにということもございましたし、また介護保険事業計画の中にも目標数値を定めるということ

でございまして、今回のこの障害者の計画につきましても、目標数値を定める、そしてサービス

をどのように提供していくのかということでございます。流れとしましては、目標数値を定める

ということになりますと、それなりのサービスを行政が提供していかなければならないというこ

とになります。単にそういったもろもろの基盤整備もせずして、目標数値だけを立てるわけには

いきませんので、そこらとの兼ね合いが出てくるんではないかというように考えております。 

それで、この障害者基本計画につきましては、現状の把握でありますとか、あるいはサービス

の目標量の推計、そういったものをこの計画の中に定めていくということで現在考えておるとこ

ろでございます。 

その前提になりますアンケート調査等、それからいろんな関係機関へのヒアリング、そういっ

たことも行ってこの計画を１８年度中にまとめていきたいというように考えております。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） すみませんページ数を間違えて１０４ページです。 

今言われたようなことをつくるわけですが、田舎ではですね、現状でサービス提供事業者がな

いということがあるわけですね。前にも指摘しましたが、例えば子どものショートステイはこの

辺ではなくて遠くまで行かんなんと。そうなると、言われたように、町がそれを確保していかん

なん、責任が今度は、今までの支援費とは正反対になってきます。そういう場合に、どういうふ

うにされるのか。特にそういう点では、もれなくというわけにいかないんでね、大事なのは、こ

の地域の障害を持った方が今何を望んでおられるかという、ここに基づいてつくるということで、

そのアンケートだけではなくて、計画づくりの中にそういう人材が参加していくということが必

要だと思うんですが、その辺についてはどのように進められるのか、この２点についてお聞きし

ます。 

議  長（糸井満雄） 福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

確かに、議員さんおっしゃいますように、都市部と異なりまして、この小さな町あるいは丹後

圏域を考えてみましても、そういったサービスを提供する事業者は非常に少ないという現状があ

ります。そういった中におきましても、やはり今後は、ＮＰＯ法人等の協力も得ていくというこ

とでなければ、こういった対応はしていけないんではないかなというように考えております。 

それとあわせまして、現在サービス提供しております事業者につきましても、いろいろ工夫を

していただいて、そういった事業の拡大を図っていただきたいなというように思っております。

そうなりますと、当然そこに行政からの支援というものがついて回るんではないかなというよう

に思っております。都市部の方でありますと、高齢者の関係につきましても、どんどん法人の方

で立ち上げをされるということがございますが、こういった地方ではそれらも十分な行政の支援

がなければそういった基盤整備が図れないというような事情がございますので、そういったこと

については、この障害者も同じではないかなというように考えております。そういった一定の支
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援も必要であろうというように思っております。 

それから、この障害者計画の関係につきましては、当然アンケート調査だけでその思いをつか

まえるということは不可能だというように考えております。従いまして、当然そこにはヒアリン

グ等を行って、サービス事業者の思い、考え、そういったことも十分掌握をしてつくっていきた

いというように思っておりますし、策定委員会のメンバーの中にも利用者であったり、あるいは

サービス事業者であったり、そういうものをその委員に構成いたしまして、この計画をつくりあ

げてまいりたいというように考えております。 

介護保険の事業計画につきましても、当然にサービス事業者も中に入っていただいて、計画を

まとめたということでございますので、そういった方向で計画をつくっていきたいというように

考えております。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 次にですね、今答弁された具体的な点で指摘をしたいと思うんですが、同じ

１０４ページで、きのう質問されました障害児通園施設、いわゆるデイサービス事業ですね、こ

れがあるわけですが、これについても１０月から料金体制が大きく変わります。どのように変わ

りますか。 

  長（糸井満雄） 福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

児童のデイサービスにつきましても、障害者自立支援法の中に組み込まれをするということで

ございますので、そこを利用しようと思いますと、原則１割の負担ということがついて回るとい

うことでございます。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） １０月からの事業が運営している方々の運営費の関係を質問したんですが。いわ

ゆる就学前、今は児童デイサービスは療育とそれから学童と、二通りやっているわけですが、

１０月から今同じ料金なのが、支援費からの額なんですが、療育と学童と大きく変わるというふ

うになると思いますが、この点について質問しています。 

議  長（糸井満雄） 福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

今、療育と学童と大きく内容が変わるということでございますけれども、その内容は十分承知

をしておりません。申しわけございませんが。 

ただ、このサービス、先ほどもサービス体系が見直しをされるということでございます。そう

いったことになりますと、今まで京都府の単独事業なんかで取り組みをされておった補助制度に

つきましても、一定見直しがかかってくるんではないかなという思いは持っておるところでござ

います。 

そうなりますと、そこで事業展開されております施設につきましては、そういった部分でその

収入が減るというようなことが起きてくるんではないかなというようには思っております。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 療育、小学に入るまでの方についてはですね、かなり料金が上がるんですね。料

金が上がるということは、利用者の負担はふえると。反対に、学童の方はですね、２割以上単価
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が下がるわけですね。これは反対に事業所の運営できないと。 

この児童デイサービスは京都府の特別加算事業ですね。これで支援を受けて何とか運営が維持

できている。ここについて言えば、すずらんについて言えば、その分で町の負担がこれだけで済

んでいると。ところが京都府は、１０月でこれ打ち切るということで、予算がついてないんです

ね。内容は今よりも厳しくなる可能性もあるわけで、これはぜひ京都府にその予算を打ち切らず

に継続していただくと。そうでないと町の持ち出しがさらにふえると、この予算がですね、いう

ことになると思うんです。この点については町長なのかもしれませんが、ぜひお願いしたいと思

いますし、この点１点お考えをお聞きします。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 具体的に私自身も承知がきちっとできていないんであれですけれども、やはりそ

うした現実的に非常に１０月から厳しくなるということについて、できるだけ府の支援もいただ

けるように、この件についても要望してまいりたいというふうに考えております。 

そのほか、いろいろとたくさん要望しなきゃならないことがあるんですけれども、やはり町村

会を通じてだとか、また個別の府への要望活動もあわせてしてまいりたいと思っておりますので、

なかなかそういう時間的な今のところ余裕がないものですから、この議会が済めばすぐそうした

形でまいりたいというふうに考えております。機会あるごとにそうした問題についても要望をし

てまいりたいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 次に、１２２ページの子育て計画策定委託料について、福祉課長に質問します。 

これも国の指導のもとにですね、つくらなければならないということで、合併目前なんで合併

してからつくれば無駄がなかったわけですが、合併以前にそれぞれの町で恐らくつくったんだろ

うと思うんですね。今回のその委託というのは、前回つくった関係でですね、どのようなものを

つくられようとしているのか、お聞きします。 

議  長（糸井満雄） 福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

次世代育成支援対策推進法に基づきまして、この行動計画をつくらなければならないというこ

とになりました。その中で、１市４町の合併ということがございまして、合併してからに先のば

しをさせてほしいというような申し入れをしておりましたら、よかろうということであったんで

すが、それが３町の合併ということに変更したことによりまして、１６年度中につくれというこ

とでございました。従いまして、時間もない中でこの次世代育成支援行動計画を策定をしたとい

う経過がございます。一応、３町の担当者が集まりまして、その内容等を点検をしながら、その

計画をまとめて３町の行動計画を持ち寄れば、与謝野町の行動計画になるということにはなって

おるわけですが、十分な時間がないままに策定をしたという経過がございますので、これを与謝

野町の行動計画として新しくつくりたいなという思いで予算計上をさせていただいておるもので

ございます。 

基本的には、１４の主要事業というものをその中に数値目標も定めて盛り込むということにな

っておりますので、現在つくっております計画と、その目標的な部分については、大きく変わら

ないだろうというように思っておりますけれども、町長の子育て支援に対するマニフェストの中
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で、どういった支援策ができるのかということも今検討中でございますので、そういったものも

この行動計画の中には定めていきたいなというように考えております。 

ただ１点気になりますのは、この支援対策推進法が改正の見込みであるというようなことが報

道をされております。従いまして、今まで大企業でありますとか、行政でありますとか、そうい

ったことで行動計画を策定するということであったんですが、なかなかそれだけでは子育て支援

ができないということで、規模の小さい企業にもこういった行動計画を求めていくというような

ことが、この改正の趣旨ではないかなというように思っておるわけですが、内容的にどういった

部分がその解消されていくのかということが、まだ不透明でございますので、そこら辺とも兼ね

あわせてこの計画の策定づくりはしていく必要があるかなというようには思っております。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 再度質問しますが、今言われたように、ほぼ内容は固まっているんですね。それ

で、さらにこの委託でこれだけの予算でしなければならないということがね、よくわからないと。

その必要があるのかという点が１点と、それから今言われた改正の見込みで、小さな事業所もと

いう話もありますが、現在の時点では、与謝野町の中で事業所でそういうのもつくらなければな

らないような事業所というのはあるのかないのか、その２点をちょっとお伺いします。 

議  長（糸井満雄） 福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

ここに計画策定委託料１２６万円を計上させていただいております。ただ、今までからこうい

った計画につきましては、一定そういった経験のある事業者に委託をして、計画をまとめるとい

うことで、この予算計上しておるわけでございますが、本会議の中でも余りにも委託が多い過ぎ

ると、もう少し職員が考えてやればどうだというようなことも、現実の話としてお聞きをしてお

りますので、そのあたりは十分に考えていきたいというように思っております。 

議員さんおっしゃいますように、もう一つの基礎があるではないかということでございますの

で、そのあたりは十分に考えてやっていきたいなというように思っております。 

それから、この法律の中では、一応３０１人以上の従業員を抱える企業については、原則行動

計画をつくりなさいということでございます。ただ、その未満の事業所につきましても、強制で

はございませんが、任意で計画をつくるようにということになっておりまして、旧野田川町でも

野田川町役場として、この行動計画を策定したということでございます。 

この与謝野町の中で３０１人を超える企業があるのかどうか、そこまではちょっと把握できて

おりませんが、それぞれの企業でそういったものを計画を策定をするということが、この法律の

趣旨でございます。 

従いまして、任意ではございますが、旧野田川町でも行動計画を策定したということでござい

ます。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 同じ支援対策法でつくった、前回ね、変わってないわけですから、これは十分で

きるんではないかと思いますので、ぜひこれはできるものならこういう委託ではない形でやって

いただきたいということだけ言っておきます。 

議  長（糸井満雄） それでは質疑の途中でございますけれども、ここで一たん昼食休憩に入りたいと
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思います。 

野村議員につきましては、昼食後引き続き質疑をお願いをしたいというふうに思います。 

それではここで１時３０分まで昼食休憩に入ります。 

（休憩 午後 ０時０６分） 

（再開 午後 １時３０分） 

議  長（糸井満雄） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

その前に改めて申し上げておきたいのですが、本会議終了後、議会運営委員長より議会運営委

員会の開催の申し入れがありましたので、お知らせをしておきたいと思います。 

それでは午前中に引き続きまして質疑を続けていきたいと思います。 

野村議員。 

１  番（野村生八） 福祉課長に、最後に学童保育について質問します。 

先日の条例改正でこれについては直営ということになりました。今までとこれによって運営上

の変更があるのかないのか、まずここからお聞きします。 

議  長（糸井満雄） 福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

学童保育の先般の条例改正につきましては、町が平成１６年度に整備を行いました市場学童保

育所、山田学童保育所、これを条例で定めておりましたので、これを直営にするということで委

託の文言を削除をさせていただいたということでございます。 

それで、施設そのものにつきましては、直営で管理をするということでございますが、中で行

います学童保育につきましては、社協にそのまま委託をするということで、業務委託ということ

で何ら変更はございません。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 野田川の５つの学童保育は、以前と同じような運営で社協に委託するということ

でしたので、その点についてお聞きしたいわけですが、１２２ページの予算書を見てですね、賃

金で出ているのが加悦の２ヵ所でしたか。１３の委託料で出ているのが野田川分だと思うんです

が、加悦の分は賃金以外も含めて全体でいくらの学童保育の予算になっているのかというか、ち

ょっとこれわかりにくいんですが、その点が１点と、特に学童保育は岩滝の児童館での対応と言

われたように、全然違いましてね、その学童保育に基づく育ちの場を指導員がどうつくっていく

かという点では、かなりの仕事量があるわけですね。この指導員の力量というのが、非常にそこ

に来る子どもたちにとっては、学童の質を左右するわけで、大事になっているわけですが、加悦

の今の２人のこの方でやっておられる内容と、今度同じようにやられる、社協でやられる内容と、

どのように違っているかという点が、もう把握されておると思うんですが、どういう形で内容が

違うので、お聞きしたいと思います。条件等とですね、指導員。 

議  長（糸井満雄） 福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

学童保育につきましては、１２２ページに放課後児童健全育成事業ということで、賃金以下ず

っと並べております。その中で、１３節の委託料の中に、放課後児童健全育成事業委託料

１，３５５万１，０００円というのを計上しておりますが、これが旧野田川町の社協に委託しま
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す５つの学童クラブの委託料ということでございます。 

それから、加悦町の分につきましては、直営で加悦と与謝とで実施をいたしております。それ

で、桑飼小学校区の児童につきましては、加悦の学童保育に送迎をして通っておるということで

ございます。 

そこで、それら委託料も含めまして２，０７７万１，０００円をここで計上をいたしておるわ

けでございますが、このうちざっと加悦の分として入ってきます利用料というものは、年間で

２０万円程度でございます。それで、２，０７７万１，０００円から２０万円程度を差し引いて

いただきまして、なおかつ野田川町分の委託料を引いていただきましたら、直営で行います学童

保育についての、主だった町の出費ということになるんではないかなというように考えておりま

す。 

内容につきましては、直営と委託ということの差はございますけれども、内容につきましては、

さほど差はないというように考えております。委託をしておりましても、社協といたしましては、

子どもたちができる限りこの学童保育を利用する努力をいたしていただいておりますし、差はな

いというように思っております。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 特に市場の学童保育なんですが、子どもたちが非常に多いということで、指導員

もほかよりもふやしてあると思うんですが、それでもですね、なかなか対応が大変だと。社協の

方で頑張っていただいておるんですが、どうしてもそういう準備とかの賃金は出ないと。それか

ら非常に、子どもたちとの、多いですから、対応が大変でですね、指導員が続かないということ

になっていると思うんですね。 

もう１点は、部屋が狭いということですね。児童１人当たりの部屋がですね、本当に狭いと。

そういう点では、もう少し考える、新しいのをせっかくつくっていただいたんですが、子どもた

ちの多いということを考えると、今後さらに検討していただく必要があるんじゃないかと思って

いるんですが、その指導員のそういう状況とですね、特にこれから夏休みになればさらにそうな

りますが、そういう施設の関係について、どのように考えておられますか。 

議  長（糸井満雄） 福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

市場の学童保育につきましては、現在登録は３２名という状況でございまして、一応あの施設

につきましては、定員を３０というぐらいに考えて建設をしたものでございます。従いまして、

２名オーバーという、今でもそういう現状がございます。 

加えまして、夏休みになりますと、さらに子どもたちがその学童保育に通うというふうなこと

で、夏休みの間だけでは学童保育に通わせたいというような申請もぼちぼち出かかっております。

そうしますと、あの建物の中では対応が無理であろうというように考えておりまして、その対応

のできない部分をどこでカバーするかということを今検討をしておるという状況でございます。

場合によりましては、小学校の建物の一部をお借りしてということも学校の方にお願いをしてい

かなければならないんではないかなというように思っております。 

それから、子どもの数が多いということで、指導員の対応というのにも、無理があるんではな

いかなということでございますけれども、確かに岩屋ですと子どもが１１人ということでござい
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ます。それが３倍という数字でございます。岩屋は１人でございますが、市場では２人体制でと

いうことでございます。そういったことで、これは社協に委託をしております以上は、その社協

の考え方、そういったものによってこの人員配置では無理があるということでございますと、当

然にその委託料を決めるにあたって、そこら辺の協議もさせていただかなければならないだろう

というように考えております。 

せんだってのこの本会議の中でも、少しその賃金が低過ぎるんではないかなというようなご意

見も伺っておりましたので、それらもひっくるめまして、また町の保育士等の賃金も兼ねあわせ

まして、そのあたりもあわせて考える必要があるかなというようには思っております。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 次に、企画財政課長に質問します。 

１点は、この予算書の中ですね、情報機器の保守管理委託料ですね。あっちこっちにいっぱい

ありますが、全体で幾らになっているのか、その点をお聞きをします。 

議  長（糸井満雄） 企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 野村議員さんの情報システムの運営経費という解釈でよろしいでしょうか。 

お答えをいたします。一般会計で９，３７７万７，０００円。簡易水道が７１万３，０００円、

介護保険特別会計が３７９万６，０００円、国民健康保険特別会計が２０９万４，０００円でご

ざいます。そのほかでは、地域情報化ということで有線テレビ地域情報推進費ということで

２，２５２万９，０００円と、こういう内訳になっております。一般会計だけで９，３７７万

７，０００円という数字でございます。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 莫大な金額にのぼっているわけですね。どうしてもこの保守管理という名目で財

政支出しなければならないような状態もあるでしょうけれども、これだけいわゆる役場の規模が

大きくなってね、情報機器もふえてくるという中で、やはり今後人材をしっかりと確保してね、

ここでこういうことがしていくという、システム管理者ですね、そういうことを検討する必要が

あるのではないかなというふうに思うわけですが、いかがですか、その情報機器を買うとか、ソ

フトとかいうのではないわけですからね、これ多分。その点についてはどうでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 町村合併のメリットといたしましては、そういう専門的な人材を育成すると

いうところにも、その効果があると言われておりますので、そういった意味では、そういったこ

とが必要になってくるんじゃないかなというふうに思います。 

ただ、もう一つの考え方として、少しでも人員を削減していくという意味で、アウトソーシン

グと、こういう考え方もあるわけでございまして、私自身としましては、そういった意味でそう

いった専門的な人材を育てていくことが必要じゃないかというふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） この中でね、だからどうしてもこの保守管理は機器との関係で財政確保しなけれ

ばならない部分と、本当の保守管理費としてこちらでやられる部分とあると思うんですね。その

見直しをきっちりして、ここでできることについては、今言われたような形でね、ぜひやってい

ただければ、かなりアウトソーシングよりよっぽど、今アウトソーシングですから、よっぽど安
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くなるのではないかと私は思っていますので、今後ぜひご検討いただきたいと思います。 

次に、もう時間がないので、多分、あと何点かありますが最後になると思いますが、地域情報

化について私も質問します。 

与謝野町の地域情報は、先ほども出ていましたが、イントラネットとケーブルテレビとあるん

ですが、私は少なくともまず、どちらがいいということでね、どちらを残すかという、そういう

ことではなくて、現状では両方のメリットをどう生かしていくかということが大事ではないかと

いうことがあると思うんです。 

もう１点はですね、ケーブルテレビにしても、イントラネットにしてもですね将来的には融合

していくような状況になっておるわけですね。テレビとパソコンはもう同じようなものになって

いくわけですね。その辺を見据えて、今後どちらを残すというんじゃなくて、その辺を見据えて

計画は進めていくということが大事だというふうに思っていますが、この点についてはいかがで

しょうか。 

議  長（糸井満雄） 企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） ＣＡＴＶ、それから地域イントラこういったものが将来的に融合していくだ

ろうと、これは見据えて計画を立てていくべきじゃないかというご指摘でございます。 

こういった機器につきましては、本当に日進月歩で進んでおります。そういった意味を考えま

すと、野村議員さんのご指摘を受けとめまして、そういった点につきましても、十分考慮させて

いただき、調査研究させていただきたいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） それぞれやはり住民にとっては、非常に要望されていることなのでね、その良さ

をぜひ、情報の良さを生かして、さらにそれを住民サービスの向上につながる方向で利用してい

ただけるような形で取り組んでいただきたいというふうに思います。 

問題はですね、そのことじゃなくて、先ほども出ていました。答弁されましたが、情報格差が

あるということですね。イントラネットは加悦の方でも見れるんですが、野田川や加悦の中でも

一部の人は見れますが、野田川でも加悦でも見れない人がいるわけですね。動画が回線が遅いか

ら、コマ送りでしか見れない地域がね。この情報格差ということについては、やっぱり行政とし

てね、早急に手を打つ必要があるだろうというふうに思っていますが、この点について、野田川

町では無線ＬＡＮによる取り組みが、一番経費の安上がりではないかということで、かなり準備

がされてきて、検討もされてきましたが、これはこの予算の中で１年間で、どういう取り扱いに

なっているのか、合併でそれはもう完全にやめになっているのか、それはどうでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） お答えをいたします。 

野村議員さんご指摘のとおり、旧野田川町時代に無線ＬＡＮによる実証試験、これを行ってお

ります。いわゆるＮＴＴから２キロ以上離れますと、なかなか画面が立ち上がらないと、こうい

うようなことで、それを解消するにはどういう方法があるだろうということで、無線ＬＡＮの実

験を行ってまいりました。 

その調査結果によりますと、問題がないという調査結果が出ておるようでございます。そこで、

今年度の予算について、どうなっておるのかということでございますが、申しわけございません
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が、この実施費用につきましては、当初予算には計上いたしておりません。 

その理由といたしましては、合併が行われました。その中で、旧加悦町のＣＡＴＶについては、

そのまま引き継ぐと、そして放送範囲だとか、そういったものについては今後検討すると、こう

いう結果になっておるわけでございます。それらの検討も踏まえながら、この事業についても考

えていきたいということで、当初予算には計上いたしておりません。 

もちろん、ＣＡＴＶを拡張していくのかしていかないのか、まだ結論が出ていないわけですけ

れども、そういったことも含めまして、結論を出させていただいたらというふうに考えて、当初

予算には計上しなかったということでご理解がお願いしたいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） このＣＡＴＶを拡張するかどうかという問題とは関係なく、こういう情報格差を

是正する必要があるのではないかというふうに思うんですね。関係ないんですよ。今、インター

ネットの動画がね、使えないという、これはＣＡＴＶがあるのかないのか、町によって、関係な

いんです。そのテレビの入るところ、入らないところに、今やられてますよね。それと同じ発想

ですよね。これはする必要があると、格差なくすことは、その点はひとつ、もう一度、する必要

があると思っておられるのかどうか、１点。 

それから、この無線ＬＡＮについては、既に岩滝で大内峠との間につけられてますね。これの

状況がどうであるのかということがひとつ今実証実験の答弁していただきましたが、これが良好

であればですね、こういうことが使えるということですね。 

兵庫県では、新しい高速インターネットの実験を始めているわけですね。１台で基地局から半

径１０キロ以内カバーすると。スピードはですね、７５メガピットと。十分これで対応できるわ

けですね。半径１０キロといったら、野田川におけばもうほとんど入ると。中継すれば、加悦で

もう１基置けば加悦も全部入るでしょう、どこまでも。そういう状況に既に来ているわけですね。

野田川のときには、合併があるからということで、もうずっとこの予算は切り詰められてきたわ

けで、ようやく合併したわけですから、これがこの格差是正にですね、取り組めるだろうという

ふうに期待をしておりましたが、今、何の予算も確保されていないということなので、これにつ

いてはどういうお考えなのか、先ほどの答弁と非常に関係があると思いますが、再度お聞きしま

す。 

議  長（糸井満雄） 企画財政課長。 

企画財政課長（吉田伸吾） 情報格差ということでいきますと、３町が合併したわけでございますが、ご

指摘のように旧野田川町がそういった意味では、一番情報格差があるというふうに思っておりま

す。それは何らかの方法で解消しなければならない問題だというふうに思っております。 

ＣＡＴＶとこれとは切り離してというお考えもよくわかります。ただ、ＣＡＴＶというもので、

それを押し進めていくという話になれば、そこで光ファイバーがはれてそれらの問題も解消する

ことなんじゃないかなと。そうなると、わずかでもお金が要るわけでございますので、二重投資

になるんじゃないかなというような懸念もございました。 

そういった意味で、もう一度我々も内部でこの調査結果をもとに協議をさせていただきたいと

いうふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 
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１  番（野村生八） ケーブルテレビを使ったインターネットもですね、つながれる方が一時にふえる

と、スピードが落ちるということで、入っている方でもＡＤＳＬを導入されている方もあるわけ

ですね。現状よりもさらに容量の大きなものを引きなおさんなんということもあると思います。

今の状態がベストではないと思うんですね。どんどん情報というのは進みますから。 

そういうことを考えると、こういう無線ＬＡＮを含めたですね、格差是正というのはまた別の

問題として、今のＣＡＴＶとイントラネットのよさは継承して生かしつつ、この課題は別の課題

として新たに取り組んでいただく必要があるというふうに私は思っています。そのことを指摘し

てですね、あと何点かありますが、時間がきましたので私の質問を終わります。 

議  長（糸井満雄） ほかにありませんか。 

今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） それでは質問させていただきます。余り長くやってますとこちらの席からブーイ

ングが出ますので、手短にやりたいと思います。 

今回、嘱託職員さん、臨時職員さんも含めて２１２名あるということで資料をいただいたわけ

ですが、その中で、月給制、日給制、それから時間給というふうなわけ方がしてあるわけですが、

前回の臨時議会でも勢旗議員が３万円、４万円下がった方があるというふうな質問があったわけ

ですが、私もお話を聞きました方によりますと、月給が３万円ほど下がったというふうなことを

聞いております。そして、月給だったのが日給になってしまったというふうなこともおっしゃっ

ておったわけでございますけれども、今回、どういう基準でその月給なり日給なり、時間給を設

定されたのか。そして、どれだけの方が月給から日給制、あるいは時間制に下がったのか、教え

ていただきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 総務課長。 

総務課長（大下 修） 賃金の関係でございます。今、今田議員さんがおっしゃいました月給制の部分が

日額に変わったというふうな部分でございますが、社会教育指導員さん、それから学校給食セン

ターの調理員さん等、それから保育所の保母の方等が月給制から日給制に変わったというふうに

考えております。 

それで、これらの方々につきましては、旧町時代いろいろそういう採用の経過があって、そう

いう月給制というふうになっておったかというふうに思いますが、３町横並びで基準を決めると

いうときに、他の町では日給になっておるというふうなこと等もございまして、日給制に変更を

させていただいたということでございます。 

特に給食センターの調理員さんにつきましては、月額でも差があった職員さんがおられるよう

でございますが、保育所それから幼稚園等の給食調理員さんにつきましては、日給制でございま

したので、そちらの方にあわさせていただいたということでございます。 

それから、月給制から日給制に変わった方の人数でございますが、手元に資料がございません

が、数十名の方がそういうふうになったというふうに記憶をいたしております。正確な人数は今

資料を持ち合わせておりませんので、把握しておりません。申しわけございません。 

議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 現在、月給制の方が３７人、それから日給制が９０人、時間給の方が７６人とい

うことですが、これを改正する前ですね、合併前は月給制、日給制、時間給、それぞれ何人あっ
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たかおわかりですか。 

議  長（糸井満雄） 総務課長。 

総務課長（大下 修） 資料はその統一的にあるんでございますが、申しわけございませんが、きょうは

持ってきておりません。申しわけありません。 

議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 確かにね、合併して横並びにあわすということも一つは大事なことだろうという

ふうに思うんですが、もう一つ大事なことがあるというふうに思うんですね。それはね、旧町で

それぞれ業務内容が違ったということなんです。その業務内容も何も換算せずに、ただあそこが

こうだからここはあわす、あそこにあわすということだけで、私は数字あわせをされたに違いな

いと、わかりませんよ、だという推測をするんですか、その業務内容まで見て今の月給制なり日

給制なり、時間給を決められたのかどうか、そこをお尋ねします。 

議  長（糸井満雄） 総務課長。 

総務課長（大下 修） 職種によりまして統一をさせていただいております。 

それで、先ほど申し上げました学校給食センターでしたら、その他の給食調理員という職種で

統一をさせていただきました。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） おっしゃるように、それぞれの町のいろんな形態があって、違ったというふうに

思いますけれども、それを数あわせだとか、そうしたことではなしに、業務内容によってやはり

それに適した形をつくり、またそれに適した金額を定めたということでございます。 

ですから、例えば給食であれば嘱託という形で１年間の雇用という格好で進めておりましたけ

れども、夏休み等があったり、そういうこともございますので、やはりそうではなしに、ちゃん

と勤務する時間といいますか、その日数等によってやっていこうと、そういう中身を見た上で精

査をしたということでございます。 

議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 今、町長から答弁いただいて、業務内容も精査したというご答弁だったんですが、

私はとてもそうとは思えません。それは、３町の中で一つだけの職場といいますか、業務だった

らいいですよ、例えば給食センターだとか、保育士さんというのはいいですよ。だけど、今まで

旧町単位であった施設、それだって皆あわされとるんですよ。業務の内容も見ずに。いうことが

あります。どこだということ、言うてもいいんですけど、あとで言います。言うた方がよかった

ら言いますよ。そういう施設があります。 

町長おっしゃいましたけど、業務内容は全然取り計らいをされておらないというふうに思いま

すので、ぜひそのことは業務内容も見て、仕事の量も見て、決めていただくと。そうしなかった

ら、もうやる気がないんですね。やる気が出ないというふうに思うんですね。３万円も、４万円

も給料が下がって、今までどおり同じようにやれと言われたって、だれがやります。やはり、一

生懸命、町のために頑張ろうという思いが基本なんですよ。ですから、そのことはぜひ、業務内

容も見きわめて、もう一度検討していただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いし

ます。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 
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町  長（太田貴美） お言葉を返すようですけれども、同じ給食であっても、例えば学校の給食の準備

をする、そういう人たちとも今までも人事の異動もありましたし、それらの中身も見た上での決

めをしているというふうにご理解がいただきたいのと、給料が下がったから、もうやる気がせん

と、もう正直申し上げて、そうであるんなら、そこまで言うとこれは問題あるかもわかりません

けれども、やはりそうであっても、臨時の方、あるいは嘱託の方でも、面接をした上で入ってい

ただいて、やはり正職員と同じような気持ちで入っていただいているということでございますの

で、そのやる気が起こらんということであるなら、何ぼでもやろうという人の中から選ばれた方

たちでございますので、その方たちにしても、やはりそうしたものの中身については、やはりも

う少し前向きに考えていただきたいというふうに思います。 

不公平があるということであるなら、またあとでお聞かせいただいたら、中身の詳しいことは

わかりませんけれども、やはり今この厳しい状況の中で、職員に対しても非常に厳しいお声があ

ると同じように、同じように勤めていただいているその方たちに対しても、厳しいご批判がござ

いますので、やはりそれらをわきまえた上でお勤めいただけたらというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） やる気がないんなら、町長の言葉ははっきりもうやめてもらったらええというこ

となんですが、ただね、その人がやめて新しい方、やりたい人を新たに採用すると、その方が前

の方の業務をこなせるかというたらこなされへんのですわ、これは。その方は、積み上げて、積

み上げて、積み上げて、いろんなことを切り回しておられるんですよ。ですから、その人がやめ

られて新しい人をぽんと呼んできて、同じような仕事をやってくれなんて、それはできっこない

です。それだけは言うておきます。 

どこだとか、だれだとかいうたら、もうすぐわかりますので、これ以上は申し上げませんけれ

ども、私は課長にはまた申し上げますけれども、ぜひ仕事の内容を精査していただきたいなとい

うふうに思います。町長反論があるんかわかりませんけれども、よろしいもう。 

それから１５６ページの不燃物場の関係ですが、３９０万円地域の交付金ですね、いわゆる迷

惑料というのが挙がっておるわけですが、３施設、加悦、野田川、岩滝とそれぞれ不燃物場の施

設があるわけですが、これの地域への交付金、いわゆる迷惑料ですね、それがどうなっているか、

教えてください。 

議  長（糸井満雄） 住民環境課長。 

住民環境課長（藤原清隆） それでは１５６ページの塵芥処理施設の所在地交付金３９０万円の内訳でご

ざいます。 

まず、野田川最終処分場ということで、幾地地区の方ページ２００万円、出ております。それ

から岩滝の最終処分場ということで、ここへは１００万円、それから岩滝の最終処分場につきま

して、焼却炉がございまして、そこへは３０万円出ております。それから加悦の最終処分場につ

きましては６０万円ということで、これは滝区でございます。合計の３９０万円ということでご

ざいます。 

議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 先ほどの臨時職員さんの件は、すぱっと線を引いて見直されて、これはどうなん

でしょうかね、２００万円と６０万円、３倍以上の差があるわけですが、これは別に上げとか下
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げとか言うんじゃなし、そら上げ下げせな調整はできませんが、今後どのようにお考えですか。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） この点につきましては、それぞれの町でそれぞれの整理をした上で持ち寄ったも

のだというふうに理解しております。野田川の場合には２００万円ということですけれども、

３つの焼却場、今の不燃物捨て場を含めて３カ所同じ地域にございます。そうしたことも含めた

中で、この２００万円という金額について議会でお認めいただいて決められ方ものでございます。 

それぞれの町で決められたものをここに挙げさせていただいているということで、これはいろ

んな新しい処分場をつくったときの一つの地元との約束事で、きちっと契約と言いますか、交わ

した上でしておりますので、これ１５年間ですか、こういう金額をお支払いするという約束のも

とに執行させていただいておるものでございます。 

議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 確かに、それぞれ旧町のときに決めた額です。町長、おっしゃるように、一定期

間、３年なり５年なり、地域との約束、いわゆる契約書を交わして、そしてそれぞれの処理場を

運営していると。これは３町とも一緒なんですが、契約書が一定期限が来た場合、いずれ来るん

ですから、ずっと１０年も１５年も契約しているというわけではないですかね。その契約書が切

れるとき、新たな契約を結ぶときには、ある一定の、全く横に並べとは言いませんが、３倍も格

差があるようなことでは、一つの町になって、私はだめだというふうに思うんですが、そこをど

のようにお考えかということをお尋ねしたんです。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） それぞれの町によって契約の内容が違うと思います。期限を切って、これ以降は

全くゼロというところもありますし、いやいや未来永劫なのか、その辺のところはそれぞれの契

約の仕方によって違っているというふうに理解しております。 

１ ７ 番（今田博文） ですから切れたときはどういうことになるのか。 

町  長（太田貴美） 切れたときは、その契約に基づいて、切れてそれで終わりのところはそれで終わ

りという形に。 

１ ７ 番（今田博文） 最後まで契約しとるんでしょう、３年なり５年なりの契約でしょう。 

町  長（太田貴美） いえいえ１５年間でしたか、幾地の場合は１５年間という期限を切って、野田川

の場合には、それ以降は全くゼロと。ちょっとそこでやられずに聞いていただきたいんですけど

も、ですから最初に言いましたように、それぞれの町の契約形態が、中身が違うんで、それを一

概にすぱっということにはなかなかならないという点でご理解をいただきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 今こっちから不規則発言の中で、私は耳にしたんですが、野田川は１５年ですか、

最終まで契約していると、ですからそれは再契約はないんだということなんですが。加悦と岩滝

は何年ごとなんですね、加悦は恐らく３年だったというふうに思うんですが、記憶がちょっとあ

れですが、岩滝は何年か知りません。不燃物場が使用できる間に再契約というのがあるわけです

から、そのときに迷惑料を見直す、一つの町になったんですから、ある一定、横並び形式にする

というふうなお考えはあるんですか。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 
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町  長（太田貴美） これは町との契約になっているのかもわかりませんし、地区との契約になってい

るのかもわかりませんし、旧町と地域との契約になっているのかわかりませんし、それぞれが、

形態が違うと思います。一旦見直す時期が来たときには、やはりその地域とお話をさせていただ

くということは必要かと思います。新たな契約を結ぶためのそうした、どうするかということに

ついては、十分協議をした上で決めさせていただきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） それからちょっと戻りますけれども、それぞれの庁舎の関係で、細かいことにな

って大変申しわけない、先ほど大きな話をしとって申しわけないんですが。岩滝庁舎、喫煙所の

装置ですね、装置の借り上げ料が１５万９，０００円、それから点検委託料が１６万

８，０００円挙がっています。加悦庁舎にもそういう喫煙所の煙を吸い込む装置だろうというふ

うに思うんですが、そういう装置がありながら、借り上げ料も委託料も上がってないわけですが、

岩滝庁舎だけ、なぜ借り上げ料なり点検委託料が必要なんでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 総務課長。 

総務課長（大下 修） 今の喫煙所装置の借り上げ料と、それから保守でございますが、当町の場合は、

ここに書いてありますように、リース契約で行っております。今、ちょっと加悦庁舎の件をお聞

きしますと、買い上げたということでございますので、そこの部分が入ってないというふうに思

います。当町の場合は、知遊館にもございますが、知遊館の方も借り上げということでリース契

約で見させていただいております。 

１ ７ 番（今田博文） どうして点検がいるのか。 

総務課長（大下 修） それは保守点検で、フィルターの交換とかそういうものを保守の方に組んでおり

ます。 

それからもう１点、先ほどの臨時さんの件なんですけども、３月２７日の資料ですけども、月

給制で支払いをしていた臨時さんの人数は５０名でございます。 

議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 何か今聞いたら、フィルターを変えんなんいう話ですが、変えんなんですか、加

悦も。 

議  長（糸井満雄） 加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（和田 茂） お答えをいたしたいというふうに思います。 

加悦庁舎の方にも、１台、この喫煙機と言いますか、機械が入っております。これは先ほど総

務課長が申し上げましたように、買い取りということでリースにはなっておりません。それと掃

除が必要なわけですけども、定期的に職員がほこりですとか、そういったものは機械を外しまし

て掃除はいたしておりますけども。必要なフィルターの交換が必要だということは伺っておりま

す。しかし、旧加悦町時代に購入させていただいて、旧加悦町のときには、メンテナンスの委託

契約はしないということできてましたので、それを踏襲した形に、現在のところはなっていると

いうことでございます。 

議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） やればできるですよ、わずかな１６万８，０００円ですが、こういうことの積み

重ねが無駄を生んでいると、こういうことになるんだろうというふうに思うんですね。ですから、
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この議会でも、きょうまでずっと議論がありましたが、できることはやると、実際にやれてる庁

舎があるんですから、それはぜひ、良いところはまねる、この精神でやってください。 

議  長（糸井満雄） 加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（和田 茂） ちょっと説明というか、言葉足らずなんですけども、本来はフィルター

を交換した方がいいことに間違いはないんです。ですから効果まで言われますと、定期的にフィ

ルターを取り替えてメンテをした方が効果は、当然、そちらの方がいいんではないかなというこ

とで、その点だけはご理解をいただきたいというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 加悦庁舎が建ってから１４年でしたか、１５、１６、１７、１８年になるんで、

３年以上使ってるんですから、一定、期間は大丈夫だという証明ができてるわけですね。 

それから９８ページ、災害見舞金１０万円計上してあるわけですが、実際に災害が起きると、

とても、この１０万円では足りない、もちろん頭出しやというふうに思うんですが。旧町の場合

でも、台風２３号によりまして、大変な被災を受けられた方がありました。そして、町からもお

見舞いをする、京都府からもお見舞いをいただく、そして赤十字からもいただきました。被災者

の方に聞きますと、こんな、もらえる思っとらなんだで、大変ありがたいというふうな声も、私

も聞かせていただいております。旧町時代は見舞金の基準というのがこうだというふうにぴちっ

と線引きができてなかったというふうに思うわけですが、今回の災害見舞金については、線引き

というのができてるんでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

確かに旧野田川町、あるいは旧岩滝町では、このちゃんとした基準はなかっただろうというふ

うに思っております。ところが旧岩滝町におきましては、一定そこのところは整備をされており

ました。従いまして、今回、与謝野町が、この災害見舞金の基準を設けましたのは、旧岩滝町の

例によりまして、基準を設けております。火災の場合ですと、全焼、７０％以上いう場合に

１０万円を支給するということでございます。また、半焼ということで２０％以上７０％未満の

被害につきましては５万円を給付をするということでございます。それから災害につきましては、

全壊の場合、これは７０％以上ということでございますが、これも火災と同様に１０万円という

ことでございます。それから半壊につきましても、２０％から７０％未満の被害で５万円という

ことでございます。それから床上浸水につきましては、３万円を給付するということで基準を設

けております。 

１ ７ 番（今田博文） 終わります。 

議  長（糸井満雄） ほかに、井田議員。 

９  番（井田義之） それでは２、３質問をさせていただきます。 

まず最初に、これは保健課になるんですか、野田川町ではなかった父子福祉、母子福祉の父子

ですけど、父子福祉の分が９８ページ、１２８ページに出とるわけですけれども。特に９８ペー

ジについては、母子、父子のあれとして２，０００万円出ておるのが、母子分が１，９４５円と

いうことで、父子の分が、これ残っておるんかいなというような感じを受けるんですが。今現状

で、与謝野町で母子の方が何人ぐらい、父子の方が何戸ぐらいというようなことが、もしわかれ
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ば、その現状をお願いします。それとついでにどういうサービスを父子家庭にされるのか、それ

もお願いします。 

議  長（糸井満雄） 保健課長。 

保健課長（和田 茂） 井田議員のご質問にお答えしたいというように思います。 

現在、母子・父子の医療制度というので、母子分につきましては、この合併協議の中で、新た

に制度として制度化されたものであります。対象人数といたしましては、現在６８３名の方が母

子、父子の方が７０名ということで、金額的には、この母子の方が、この扶助費の１，９４５万

円のうち１，７８０万円が母子の分でございまして、父子の分につきましては１６５万円という

ことになってございます。 

もう１点のご質問で、この制度はどういったものかというご質問ですけれども。母子の関係に

ついては、１８歳までの子どもを養育するお母さん及び２０歳までの在学中の子どもさんという

ことになってございました。これは合併協議の中でご協議をいただきまして、同じように１８歳

までの子どもを要する父子及び２０歳までの在学中の子を養育する母子及び父子ということにな

っておりまして、今まで端的に申し上げますと、父子の方で２０歳までの在学中の子どもを養育

された方については、お父さんも子どもさんもこの制度に乗るということでございます。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 従来、父子の方については、所得の関係等があったと思うんですけれども、所得

には関係なしにということでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 保健課長。 

保健課長（佐賀義之） 制度的には、今対象の方でありますと、所得等については、特に関係ございませ

ん。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） わかりました。 

次に、これは福祉課長に質問させていただきます。 

最近、家庭内不和というのか、家庭のトラブルから殺人等、いろいろな事件が常に報道されて

おります。旧野田川町のときに、そういう児童福祉法の改正により、虐待とか非行等については、

従来、児童相談所であったものが自治体の窓口でということになって、野田川町の場合には、幸

いにまだ相談はありませんという返事でございました。今、各地区でそれぞれでそういう受け皿

づくりに、それぞれの区域で一生懸命になっておられますが、その中では、やはり相談があるこ

ともあるように聞いております。 

与謝野町の中で、これは法によって決められたわけですから、１６年度に法が改正され、

１７年度に設置されたわけですから、自治体としての受け皿づくりが必要だということになって

おります。与謝野町の福祉課として、どういうような対応をされようとされておるのか、お伺い

いたします。 

議  長（糸井満雄） 福祉課長。 

福祉課長（岡田康利） お答えをいたします。 

いろんな家庭のそういった問題につきましては、やはりそういった部分に一番かかわりを持っ

てくるのは保健師であるというように考えております。そういった中で、旧野田川町では、福祉
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課の中に、保健師も全部を網羅しておるというような職員体制でございました。そころが与謝野

町になりまして、野田川町で言えば、それが分かれたということでございますし、従いまして、

保健課とその部分については、十分、連携を取らなければならないということにはなりますけれ

ども、まだそこまでの協議、体制づくりはできていないのが現状でございます。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） わかりました、現課と十分相談をしながら、旧野田川町のときに申し上げました

けれども、そういう体制ができたら、つくらなければなりませんし、体制ができましたら、一日

も早く広報をしていただいて、子どもの安全とかいう問題は、いろんな意味で取り組まれており

ます。ところが不登校の問題についても、家庭の中に問題があると。それからいろんな事情を先

ほど申し上げましたが、事情についても、いろいろ家庭内不和の問題がある。そこで、いわゆる

児童福祉法では駆け込み寺的なものをつくれと。それで我々が対応いたしましても、いわゆる個

人情報保護法で何も対応できないという壁があるわけですね。だけどそれの壁にこだわっとって

もてきませんので、それぞれの地区で頑張っていただいておると思いますけれども。やはりこれ

は行政として取り組まなければならないということが法によって決められておるわけですから、

与謝野町として一日も早く立ち上げていただきたいということをお願いをしておきます。 

そこでもう１点お尋ねさせていただきます。 

これは町長にお願いをいたします。 

過日、６月１２日の本会議のときに、広域ごみ処理の問題で伊藤議員が契約のでやられました。

それの関連というような格好で、私もちょこちょこっと言わせていただきました。それがしり切

れトンボになっておりましたので、その続きをお願いしたいというふうに思います。 

宮津市の問題であるということが、基本的にはそうなんですけれども、同時に与謝野町の問題

であると、与謝野町の町民が困る可能性もあるということを、私は過日申し上げさせていただき

ました。今、町長に質問をしますのは、いわゆる当初から町長はかかわっていただいております

ので、課長の方ではわかりにくいだろうということで、町長に答弁をお願いしたいわけですが。 

今言いましたように、町長はすべての経過も、過去の経過も、それから現状もご存じだろうと。

我々は知らないことがいっぱいあると、だから議員として、やはり知らなければならないとこに

ついては、幾らかは知っておきたいということでありますし、いろんな宮津市への迷惑というの

か、いろんなこともあろうと思いますので、答弁が、もししにくい部分は避けていただいて結構

かというふうに、前段、お願いをいたしておきます。 

この間、一般質問のときに上山議員が質問されまして、宮津市との最近のやりとり、５月

１１日に質問状を出して、５月２４日に宮津市から返ってきたということは、答弁をされました

ので、その内容については、もうわかっておると思いますので、その分は外して先に進ませてい

ただきます。 

ところが、その中で、いろいろと疑問に思いますのは、地元との交渉を来年３月２７日ですか、

これに向かって、地元との交渉を進めていきたいと考えておりますというのが、宮津の答弁市で

す、考えておきたいと、努力もされるんでしょうけれども。ところが以前に協定を結んで、

１３年に宮津市に世話になったわけですが、この宮津市に世話になるまでに、野田川町議会では

１１年の議会議員５２２万６，０００円という金額が出てきました。それから丸々２年かかって、
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じゃあ宮津市に世話になるかという長い経過があったということを、まず念頭に置いていただけ

たらというふうに思いますが、その１３年１０月から世話になりますのに、７月２７日に宮津市

と協定を交わしております。この協定は、それぞれの旧３町の議会に配られました。この協定の

中で第４条で、清掃工場の設置に同意する、設置期限については現施設の建設に係る協定書に定

める、平成１９年３月２７日までにするということで、これはこの間も、伊藤議員の３月２７日

で大丈夫かいなという、そういうことがはっきりと出ております。 

それから、それを我々議会が認めました。その議会で認めるときに、私は先日も野田川町の議

会では、認める条件として決議文を出したはずですということを言いました。この決議文につき

ましては、德田市長と太田町長あてに出させていただきました。その決議文の内容ですけれども、

一番最後に、あわせて地域住民のごみ処理が一日も停滞することのないよう関係者に強く要望す

る。以上、決議する。平成１３年３月２９日。宮津市長 德田敏夫様、野田川町長 太田貴美様。

野田川町議会ということで出させていただきました。 

と言いますのは、先ほど読み上げました協定書の第４条からいきますと、施設の設置について、

１９年３月２７日までということが、はっきりと明言されておりますし、またその後、継続され

るであろうという、継続をにおわすような文言は一切入っておりませんでした。野田川町議会で

は、大変な心配になりました、だからこういう決議文を出させていただきました。 

そこでまず、一番最初にお尋ねしたいのは、その後、町長が直接やられたのか、助役にやらせ

られたのか、担当課長にやらせられたかわかりませんけれども、来年の３月２７日以降のことを、

宮津市と交渉された経過があるかないか、まず最初にお尋ねいたします。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 記憶が定かではないんですけれども、私自身が宮津市に出かけて行ってというこ

とは記憶にありませんし、なかったと思いますけれども。助役、あるいは担当者同士の話を、ま

ずするというところで、助役であったか、当時の担当課長であったか、事務局レベルでの、いろ

んな中身についてもわからない部分があるんで、それらについて、どういう内容なのか、ホルモ

ンでしたか、基金を積み上げる、そうした中身についても、もう一度調べるようにという指示は

したことはあるかと思いますけれども、直接の、その後は交渉はしておりません。 

この間の一般質問の中でもお答えしましたけれども、今新たな市長が決まろうとしております

ので、やはりそうした、こちらも与謝野町という新しい町になりましたので、今後については、

やはり早急にお互いに伊根も含めてになろうかと思いますが、やはりどうするのかということに

ついては、真剣に協議をしていかなければならないというふうに思っておりますし、その中には、

当然、京都府も入っていただくような形で、ごみの処理についての問題について、方向性を明ら

かにしていくようなことをさせていただきたいというふうに、やるべきだというふうに考えてお

ります。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 済みません、町長、もう１点。５年間の契約書が、宮津市で覚書を交わされたり、

協定書が交わされて、地元と。それを我々は見せてもろて、その中で５年間ということを危惧し

ながら、議会でも同意をしたということなんですが。５年間という期限を、その当時のことなん

ですけれども、思い出して、５年後も使えると、５年後も使用できるんだと。と言いますのは、
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当時、結局、伊藤議員も言われましたけれども、京都府が平成２７年か２８年には広域ごみ処理

計画ということで、１市１０町やるんだと、その前提として宮津市でとりあえずやれということ

だったと思います。ということは、平成２７年か２８年までは宮津市を使わなければならないと

いう前提にありながら、５年間ということの約束だけで、先ほど、野田川町の最終処分場は

１５年というような契約しました。当然、１５年ぐらいの契約ができてしかるべき、３０億円も

金かけて。ところが５年契約で宮津市も判こを押し、我々も全員を同意をしてきたわけですね。

それで、そのときに宮津市との話、５年以降の話が、助役が先頭に立ってやっておられたと思う

んですけれども、町長の覚えの中で、そういう話も宮津市とされた経過があるかどうか、その辺

ちょっと思い起こせたら、思い起こしていただけたらありがたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） ５年後にことについては、その中では話はしてないというふうに思います。とい

うのは、あのとき確か出納閉鎖までに、負担金を払わなけゃならないのを、まだ地元とは話がで

きてないから待ってくれ、待ってくれ、待ってくれということで、再三こちらからも、ほかの町

もあわせて要求しましたけれども、それすらできないような状況で、取り合えずの５年というよ

うな形で、これが実現したんだというふうに思いますし、そのときには、とても５年先の話なん

かは、恐らくしてなかったというふうに思います。そういう意味では、整理のつかないまま、見

切り発車と言いますか、そういうことがあったと、だからいろんな疑義が今生まれてるんではな

いかなと、地元との、とりあえずの判を押してもらうためのことであったのではないかと、これ

は推測でしかないですし、この間の文書で問い合わせても、我々と交わした三つの契約以外には

何もないと言い切りがございましたので、その辺のところについては、我々ではわからないとい

うのが現実でございます。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 先ほど言いました協定書のほかに確約書がありまして、その確約書で地元に協力

金３，０００万円払うという項目があるわけです。それでこの項目には期限は入っておりません。

だから地元としては、これは５年間だと、５年間で３，０００万円もらう、それからホルモン対

策で６，０００万円、基金として積み立ててもろて、もし何かあったときには地元へ入れてもら

うというのが確約書です。だからこれから見ると、完全に５年間ということなんですが、今後、

継続できる可能性もある。継続するときには、恐らくまた協力金が出てくるんかなというふうに

思うわけですけれども、きょうまでのこういう現状の中で、町長の考え方、思っとられる受け取

り方、今の現実の、もし答えにくかった答えていただかなくても、さっきも言いましたように結

構ですけど、３，０００万円プラス、今後使うとすればというのは、５年間で３，０００万円で

すから、１５年間いうたら、という可能性もあるわけです。その辺の町長の感触をお聞かせいた

だきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 感触も何も、全然そんなことは、正直なところ思いも寄らないところでございま

して、不確定な中身をお話しするわけにはいきませんので、それらも含めまして、やはり早急に

話をしていきたいというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 
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９  番（井田義之） ということをお尋ねいたしましてのは、今の町長の答弁でよくわかりましたけれ

ども。要は、私は前回も言いましたように、もし使えなくなったとしたときに、与謝野町の町民

が、もうその日から困るわけですね。だから何が何でも宮津市に解決をしていただかなければな

らないと。そのときに、私は金の話が出てくるん違うかなというのを危惧しております。それで

伊藤議員がずっと前から言うておられる密約、密約、裏取引、これはさっき町長も言われました

けども。裏取引っで何をするかと言いましたら、金の約束しかありません。何々をしたろと言う

ても金です、協力金を払うででも金です。金の密約がある可能性というのは十分にあります。私

がうわさで聞いておりますのに、３項目の裏というのかどういうのかわかりませんけれども、あ

るんやないかというふうに、私自身は聞いております。恐らく知っておられる議員さんもいっぱ

いおいでると思います。宮津市では監査請求も出されました、１億５，０００万円という金額を

払うてもええんかという監査請求を出されました、当然、私は知っておられるのだというふうに

思っております。 

そこで、そういう前提のもとに、宮津市にお願いするわけですね。というのは、裏取引の内容

ですけれども、先ほど言いました、波路は何も無理なことは言っておりません。というのは、第

４条の約束事さえ守れたら、１９年３月２７日までが、燃やし期限でなしに設置期限です。この

約束さえ守れたら、波路は何も言うてこないんじゃないかなというのが、私が聞いた範囲のこと

です。だからこれを延長するときには、うわさに出ております、これがどうなるのかということ

が、起こってくる可能性があるんやないかなという危惧を私自身はしております。 

そこで町長に最後にお尋ねをいたしますけれども、この問題について、宮津市とのキャッチボ

ールだけで、宮津市にすべてを任されておかれるのかどうか。この問題を、私、質問する前に大

分悩みました。と言いますのは、もう黙っておれば解決できるという、私にアドバイスをくれる

方もありました。だけどそれでは解決できんというアドバイスをくれる人もありました。私自身

がこの質問をするのは、大変迷いました。迷いましたけれども、よい方向に行けば結構なんです、

それは。もし悪い方向に行きそうなことがあったときにどうするかということの、今後の検討材

料ではないかなと、町長がどういう、どこまで知っておられて、我々もどこまで知っておかなけ

ればならないのかなというような意味で質問をさせていただいたわけですけれども。先ほど言い

ましたように、今後、町長は宮津市、従来に宮津市にすべてを任されている、それで解決をして

いただいている、それで今のような状態が起きてきたという前提もありますし、今後、どういう

対処をされようとされておるのか、最後にちょっと町長の判断をお聞かせ願えたらありがたいと

思います。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 先ほどから申し上げておりますように、事実がどうなるかということ自身、私自

身も知らないというのが現実ですし、議員、以上に知っているだろうとおっしゃいますけど、あ

そこに書いてある以上のことは、ほとんど知らないというのが現況でございます。ですから、や

はり今後どうなるのかは、やはりお互いに、それぞれの市と町ですから、伊根も含めて、やはり

その辺は真剣に話をさせていただいて、その中には、先ほど言われました２７年、２８年という、

府の指導もありましたので、やはりそこにも責任を持ってもらった上で、話を進めていくという

のが、基本ではないかなと思います。その中でいろいろな問題があれば、当然、議会との相談も
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あるでしょうし、またどういった方向をとっていくかということについては、いろんな場面での

ご相談をさせていただくこともあるかと思いますが、やはりまずはそこまでのお約束しか、今の

状況の中では申し上げることはできないというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） わかりました、とりあえず大変なことが起きないように、まだ、次の２９日には

人事等の案件も出て、助役さんもできるだろうと思いますし、そういう中で、これから与謝野町

の町民がごみ問題で困らないように、全力を投入していただきながら、頑張っていただけたらあ

りがたいなということをお願いしまして、私の質問を終わらせていただきます。 

議  長（糸井満雄） ほかに、今の項目で質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（糸井満雄） 質疑なしと認めまして、これで議会費、総務費、民生費、衛生費の質疑を打ち切

ります。 

ここで３時まで休憩します。 

暫時休憩します。 

（休憩 午後 ２時４５分） 

（再開 午後 ３時００分） 

議  長（糸井満雄） 休憩を閉じ、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

その前に保健課長の方から井田議員の質問に対しての回答が再度ございますので、許可をいた

します。 

保健課長。 

保健課長（佐賀義之） 先ほど井田議員さんの方から母子・父子の医療についてご質問を受けました。そ

の中で所得制限の関係なんですけども、特に父子につきましては単費だということで、所得制限

が先ほどはございませんという答弁をさせていただいたわけなんですが。これにつきましても、

京都府の母子の制度、京都府の制度なんですが、それに準ずるということになってございます。

従いまして、この父子につきましても所得制限がございます。 

例を申し上げますと、子どもさんとお父さんとお二人の場合については、収入額ではなしに所

得額で６４６万５，０００円以上の所得がある場合については対象にならないということで、そ

の人数によって、若干範囲が違うわけなんですが、母子と同じように所得制限があるということ

で、訂正させていただきます。どうも申しわけございませんでした。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 先ほどの井田議員さんのご質問で、今休憩時間、いろいろと思い出しておりまし

た。当時、確かに多額の金額をみんなで分担して一つのそういう焼却施設をつくるという、つく

るのと同じことなんで、それについては、やはり５年ということではなしに、今後についても、

ずっと続けて受け入れていただけるというふうに理解をし、議決をいただいたというふうに思っ

ております。その辺を訂正させていただきます。 

議  長（糸井満雄） それでは、続いて労働費、農林水産業費、商工費、土木費についての質疑を行い

ます。 

予算書のページは１６１ページから２３８ページです。 
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質問をお受けいたします。 

上山議員。 

３  番（上山光正） それでは質問させていただきます。 

まず２０２ページの節の１９、負補交ですね。この観光イベントについてお尋ねするわけです

が、ヒマワリ、あるいは温泉まつり、この予算は、ただ単に旧３町のイベントに係る実行委員会

に負担金と補助金を計上したものなのかということ。そして与謝野町の新しい観光イベントとし

ての位置づけたものであるのか。であれば、どういうような斬新な内容か、その中身を伺ってお

きたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。 

初めに、このイベントにかかります事業費の内訳でございますが、両方あわせまして７９５万

円ということで計上させていただいておりますけれども、２０２ページにかかります負補交につ

きましては、先ほどもご指摘のございましたように、「ひまわり１５万本」事業に対するイベン

ト負担金として１００万円、そして温泉まつりに対する補助金、負補交として４００万円という

ことでございますけれども、１ページに戻っていただきまして、ヒマワリの部分につきましては、

町が独自にヒマワリの種代としまして３０万円、これ消耗品の中に含まれております。それから

ヒマワリ畑を管理運営していただく、播種から開花までの間の維持管理として８２万

４，０００円、そして４．６ヘクタールの土地の使用料としまして１８２万６，０００円という

金額も含めた１００万円ということで、４００万円の金額がヒマワリにかかりますイベント費用

としてご理解をいただきたいというふうに思いますし、温泉まつりにつきましては、すべて含め

て４００万円が事業費ということでございます。 

次に、この二つのイベントをどのように位置づけているかということでございますが、もちろ

ん観光ということで組ましていただいておりますので、このヒマワリは旧野田川町時代、今年

８年目に当たるわけでございますが、当社のスタートは、野田川町には観光振興ビジョンという

ものがございまして、それに基づいていろんな取り組みをしていこうという中で、テーマが織物

と農業の体験タウンということで打ち出しをしておりまして、そういった中で休耕田を使った中

で、集団でヒマワリをやりたいというような話が農家団体の方からございまして、第１回目はあ

くまでも休耕田のための施策ということで、油をとったり何か特産品ができないかというような

ことで取り組まれわけですが、その取り組みの中でも非常にコストが高いというところで、せっ

かく４．６ヘクタールの圃場がヒマワリで埋まるということでざいますので、何かこれをきっか

けに交流人口をふやせないかというようなことに端を発しまして、現在に至っているということ

でございます。 

既に本年度につきましても、予算を認めていただくのが先でございますけれども、暫定予算の

中で、既にポスター、チラシにつきましては作成させていただきまして、広くＰＲをしていると

ころでございまして、あくまでも交流人口をふやしていき、与謝野町内の良さを知っていただく

ための仕掛けというようなことでございますし、あわせまして地域の農家団体が、そこでいろん

な取り組みをされて、ビジネスチャンスをつかんでいただくというような施策を考えております。

さらには、今年度より新町、与謝野町が誕生いたしましたので、旧野田川町の範囲にとどまらず、
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岩滝町、加悦町さんの中にも声をかけまして、いろんな会場でのイベント期間中に特産品等の販

売にも積極的に取り組んでいただきますように、商工会を通じまして、現在、募集をかけている

ところでございます。 

次に、温泉まつりでございますが、これも歴史がありまして、クアハウスを中心とした祭りに

はなっておりますけれども、私としましては、この温泉まつりと銘は打ってありますけれども、

ある意味では産業祭というようなものになるんじゃないかなという位置づけをしておりまして、

この新町、与謝野町におきましては、やはり一体化を図るということで、単なる旧岩滝町の温泉

まつりにとどめず、本年度につきましては、先ほど言いました旧２町と一緒になって、産業祭的

なところで、いろんな地域で生まれてきてます産業を、会場に、一堂に会しまして、地域の皆様

に見ていただくというような中で、一体化を図っていき、産業の活性化につなげていく意味で取

り組んでいけたら、主たるところ、温泉まつりと銘は、今年、打ちますけれども、２年、３年先

にいきましたら、そういううような形で、このイベントが一つの形が整っていけばなというよう

な形で、今年度より取り組みたいなということで、現在、企画中でございます。 

以上でございます。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） ヒマワリの件ですがね、これ８年で４．６ヘクタールと、今お聞きしたわけです

が。これについては、私も一度参加をさせてもらって、いろいろとずっと見学をさせなもらった

んですが。もう一つ、何かインパクトに欠けた部分があったように感じるわけですが、この辺も

また今後、いろいろと研究がお願いしたいと思いますし、それから岩滝、私が住んどる町ですが、

温泉まつりの件ですが、今、課の方は産業まつりの一環としてということで、旧町におきまして

もそういった位置づけで行われておったんですが。 

ただ内容的に、非常にイベントの中で出されている商店の品物が高かったわけですよね。それ

で日ごろ、この商店のご愛顧という意味も含めて、できるならば通常の料金よりも安いもので、

皆さんに振る舞っていただければ、またこの産業祭、つまり温泉まつりも大きく飛躍するんじゃ

ないかなと思うわけですが、小売現価より高いというような内容もありますので、この辺も、今

年度は特に考えていただきたいなというふうに思います。 

そこで次に移りますけれども、２２４ページの除雪対策事業のうち、与謝野町の除雪作業、こ

れも今お尋ねしたとおり、旧町のときと同じ内容で除雪会議、あるいは要望を受けて行われるの

か、この点をお尋ねしておきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） 旧岩滝町におきましては、町が小さかったということで、各区長さん、それから

学校関係者等、集まっていただきましたが、新与謝野町となりました関係もありますから、今ま

でと同じような形というのは少し難しいのかなと。ただそういった何らかの形というものは、ち

ょっと考えていく必要があろうかなというふうに思っております。よって、旧岩滝町の部分を、

そのまま拡大でという考えは持っておりません。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） この除雪会議には、旧町時代から区長さんであるとか、いろんな町の役員さん方

が一堂に会して、今年度の除雪はどういう方向で進めていこうというような会議が進められるわ
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けですけれども。それは表面だけであって、やはり日ごろから区の代表さん、区長さんや、それ

から雪を積み上げていく場所等については、やはり慎重に協議をしていただいて、そして雪が降

る前に、今年度はここに雪の山を置くんですよというようなことを、前もって、やはり住民さん

にお伝えを願わなければ、また雪が降ったときに大きい固まりを持ってくるだとか、いろんな弊

害もおき、またフェンス、それからガードレール、皆、壊していっているわけですね。これはも

う今後は、除雪業者に持たしたらどうですか、私は提案します、これは、どうです、課長さん。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） 除雪に伴います施設の破損等につきましては、基本的には業者でございます、現

在も。ただ、雪がようけ降ったり、凍結となってきますと、できるだけ住民さんの方から、もっ

と路面に雪が残っとる、地切れとかいうような話がありまして、マンフォールや清水弁のとこを

ひっかけたり、もっと幅を広げよと言われて、側溝の溝ふたをひっかけたりと、業者さんだけに

ちょっと言えない部分は町が持っておる部分がありますが、基本的には業者でございます。 

それから、今後の大雪等の関係で、捨てる場所等の確保について、事前に協議という部分はご

ざいました、そういった点につきましても、広い町になりまして、どの程度の、今後の進めてい

ける部分があるのか、また地元の区長さんとも協議をさせていただきまして、そういったところ

についても、検討していきたいというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） 質問を変えます。 

ページ、２３５の住宅管理費に関連してお伺いいたしますが。この昭和４６年以前に、既に建

築をされておりました住宅が、この与謝野町に何戸ぐらいあるのか、まず伺っておきたいと思い

ます。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） 町営住宅にかかります部分は、旧岩滝町部分について、古い木造は０戸、それか

ら旧野田川町部分におきまして、うち古い木造部分は８４戸、それから旧加悦町部分の古い木造

は３０戸でございます。なお、現在の総数は３５３戸で、うち１１４戸が古い木造という戸数で

ございます。 

以上です。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） ただいま古い住宅が、この与謝野町に１１４戸あるとお聞きしたわけですけれど

も、これを新しく建築をするとなると、私の頼りない試算ですが、１９億から２０億円、こんな

大きな大枚を要するわけですけれども、今後の住宅建て直し計画とは別に、この古い住宅は耐震

調査もされてませんし、非常に不安定な住宅であるわけですけれども、安心、安全を担保できる

施策ですね、また建築までのその間の保証は、どういったことをされるか、町長にお伺いいたし

ます。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 非常にこういう状況の中で難しい状況だというふうに思っております。これから

の住宅の施策全般を見直す中で、それらも含めて考えてまいりたいというふうに思います。耐震

の問題等もあるでしょうし、今後の古い建物について、今のところどういうふうに実際に建て替
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えていくのか、どうするのかということも含めて、もう一度、３町のいろんな施策を見直すとい

うことが必要じゃないかというふうに思っております。今すぐにということには、なかなか手が

つけられない問題ではないかと思っております。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） なかなか財源も伴いますことで、非常に難しい問題ではありますけれども。しか

し、そこに現実に住まわっておられるわけですから、そういった方が安心して住居として利用で

きる、その間の、新しいところができるまでの間、どういうような保証というまでもいかんです

けれども、何かがないかなと思うんですが、こういったことは考えておられませんか、何か。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） とりわけ町営住宅と言いますのは、住む場所に困窮している方に対しての、そう

いう住宅の提供ということになってます。確かに古いということで、安心、安全からいくと、十

分ではないというふうには認識しておりますけれども、おのおのの、ここにお住みになっている

方の住民の皆さんの中にも、そういう状況であっても、我が家ということで、お住みになってい

る状況がございますので、それを同じようにというか、それ以上にということについては、今の

段階ではなかなか難しい、困難だと言わざるを得ないというふうに思います。新しい住宅を建て

ていくとか、そうした計画をもっての話の中であれば、そこへ移っていただくような手だてとい

うことはできると思いますけれども、もう一度、今でも町営住宅ではないですけれども、町の所

有しています、そういう分譲宅地も、まだたくさんございますし、それらのことも含めて、今後

考えていく必要があろうかと思っております。 

議  長（糸井満雄） 上山議員。 

３  番（上山光正） そうして、分譲住宅は分譲住宅ですけれども、やはり何らかの方法で、今住居に

住んでおられる皆さんの安全ができるだけ保てるように、何らかの形を考えてやっていただきた

いと思います。 

質問を終わります。 

議  長（糸井満雄） ほかにありませんか。 

小林議員。 

５  番（小林庸夫） １９６ページの商工観光費の方をお尋ねしたいと思います、太田課長、よろしく

お願いします。 

織物振興対策事業という形で、１１５万円の予算で計画していただいておるようなございます

が、具体的にどういうような思いでいらっしゃいますのか、ちょっとお聞かせいただきたいと思

います。 

議  長（糸井満雄） 商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えします。 

１９６ページの織物振興対策事業にかかります事業費１１５万８，０００円でございますけれ

ども、ご指摘の織物振興につきましては、この部分ではなくて、全体的に包含されているという

ことを、まずもって申し上げておきたいと思いますが、ここの部分で、私どもが一応もくろんで

おりますことにつきましては、織物にかかります、着物になれ親しんでいただく事業、そして染

色技術につきましての育成、さらには織物技術ですが、これは利器織機あわせて、手織りも含め
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てでございますけれども、その三つのメニューをもって報償費、講師謝金でございますけども、

先生方をお願いいたしまして、ここでいろいろと教室等を行っていきたいというものでございま

す。 

ご承知のとおり、与謝野町は織物技能訓練センター、旧野田川にもありますし、加悦町には染

色センターがございますので、両方を活用した中で、有効に事業を進めていきたいというふうに

思ってますし、さらには１９節の負補交でございますけれども、ここに書いておりますちりめん

関連産業総合振興連絡協議会を挙げておりますが、これは本年度より２市２町の組織ということ

で、９月を目途に設立を計画しておりまして、従来ですと丹後起業対策、機業の対策という括り

でございましたけれども、今回は丹後ちりめん関連産業ということで、単なる機業という括りで

はなくて、ちりめん関連にかかる産業全体を見据えた中で、連絡会議をしながら活性化を図って

いこうという組織の中に、もちろん与謝野町も加盟をいたしまして、取り組んでいきたいという

ことでございますし、さらには全国和装産地の市町村協議会、これは名前のごとく、全国にあり

ます和装産地の市町村連絡会ということで、この中でいろいろと情報交換をやっていくという中

で、織物振興対策ということで進めたいというものでございます。 

議  長（糸井満雄） 小林議員。 

５  番（小林庸夫） 大分、どういうんですか、織物業は低下したと言いながらも、この与謝野町の中

に占める織物業のウエートというのは、まだまだ大きなウエートを占めておると思っております。

非常に環境は厳しい中でございますが、今、課長が申されましたように、機業そのものでなしに、

やはりこれは日本の文化を、いま一度振り起こしてまう、そういったことが復活しないことには、

なかなかこういった和というものについての関心も持ってもらうことも難しいんじゃないかと、

このように思っております。 

そういった中で、ぜひこういった地場産業という、いわゆる機業立地ということを、私たち若

い時分から耳にいたしておる中にありまして、何としてでもやっぱりよそにはない、こういった

織物業の産地、こういった技術というのが、他府県でも織物業もございますけれども、まだまだ

丹後は、その中でも健闘していると思っております。そういう中でぜひ頑張っていただきたいと

思っておるようなことでございます。 

そういったことに関連しまして、野田川駅、いわゆる織物産地であるだとか、あるいは大江山

であるだとか、そういった広告塔いうんですか、看板というんですか、何一つないようなことで

ございます。ＫＴＲも非常に利用者も少ないわけでございますけども、若い方々の通学路線にも

なってますし、また他地区からそれは道路も整備されてきておりまして、道路でお見えになるお

客さんも多いんでございますが、特急もとまる駅でございますし、何とか丹後ちりめんという文

字が、プラットホームからも見えるような、そしてまた新しく与謝野町という町になったこうい

う機会に、古くから先輩というんですか、与謝野鉄幹、晶子さんのまつわる町でもございますの

で、ぜひこういった地域起こしという意味での商工関係のお力沿いをお願いしたいと、このよう

に思っております。よろしくお願いしたいと思いますが、その辺のこと、お考えをお聞きしたい

と思います。 

議  長（糸井満雄） 商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。 
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私も旧野田川町で商工観光と言いますか、観光振興の立場におりまして、旧野田川におきまし

ても、やはり野田川駅が非常に気になっておりました。織物にとらわれず、広い範囲で野田川駅

というものにつきましては、ＰＲの拠点として位置づけたいなということで、とりあえずはご承

知かと思いますけれども、優良産品的なものを、あそこのフロアで飾らせていただいて、パンフ

レットも置かしていただいたという経過がございますけれども。財政課との調整の中で、合併後

の取り組みとしては、積極的に行っていかなければならないというふうに思いますけれども、旧

野田川町の段階では、その程度にとどまったということでございますが、私もそういう部分につ

いては、やはり与謝野町の玄関口として、やはり位置づけるべきだなということで、今後、課長

会等の中でも議論をしながら、前向きに意見を述べさせていただきたいというふうに思っており

ます。 

議  長（糸井満雄） 小林議員。 

５  番（小林庸夫） ぜひ駅舎の中の産品の展示場もございますが、車窓から見えるお客さんに対して

も、やはりこの大江山を眺めて、ここは丹後ちりめんの産地であり、織物の産地であり、また与

謝野鉄幹さんのそういった土地であるということをわかってもらえるような形が、この土地の一

つの認識を持ってもらうためにも、ぜひお願いしたいと思っております。 

それからもう一つ、２０４ページの同じ商工関係でございますが、歴史街道推進協議会負担金

というので５０万円ありますが、これはテレビなんかでもよく歴史街道、あの分ですか。なれば、

この地区がああいったコマーシャルの中でも取り上げてもらえることが、過去にもあったわけで

ございますか、ちょっとその辺のことをお聞きしたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えします。 

今ご指摘の５０万円の負担金の部分につきましては、歴史街道ということで、テレビでも５分

間番組で出ております近畿の歴史街道ということで位置づけをされておりまして、京都北部、さ

らには京都府北部なんですが、旧大江町から流れまして、与謝峠を越えて、そしてちりめん街道、

そして旧野田川町におきましては倭文神社方面を位置づけをし、そしてさらにはちりめん歴史館、

さらには旧大宮町、峰山町にたどるルート、それが織物と伝統歴史の歴史街道という位置づけで

されておりまして、そこの部分に対する、とりわけ旧加悦さんにおきましては、その拠点を、旧

加悦鉄道駅舎にアイセンターという形で設けていただきまして、近畿のエリアにおいて、この地

域を、先ほど言いました、エリアをＰＲしていただくというような形で取り組んでおります事業

が、この事業でございます。 

議  長（糸井満雄） 小林議員。 

５  番（小林庸夫） 限られた予算の中で大変だと思いますけども、とりあえず行政でできる、いわゆ

る自営業者が頑張ってやったら、何とか夢も持てるなという、そういう環境づくりを、いろいろ

とこれは織物にも限らず、農家の方でも、いろいろとまだまだ農業にしても、これからいろいろ

と食糧的な問題で、中国、インドの莫大な人口の増加の問題から、なかなか食糧輸入も難しいと

いうようなことも耳にいたしております。そういう中で、本当にどの業種でも、頑張ってやれば

何とかなるという、夢の持てるそういった環境づくりを、ぜひ行政側にお願いしたいと、このよ

うにお願いしまして、質問を終わります。ありがとうございました。 
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議  長（糸井満雄） ほかに、多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） 商工助成費について、１９２ページについて、少しお尋ねをしたいと思います。 

商工助成費につきましては、一般事業費、特別事業費、それから金融支援策などたくさん、い

ろいろご支援いただいておるんですが、その中の、予算の中の１９４ページなんですけども、商

業活性化支援事業ということでありまして、このことが１００万円計上してありますが、これは

３町の中での活性化支援費でしょうか、ちょっとその辺をお尋ねします。 

議  長（糸井満雄） 商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。 

１９４ページの中ほどにございます、商業活性化支援事業１００万円でございますけれども、

これは施策のメニューの一つでございまして、くくりまして産業振興施策でございます。実はご

承知だと思いますけれども、各戸配付しております、この産業振興プロジェクトの中のメニュー

の一つでございまして、商業活性化支援事業というものがメニューとしてございまして、地域の

特色を行かした魅力ある商店街づくりを推進していくため、商店街団体等が行う事業に要する経

費の一部を助成しますということでございまして、それに充てましたのが１００万円でございま

して、一応５０万円の２件分をここに計上させていただきまして、対応させていただきたいとい

うものでございます。 

議  長（糸井満雄） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） この支援策をとっていただくのはいいんですが、昨日も算所の町政懇談会に寄せ

ていただいておりまして、その中で、若い方が町長の掲げておりますマニフェストの中の商業活

性化支援策とプラントの問題ということでお尋ねをしておられます。その後、偶然ですけれども、

終了しましてから外に出るのが、たまたま帰りが一緒だったもんですから、若い方だったんで、

ご答弁を聞かれたんで納得されましたかというふうに申し上げましたら、非常にそこへ失望感を

感じておられました。そのことが私は非常に気になりまして、まさしく町長が答弁されておりま

すことは、全く地方分権によって自己責任の時代で、それとプラントの問題につきましては、や

はりプラントがあって、今小さな小店がなくなっているんではないというふうにおっしゃってお

りました。それよりもスーパーが出てきて以前にそういう問題が起きておるんだという答弁をし

ておられまして、まさしくそのことはそうであろうと思うんですけれども、やはり若い方が商売

をしておられて、この町を愛し、この町を思うがためにそのことを聞かれたんだろうと思います

んで、もう少し夢のある答弁をしてあげてもらえたらありがたいなというふうに思いますのは、

なぜかそういうことを私が言いますのは、提案型の活性策をもっと強化する必要があるんではな

いかなというふうに思います。 

それはどういうことかと言いますと、若い方々がそのことを尋ねられたときに、こうだからこ

うだと言わずに提案をしてください、もっとこの町であなたの考えられることをもっと提案して

くださいと、そのためには町はどんな支援でもしますよと、そらもちろん個人、１人のためにす

るわけにはいかんのですが、この町にとっていいノウハウを出された団体にとりまして、できる

だけの支援はしますよというふうに答えてあげると、非常にその方が希望をもたれるんではない

かなと、また知恵も出していかれるんではないかなというふうに思うんですけど。僕らは勝手に

やれと言われとんと一緒だと言って失望して帰られたんが、非常に、私、ちょっと心に残ってま
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して、私もその辺が、この活性化事業はもっともっと予算を組んで、そのノウハウが出てこなけ

れば、それはそれで使う必要はないんですが、もっとそのことについて、夢のあることを要求し

てこられたら、どんどん施策として支援していくんですよという形があれば、若い方がノウハウ

を出されて、この町で商売をやっていこうというふうに意欲をもたれると思いますので、その辺

をぜひとも町長に、その支援策をもう一度考えていただいて、若い方に夢を持って、この町で住

んで商売していただけるように言っていただけたらなというふうに思ってまして、私らの年代に

なりますと、町長の答弁をしておられることが若干理解できますし、ですけれども、やっぱりお

若い方々は、そういう受けとめ方とはちょっと違うのかなというふうに思いますので、ぜひとも

その辺を、またお考え願えたらなというふうに思います。町長のお考えをお伺いしたいと思いま

す。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） きのうのお話は聞かせていただいた中で、私の答え方が非常にまずかったんかな

と、今お聞きして反省してるんですけれども、多田議員さんみたいに、うまく、よう言わないも

んで、あれなんですけれども、事実として、やはり認識をしていただくのも、一つ大事かなとい

う思いもありましたし、ですけれども、町としていろんなお金を直接できなくっても、情報を提

供するだとか、アドバイスをするだとか、いろんな支援策はあるんでということも言ったつもり

だったんですけれども、提案型と言いますか、そうした中で、じゃあどういう、自分たちがこう

いう形でやりたいと思うことについてはどうだというふうな、もっと突っ込んだお話がそこで出

てくるかなと思ったら、もうそれですっと終わってしまわれたんで、ああいう場面でなかなか意

見が言いにくかったんではないかと思いますけども、それは私の不徳のいたすところだと思いま

すが。１回でなかなか理解していただけたりすることもないですし、またの機会にそうしたこと

を、こちらの方からも、また問いかけるような、実際にどこのどなたかかがわかっていれば、ま

た個人的にもお話をさせていただくこともやぶさかではないですし、もっともっと気楽に商工観

光課の方にも来ていただいて、いろんなお話を聞かせていただく中で、自分の夢を実現されるの

にいい方法がないか、それらについても、当然、相談に乗っていきたいというふうに思いますし、

もし今度、お出会いになられましたら、そう言ってたと、もっともっと町の方にぶつけて話をし

てみたらということで、ぜひお勧めがいただきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） 町長が今、おっしゃっていただきましたように、私もそういうふうに、次、出会

いましたら言いますし、ぜひとも提案型の地方分権ですので、地方分権が、行政だけが権利が移

行したんではなしに、自己責任ということを物語っておると思いますんで、その辺も話ながら、

一遍話し手みたいと思います。ぜひとも、そういう提案型支援策を考えていただきたいというふ

うに、行政が我々に提案するんでなしに、我々が提案して、それに支援していただくという施策

を十分とっていただきたいなというふうに思います。 

それでは次に、企業立地の推進でありますけれども、ここには京都府市町村企業誘致推進連絡

協議会の負担金となって５０万円してあるんですが、旧町、野田川町のときには、企業誘致委員

というのが設置されておりましたんですけれども、与謝野町になって、この企業誘致委員という

のを、また改めて設置されるのでしょうか。 
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議  長（糸井満雄） 商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。 

１９６ページの一番下に書いてある負補交でございまして、５万円でございます。この組織は、

京都府一円の市町村、文字どおりでございますけれども、企業誘致を推進したい市町村が京都府

を事務局としまして集まりました中で情報交換をしながら推進を図っていくという組織でござい

ます。中心は南部が、やはり中心となりまして、現実的な話としては南部に偏っておりますけれ

ども、やはり北部も今後の経済活性化のためには必要であるということで、この団体に参画をし

ておるところでございます。 

旧野田川町におきましては、具体的な企業誘致を進めていく段階で、過去から企業誘致委員と

いう委員を、特別職でございますが、設置をしまして、町長の諮問機関でありますということで、

実際に企業誘致がありました段階では、その企業が優良企業かどうかという判定をすることはも

ちろんでございますけれども、あわせましてみずから企業誘致を推進していくために足を、それ

ぞれの企業に運んでいただくというようなことをしていただいておりました。 

与謝野町におきましては、とりあえず現実的なところには、企業誘致をしましたところとのネ

ットワーク化を図るということを優先しまして、今のところ企業誘致、具体的なところはござい

ませんので、そういう例が発生しました段階で組織化をできるような条例はつくっておりますけ

れども、委員の謝金等を置いて、既に委嘱をしたという格好にはとっていないということでござ

います。今後、必要とあれば設置をしていくという形を整えているということでございます。 

議  長（糸井満雄） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） ご存じのように３町が合併したわけですけれども、３町とも織物がベースできょ

うまで栄えてきた町でありまして、そのことが非常に、不況によりまして、時代の変化によりま

して低迷してまいりました。やはり一般質問でも少しお話をさせていただいたんですが、非常に

経済の還流と言いますか、この町にとって少子高齢化の問題からバランスが合わない問題から、

やはり将来、１０年、２０年後が、非常にこの町の経済の還流ということに対しては気になると

ころでありまして、そのことを組み立てていくのには、やはり企業誘致だとか、何らかの観光開

発だとか、何かそういうことに取り組んでいかなければ、将来像は少し冷え込んでくるかなとい

うふうに思います。そのことにつきまして、ぜひとも企業誘致委員を設置されまして、また中小

企業、我が国の大手企業は、非常にささやかですけれども、今伸びつつありますし、きょうの経

済新聞にも載っておりましたけども、中規模企業者の中で、やはり純利益を上げているトップは

不動産業、その次には機械金属というふうになっておりました。やっぱり今日本経済が再び伸び

ようとしておりますんで、それは今そのこと、企業誘致を始めても、今すぐできる問題ではあり

ませんので、１０年、１５年後になってくると思いますので、今この経済が伸びるときに、やっ

ぱり足がかりをつけていく必要があるんではないかなと、そうしないと少子高齢化の中で経済の

還流は図れないというふうに思います。 

先日も、一般質問の中で町長にも言いましたけれども、２万５，０００人の住民が幸せに暮ら

すためにはそれでいいんですが。やはり１０年後は大変な姿になるかなというふうに思いますん

で、ぜひとも今この景気が上向いて、企業が上向いたときに、企業が進出してくれるような施策

も考えていただきたいなというふうに思いますので、その辺の町長のお考えをお聞かせいただけ
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たらありがたいなと思います。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 企業誘致については、非常に難しいというふうに考えてます。と言いますのは、

だから取り組まないとか取り組むとかいうことではなしに、基本的に野田川町の町長をさせてい

ただいた１１年余りの中で、１社も、はっき言いますと企業誘致ができなかったということがご

ざいます。そうであっても、いろんな仕事誘致の面で、いろんなアイデアをいただいて、実際に

企業誘致委員会の方でいろんな調査や、また来ていただいて、いろんなお話を聞かせていただく

ような、そういう場面を持ったということで、そういうアンテナを張るというような形での誘致

委員会のいろんな活動と言いますか、委員さんたちには、いろんなお世話になったところです。

今度、与謝野町になって、本当にそういうことが必要なのかどうか、その辺のところも、もう少

し、私はきちっと論じる必要があるんではないかというふうに思ってます。あることにこしたこ

とはないですし、しかし、それらについてどういう方法でいくか、またいろんな企業もあります

ので、それらについても、もう少し委員会を設置するまでに、いろんな議員の皆さん方とも、そ

うしたことも論じる必要があるんではないかというふうに考えております。そうした上で、先ほ

ど課長が言いましたように、本当にそういう企業誘致委員会を設置して、実際に来る企業があっ

て始めて立ち上げるということも必要かもわかりませんけども、今言いますように、今までやっ

てきたような格好で、一つのアンテナを、企業誘致という形でいろいろと調査研究する、権宜す

るという機能もありますので、そうしたところでお世話になるのがいいのか、それらも含めても

う少し論議をした上で、検討した上での判断にさせていただきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） ぜひとも検討をしていただきたいなというふうに思います。企業誘致もそうです

けれども、観光、観光と、丹後、京都府以下北部全体を観光ということに位置づけておりますけ

れども、当町にしましては、イベントをするぐらいの観光地しかありませんので、今回は３町が

一緒になりましたんで、非常に岩滝の方でもいっぱい、その観光地らしいところもふえてきまし

た。ですけれども、やはりもっと大きなプロジェクトの中で観光開発というようなことは考えて

おられないでしょうか。例えば、与謝野町が何か観光をつくっていくというんではなしに、やは

り大きなプロジェクトの中で、一流企業がありますので、そういうところと提携をして、そうい

う開発をしていく、大山開発だとかいろんな面があると思うんですけども、そういうお考えは町

長の中にありませんでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） おっしゃるように、本当に古くからの日本でも３本の指に入る観光地と言われる

天橋立がすぐそこにありながら、なかなかそれらが十分に生かしきれていないというような思い

を持っております。ですから与謝野町だけを観光で売っていく、また宮津市だけが観光で売って

いくというふうな形ではなしに、丹後観光キャンペーンみたいな、そうしたほかの町や市と協力

をしながら、この丹後全体を観光として売っていくという、そうした中で、お互いに協力をしな

がら補完しながら、この地方のいいところを皆さんに、全国発信をしていくといったような考え

方で、今進みかけておりますので、そうした中に与謝野町も入って、それなりの努力をしていき

たいというふうに考えております。ですから今あるものが、まだまだ光が当てられてない状況で
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ございますので、今あるそのものを、やはり丹後全体で協力して光を当てていくということを、

まず、ほかの市町とも連携しながら進めていきたいというふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） とてつもない大きな事業ということになってくるとなかなかできませんので、一

流企業、それぞれありまして、よその町はやっはりスキー場でもそうですけれども、いろんな問

題もまた、今までにやられた中でいろんな問題が出て閉鎖をするとこや、いろんな問題がありま

すけれども、やはり丹後一帯を観光とすることになれば、もう少しその辺も一流企業と話のでき

る、相談ができて、そういうプロジェクトが組めるというような形も推進していただきたいなと

いうふうに思います。 

この質問は、もうこれで終わりますけれども。先日、ちょっと質問させていただきましたが、

クアハウスのことでちょっとお尋ねをしたいと思っておりまして、先日、質問しそこねましたん

で、ちょっと質問させていただきたいなと思うんですが。 

クアハウスのことにつきまして、太田課長にお尋ねしたらいいんでしょうかね。レストラン部

門に商事会社が入られとりますね。そのことについて、年間のテナント料と言いますか、使用料

と貸し付け料となっておるようですけれども、年間の見込みはどのような形で契約をされており

ますでしょう。 

議  長（糸井満雄） 商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。 

ご指摘のとおり、旧岩滝町の段階におきまして、クアハウスの３階部分につきましては、民間

に貸し付けをし、レストラン部分を経営していただきまして、その店舗貸し付け料をいただきな

がら、収入に充てているという現状でございます。レストランあじさいということで、店舗名を

もたれまして展開をしていただいておりますが、協益金としまして、月額５万１，７００円、平

米当たり２００円という積算の中で契約をしておりますが。あわせまして貸し付け料としまして

は、売り上げの歩合制をとっておりまして、月額総売上の金額によって決定をすると、毎月

１５日に締めておりまして、２００万円未満につきましては売り上げの５％、２００万円以上

３００万円未満につきましては４％、３００万円以上は３％ということで契約をしておりまして、

その中で年間の予算を組んでいるということでございます。１８年は１８４万３，０００円の見

込み額を予算計上させていただいておるところでございます。 

議  長（糸井満雄） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） そうしますと、独自にクアハウスでレストランを経営しますと、ちなみに月の売

り上げと年間の売り上げがどのぐらいなるんでしょう、その試算はされましたでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） 過去の数字でしか読み取れませんので、お答えができるかどうかわかりませ

んけれども。まことに申しわけございません、過去のデータを見てみますと、込みで入りに入っ

ておりまして、収入が入館料と一緒になっておりまして、その詳細がちょっとつかめておりませ

んので、現在、お答えすることはできません。まことに申しわけありませんが、また調べさせて

いただきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 多田議員。 
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１ ２ 番（多田正成） 資料がないということで、それはいいんですが。商事会社に委託されるまでに

４カ月半、直接営業しておられました。その４カ月半の割合から言いますと、大体、年間約

１，１００万円ほどの売り上げになっております。そのことはそれでいいんですけれども、私は

何が言いたいかと言いますと、非常に人件費が５，３００万円ほどになっております。その中で

の全体の売り上げ像が８，８００万円の中で５，３００万円の人件費らしきものが、福利厚生費

もすべて入れてなっております。これでは民間の感覚からいうと、とてもじゃないけど営業が成

り立ちません。その辺を考えていただいておるのかどうかわかりませんけれども、なおかつ、ま

だ管理者制度を導入しない、直接やっていくんだというお考えが、少し私の中に疑問に残るわけ

でして、その辺の経営のなりふり、ここは今一部やりましたけれども、関連して言うんですが、

ユースセンターなんかは、やっぱり宿泊、食事ということで非常に営業が成り立つ雰囲気になっ

ておりまして、ここも同じにはいきませんけれども、やはりその辺が少しバランスを考えていた

だかないと、なお直接経営していくということになりますと大変ですし、その辺を考えて今後や

っていただきたいなというふうに思います。その見解を、太田課長、よろしくお願いします。 

議  長（糸井満雄） 商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。 

ご指摘のとおり、クアハウスにつきましては、先も赤字が出てきているということで改善をし

ていく必要があるということで、旧岩滝町時代からいろいろと議論されております経過も、私、

引き継ぎさせていただいております。また、３月、新町になりまして、早々にクアハウスには地

元の方々、また施設を利用される方、あるいは有識者の方が集まられております運営委員会とい

う組織を持っておられますし、それから昨年から計画指導員を委託で１人配置されておりまして、

いろいろと経営革新を進めておられますし、その委員会の中でもいろいろと議論されております。 

今回、直営ということでございましたので、そういう議論がまだまだ煮詰まっていないという

こともありまして、指定管理者施設としての位置づけはしなかったということでございまして、

それで今後ずっといくということではなくて、今後、運営委員会やコンサルと言いますか、経営

指導員の、診断士の意見を聞きながら、今後どういうふうな改善をしていくのか、そういう当た

りをきちっと詰めた上で、指定管理者施設にするべきかどうかということの結論を出していくと

いう方向で、今回の議会が終了しましたら、それぞれの皆さんのご意見も聞きながら、運営委員

会を開催させていただきながら、今後の検討をしていくという計画をしております。 

議  長（糸井満雄） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） 大変財政も厳しくなってきますんで、その辺を考えてやっていただきたいなとい

うふうに思います。 

これで質問を終わらせていただきたいと思うんですが、もう１点だけ、ちょっとせっかくの機

会ですので質問させていただきたいと思います。先ほど小林議員が織物振興について言われまし

たけれども、去年、着物サミットが峰山でございまして、それに似たものを今年やっていこうと

いうような形で、峰山７市に京丹後市が５００万円を出し、丹工が２５０万円計上されて、その

フェアをやっていこうということでありますけれども、それには町長も多分組織の中に参加して

おられると思うんですが、やはり織物振興していくためには、みずからが出資をしながら盛り上

げていただきたいなというふうに思います。町長、その辺の考えを少しお聞かせ願えたらと思い
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ますので、よろしくお願いします。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 昨年は峰山で、京丹後市でされまして、丹後に着物サミットもやっと来たなとい

う、そういう感じをしておりました。小さい町や市であっても、そこの小売業者の方たちが、

我々でサミットを開くんだということで、全国のそういう産地からも、多くの方をされた、岡谷

市みたいな例もございます。丹後で丹後ちりめんと言いながら、今までは、いろんなこちらから

出かけていくようなサミットばっかりでしたけれども、やっとそういう形で京丹後市で開かれた

ということに、非常に私自身もうれしく思っておりますし、今回はそういう形ではなしに、丹工

さんが中心になって、今まずやってこられております「きのも ｉｎ 天の橋立」でしたか、そ

うした行事と言いますか、そうしたものもリンクしたような形で今年は計画をされておりますの

で、与謝野町としても、今後のイベントについては、一応、副会長という立場で参画をし協力を

していきたいというふうに考えております。 

議  長（糸井満雄） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） ぜひとも織物に関しては歴史もございますし、この町の顔として、丹後全体の取

り組みとして、ぜひとも力を入れて、火を消さないように頑張っていただきたいと思いますんで、

よろしくお願いいたします。 

以上で終わります。 

議  長（糸井満雄） ここで休憩を取りたいと思います。４時２５分まで休憩いたします。 

暫時休憩します。 

（休憩 午後 ４時０７分） 

（再開 午後 ４時２５分） 

議  長（糸井満雄） それでは休憩を閉じ、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

その前に、朝一番に申し上げましたけれども、議事の都合によりまして、本日も午後５時以降

も会議を続けることにいたしますので、よろしくお願いしたいと思います。 

それでは、引き続き質疑を行いたいと思います。 

質疑ありませんか、勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） それでは、引き続きまして、予算の関係の質疑に入りたいと思います。 

まず１７８ページ、建設課長、お願いをいたします。 

加悦町では１０年余り前から地籍調査に取り組んでまいりました。しかしながら、今日に至る

も、まだ緒についたという段階で、非常に残念だという思いがし、それからまたそういった関係

者の皆さんにですね、我々も議会に出ておりながら申しわけないと、こういう気持ちでいっぱい

でありますが。何とかこの地籍調査を、これは国も国土調査法に基づいて推進するという立場で

すから、何としてもこれからも進めていただきたいと思っておりますが。 

今年、１６８万９，０００円、やはりこの地籍調査は、これはスタッフがそろわないと、とて

も１人や２人ではできないというふうに思っておりますが、これから旧岩滝町さん、それから野

田川町さんについては、一応済んだということにはなっておるという認識を持っておりますけれ

ども、この取り組みについてはどういう格好で進めていただくか、そこのところをちょっとお願

いします。 
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議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） 先ほどのご質問でございますが、本年度の１８年度の予算については、予算書の

とおり１８６万９，０００円で明石の１工区を予定いたしております。先ほど勢旗議員さんがお

っしゃられましたとおり、事業は平成５年からスタートされまして、温江地区が一部完了という

ふうに伺っております。 

とりあえず、現在の建設課の人員配置が現在の状況でございますので、それに沿いまして事業

を進めていきたいと思っておりますが。この中身といたしまして、私がすべて熟知しているわけ

ではございませんが、今まで進んできておる中で、筆界見て、各筆の境界が、両者、個人間の境

界が定まらなかったというような部分があると聞いておりますが、そういった部分は将来、個人

さんで負担していただくという考えのもとに、年数もたっておりますし、速やかに終了するべき

だというふうに考えております。とりあえずは、現在進めております旧桑飼村いうんですか、温

江、明石、香河地区、ここを済ましたいというふうに思っております。 

以上です。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） 今、課長、答弁では明石を進めていただくということでございますが、この予算

を見ますと、とても進めるような予算というふうには思っておりませんし、当然、私は国費が入

るべきだという気がするんですが、そこのところはどういうふうに、課長、お考えでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） ただいまの質問ですが、とりあえず旧加悦町から事業をされました部分で、最終

的に残っておる部分、こういった部分の最終の仕上げというんですか、そういった部分を進めて

いきたいと思います。全く１からの部分じゃなしに、今まで進められて、境界立ち会い等されて

きたおった中で、細かい部分等が一部残っておる、筆界定とか、そういった全体のくくりの中で

一部残っている部分、そういった部分をきっちりして、ここの地籍調査完了という形に持ってい

きたいというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） いろいろ大変だと思いますけれども、できるだけスタッフの確保を図っていただ

きながら、一日も早くこの不動調査法に基づきます地籍調査が完了に向かいますように努力をい

ただきたいと、このように思っておりますが。 

これに関連しまして、既に野田川町さんでは、昭和４０年代に税務課を中心にして、いわゆる

固定資産評価を上げるということが目的だったやに伺っておりますが、地籍調査が実施されまし

た。岩滝町さんもされたんですが、どうも最近、私どもが聞いておりますのは、誤りの部分がか

なりあるということで、いろいろなご意見がございまして、この場合、これは町が直すというこ

とになりますのか、個人が直すというのもおかしいし、難しいわけですが、私は当然、町が直さ

なければいけないと思うんですが、その辺は、建設課長、どうなんでしょう。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） ただいまの部分におきまして、誤りの部分と、当時これは野田川町におきまして

も岩滝町におきましても、平板測量という形の道具で測量しております。当然、２０センチ、

３０センチ、５００分の１であれば誤差が、許容範囲としてございます。ただ、現在の法務局の
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正規更正、いろんな分筆等ではセンチ単位までの寸法を表示してあらわさなければならないとい

う部分で、若干制度と食い違いが出ております。 

それで、先ほどご質問がありました地積形成に係る部分、ここら辺につきましては、当時、明

らかに線の結び違い、そういった部分を間違わないように職員も当時やっていたと思いますが、

数ある中ですんで出てきます。そういった部分は町の方できっちりしなければならないと思って

おりますし、現在の測量制度において、測量されて、図面訂正等をされる場合においては、これ

は個人でお願いしたいというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） ありがとうございました。 

それでは、ちょっと後に返りますますが、１７２ページ、農林課長にお尋ねをいたします。 

せんだっても指定管理者のときに申し上げておったわけですけれども、自然循環型農業推進事

業１，５５０万円、この１，５５０万円の補助金、１，４１８万９，０００円出ておりますが、

委託料も含めて、そのあたりをちょっと説明いただけませんでしょうか、内訳。 

議  長（糸井満雄） 農林課長。 

農林課長（山﨑信之） お答えしたいというふうに思っております。 

自然循環農業の推進にかかわりまして、補助金の１，４１８万９，０００円という形で挙げら

れております。ご承知のとおり、いわゆる旧加悦町では、京の豆っこ肥料を使った農産物の生産

ということがあります。その自然循環をなす一部として、いわゆる生産調整にかかわります部分

なんですけども、大豆の生産振興をやりたいと、当然、町内に豆腐工場があるわけですから、大

豆の生産振興について面積の拡大を図る。そこからとれる大豆については、工場に引き取ってい

ただく、そっから出るおからで肥料をつくって、町内の農地に入れて土づくりをするというのを

自然循環農業というふうにとらまえておりますので、大きくは大豆の生産振興に対して、栽培に

かかわります、あるいは残置にかかわります、あるいは収穫にかかわります、それぞれの単価で

補助金を出していきたいというふうに思ってます。 

それから豆っこの肥料にいては、先にもお知らせしたというふうに思うんですが、少し、まだ

農家に浸透しにくいということでありましたので、豆っこ肥料の購入補助金について支出してお

りますので、その部分。それから豆っこの米の肥料の散布、あるいは散布の作業委託等の補助金

等で１，４００万円。大豆の生産振興で３００万円ほど、それから京の豆っこ肥料購入補助で

３００万円、それから豆っこの肥料散布で６５万円、それから米の販売の補助金で１８５万円と

いうような形で、トータルで１，４００万円の補助金を出させていただいております。 

以上です。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） それでは、これと関連しまして１８０ページ、いわゆる有機物供給施設管理運営

事業１，４８３万３，０００円ということで、ここに委託料が掲載をされておるんです。それで

この１年間の売り上げが収入で、雑入で入っておりますのが４００万円なわけですね。それでこ

れとあわせて考えますと、非常にこの間から指定管理者の話がありますけれども、厳しいんでは

ないかなという気がするわけですが。ひとつ農林課の方の展望として、これからどういうふうに

拡大をしていく、つくればつくるほど赤字になるという気がしないでもないんですけどね。現在、
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この原価計算というのは幾らになっておるんでしょうか、豆っこの。 

議  長（糸井満雄） 農林課長。 

農林課長（山﨑信之） １，３００万円の委託料に対して、４００万円の肥料販売収入を見させていただ

いております。これは先日の条例改正のときにもあったと思うんですが、１年間、大体２００ト

ンぐらいの肥料を生産しますと、１キロ当たり７０円で売ってますから、１，４００万円の収入

があるだろうということであります。それに対して２００トンの製造をすると、千五百数十万円

の経費がかかるというのが、きょうまでの実績から出てくる数字になっておりまして、それが

５月３１日で加悦総合振興が、その運営委託について町にお返ししたいということがありました

ので、いわゆる直営の形で業務委託をするという形で委託料を見させていただいております。

６月以降、来年３月までのいわゆる一般経費が千五百数十万円に対して９カ月ですから、

１，３００万円ほど委託料が必要になるかなと。それから肥料の生産、販売の方につきましては、

１，５００万円をかけて３月ぐらいまでに２００トンの肥料を生産すると、４月、５月、６月で

１，４００万円の収入になるということがありますので、秋需要もあったり、それから３月まで

に少しの需要がありますので、多少の収入を見ながら４００万円を見させていただいておるわけ

ですが、ことし、１，３００万円の委託料で経費をかけて製造した肥料は、来年４月以降、４、

５、６月で入ってくるという計算が成り立ちますので、今年度の予算については、１，３００万

円の委託料に対して４００万円の収入しか見込めなんだという計算上の問題になっておりまして、

あと今後の見込みなんですが、今は指定管理者の件で、相手方がまだ特定してないということが

ありますので、当面、肥料で２００トンの製造をすると１，４００万円の売り上げということが

ありますが、千五百数十万円の経費がかかるということでは、大体２５０トンぐらいが、製造し

て売れれば、ほとんど経費と売り上げは釣り合うんかなというような計算上でおりますので、あ

とは２００トンから２５０トンに需要の喚起、あるいは３００トンになるのなら、またよしとい

う感覚で製造していきたいというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） 農林課としても大変な努力をいただいておるわけですが、正確な原価計算ですね、

この数字が出ておりましたら。 

議  長（糸井満雄） 農林課長。 

農林課長（山﨑信之） キロ当たり７０円で売って、少し赤ですから、実績に基づく現価、１キロ当たり

の製造経費は７２．２円という計算を出しております。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） それは粉態ですか。 

農林課長（山﨑信之） 粉態です。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） いろいろ大変だと思いますけれども、前回申し上げましたように、今、町が直営

でやるかどういう格好になるかわかりませんが、非常に厳しいということで受けとめていただき

ながら指導をお願いしたいと思いますが。 

もう一つ農林関係で、いわゆる今生産者にはいろんな有機農法でありますとかそういった中で、

生産履歴がはっきりしなければならないということになっておりますが、とりわけこのポジティ
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ブリスト、これが今重要になってきてると思いますが、現在、加悦町ではどういうことになって

おりますか。 

議  長（糸井満雄） 農林課長。 

農林課長（山﨑信之） ポジティブリストということで、農薬の件です。残留農薬が周辺の農産物にかか

って、その残留基準値を超える農産物の生産をしたらだめという形の制度が、今年、５月２８日

以降の規制で始まったということがあります。実際の詳しい話は、農協の営農と、それから改良

普及センター等で、ずっと農林組合等でやっておるわけですが、農家にまでは、まだまだしっか

り浸透してません。今後、今の農林組合、町、集める中、もうすぐ夏になりすと共同防除等があ

りますので、それが始まるまでにきちっと抑えながら、共同防除の件についてはポジティブリス

ト制度に対応したような防除をやっていくということで、今現在は農家に啓発というか、啓蒙し

ている段階ということになります。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） ありがとうございました。 

それでは次に商工観光課長さんに、２、３、お伺いをしたいと思っております。 

まず、１９４ページですね、商工業者資金融資の預託金の関係、３億２，９３０万円ですか、

この関係なんですが。仮にこの５倍が融資をされるということになりますと、１６億円を超す額

になるわけですが、実際、現在の資金需要というのは、そのぐらいあるのかどうか、そこのとこ

ろからちょっとお願いします。 

議  長（糸井満雄） 商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。 

新町におきましては、先ほどの黄色いパンフレットでご説明させていただきました裏側に、新

町与謝野町の制度融資のメニューが掲げてありますけれども、今回、不況対策融資を続けていく

という部分につきましては、非常にこれが好評でございまして、いわゆる中小企業等の振興融資

につきましては、普通融資でございますので、普通のメニューでございますが、不況対策につき

ましては返済、運転資金につきましても７年ということで、長期に設定をしておりますし、また

１，５００万円という枠がございますので、そういった中で、正直申し上げまして、この不況対

策融資で借り替えという部分が特徴になっておりまして、借り替えによって、きょうまで普通融

資で受けておられた部分を合算して不況対策で運転資金として１，５００万円の枠の中で利用し

ていただくということで、この制度が好評でございます。 

まだ、新町、３月以降の状況でございますので、数的には１０件、満たない状況でございます

が、この部分につきましては、一般融資よりもこちらを使われるケースがあると思いますし、私

どももそういう形で返済しやすい形ということになれば、ここをお勧めすると、もちろん売り上

げが１０％減というのがございますけれども、その辺はどこをとるかという部分によっても、若

干、窓口を広げて受け入れをして、金融機関と調整をしていきたいというふうに思っております

ので、その分には、若干、預託金もたくさん積んでおりますが、ほかの部分につきましては、要

するにきょうまで旧３町の制度におきます融資残が残っておりまして、その分の預託がかなりウ

エートを占めておりますので、細かいことまではちょっと申し上げませんけれども、そちらの部

分がウエートを占めているということでございますので、ご承知おきいただければというふうに
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思っております。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） 今いろいろ教えていただきました、そのパンフを見てないもんですから申しわけ

ないんですが。私が申したかったんは、要はこの商工関係の予算、これだけ取ってますよという

話になるわけですが、実際にその大半は、この預託金に積まれていると。しかし、実際にこの預

託金が使われないということで、果たしてそれが効果と言えるんかどうかなということが気にな

るんですよ。それで今お話がありまして、借り替えの部分がありますし、それから積み残しがあ

るということなんですが。実際には、役場で審査をされて金融機関に送られて、そこでオーケー

ということになる、金融機関に直接行くんですか、行くのは。 

議  長（糸井満雄） 商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） システムにつきましても、一応黄色いパンフに書いておりますけれども、基

本的には、あっせんをするのは行政でございます。ケース・バイ・ケースでありますが、形とし

ては町の方に、地域振興課も含めて窓口になっていただいておりますので、一旦そこも含めて、

私どもも含めて最終的に決裁ということになりますけれども、基本的には私どもが決裁をもらわ

ないと、金融機関にはもちろん行きませんし、行く段階で保証協会も含めてヒアリングをした後、

それぞれと調整をして、枠組みとか条件を決定するという状況になっております。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） それで、申し込みに行かれる方が一番弱るのは、まず役場へ行って、洗いざらい

言うて、そしてもうこれで貸してもらえると思って金融機関へ行ったらあかん、こういうケース

が一番困られるわけですね。そういったことが、これやむを得ないという個々の事例、それぞれ

の借りる主の今までのことがありますから、いろいろそれは、なかなか判断ができにくいと思う

んですが。ひとつそういうあたりに十分配慮いただいて、これはとても見込みがないということ

なら、いいところで判断をしていただくとことも、私は重要ではないかなというふうに思ってお

りますが、そういう借りれる側から言いますと、そういうことが非常に難しいし、気になると、

こういうことでございます。ひとつよろしくお願いしたいと思ってます。 

次にですね、課長にお伺いしますのは、この企業立地推進事業ですね、１９６ページ。仮に藤

野に、藤野とうふ、京都府加悦の里株式会社が、これ以上、いわゆる第２次計画以降に進まれる

計画がないと、あれだけの土地を本当に藤野に貸しておくというのが正しいんかどうか、そうい

う気がするんですけどね。藤野社長の、最初にお話を聞いたんは、第２の湯布院にしたいと、こ

んな大きな話でして、パラダイスみたいな話だったですけど、実際はもうかったにあかんという

ことで、非常に失望しとるわけですわ。それでその辺の実情ですね、特に今豆腐の業界を見てお

りますと、男前豆腐というのが出ましてから、藤野も大分やっぱり落ちてる、こういうふうに私

は判断しておりますが、その辺の状況ですね、藤野がここをどう使おうとしとるんか、課長、答

弁お願いします。 

議  長（糸井満雄） 商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。 

正直なところを申し上げまして、今後の藤野さんの計画につきましては、きちっとした状況は

入手しておりませんが、この物件の貸借につきましては、一応お話をさせていただいております。
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特に京都府の建物ということで、与謝野町が仲買をして、取り交わしをしております関係で、京

都府としては早く清算をしてほしいということでございますので、契約ごとに、私どもの方も、

旧加悦町の段階から、京都府さんの方に物件を買ってほしいということは申し上げておりますし、

何とかしたいという回答はいただいておるようですが、現実的に契約ごとに、その内容が履行で

きていないというのが現状でございまして、引き続き、この予算書に上がらないのが一番いいわ

けでございますので、そういう努力はしたいと思いますが、なかなか履行ができていないのが現

状でございます。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） 会社と十分調整をしていただいて、何とかあれが有効に、もう少し当初の計画に

近づけるように努力をいただきたい、このように思っております。 

最後に、商工観光課長、１点だけお尋ねして終わりたいと思いますが、優良産品認定事業です

ね、１０４万円。これはどこでもと言いますか、どっかでお土産を買ってくると、そういうマー

クが貼ってあるということは、多分こういうことではないかなという気がするんですが。今ＰＬ

Ｏとの関係もありまして、非常に難しくなっているという気がするんですが、審査委員というの

は、どういう方を考えられておると理解したらよろしいか。 

議  長（糸井満雄） 商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） お答えいたします。 

この制度につきましては、一度説明をさせていただきましたけれども、大体１０月を目途に秋

に向けて新与謝野町におきまして、農産物も含めてですが、産品という大きなくくりの中で工芸

品等々ございますけれども、それに応募いただきまして、与謝野町の優良産品として認定をして

いくという事業でございまして、認定をしました後には、年度末までにパンフレットを作成しま

して、それを内外に発信し、産品のＰＲ、あわせましてそこから入ってくるいろんな情報を地域

に投げかけながら、活性化を図っていくという事業でございます。 

ご指摘の審査委員でございますけれども、ご指摘のとおり、旧野田川町でやっておりましたけ

れども、その時点では、ちょっと突っぱねた話になっておりまして、それぞれ物についての判断

はさせていただくんですけれども、トラブルが起きますと、基本的には業者の方に責任を負って

いただくというような条件付きでの優良産品の認定だったわけですが。審査段階ではそういうわ

けにはいかないというふうなことも認識をしておりまして、今回の認定にあたっての委員につき

ましては、基本的にはそういう方でなくて、専門的な方を入れていきたいと。失礼ですが、お金

のいらない方々、例えば織物関係であれば、そういうアドバイザー、京都府のネットを使ってお

世話になったり、それから食品であれば、そういうアドバイザー。極端に言いますと、丹後グッ

ドグッズの認定をされる方がございまして、そういう方にもお声をかけながら、若干、きちっと

した認定ができるように取り組みたいという気持ちで、現在、おるところでございます。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） そうしますと課長、これは原料を野田川町でつくったものなのか、その製品自体

が野田川町できたものなのか、そうかどっちでもいいわ野田川の人が扱っておったらいいわと、

こういう性格のものなんでしょうかな、そこんところだけ。 

議  長（糸井満雄） 商工観光課長。 
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商工観光課長（太田 明） 現在、計画しておりますのは、地元でつくられ、地元で製造と言いますか、

加工も含めてされたものということで、原則にしたいというふうに思っています。 

議  長（糸井満雄） 勢旗議員。 

１ １ 番（勢旗 毅） 私が、なぜこのことを申し上げたかと言いますとね、商工会が旧加悦町、ちりめ

ん街道というネーミングをとって登録商標をされとる。ところが話を聞いてみると、だれでもえ

えというんですな、このネーミングをつけようと申し込んだら。しかし、そんなええかげんなこ

とでええんかと言うたら、加悦町がつくるものにちりめん街道というネーミングを貼って出すよ

うなものに、そんなことは納得できんなということを、私は申し上げておったんですが。ひとつ

この部分につきましても、この事業が町の手仕事の部分のそういった部分まで、今後に大きく飛

躍するということになればなというふうに思います。また、加悦の産品が全国にそういって届け

られるということの、一つの起爆剤になれば、こういうふうに思っております。よろしくお願い

します。終わります。 

議  長（糸井満雄） ほかに、野村議員。 

１  番（野村生八） それでは、まず建設課長に質問します。 

耐震診断の件ですが、先日、質問をさせていただきました。これによって過去の実績と、この

診断に基づいて住宅の耐震化の工事をされた、そういうところまでの見届け等々ができているの

かどうか、その辺について、どういう状況になっているんでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） 先日は失礼しました。耐震診断の関係でございますが、旧加悦町で平成１７年か

ら行われておりまして、２５件、診断をされまして、診断結果はすべて補強が必要ということで

ありまして、そのうち１件が改修をされております。 

以上です。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） この制度は、要するにその結果に基づいて、いかに補強していただくかというこ

とが大切だと思っているわけですが、今残りの方について、具体的に補強をしていただくという

ために何が必要かというふうな、いわゆるアフターケアですね、そういう点についての検討はさ

れていますか。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） ただいまのご質問、その後の援助等という部分じゃなかろうかと思いますが、現

在、町独自のそういう支援策というものはございません。自己資金でできるだけ早くお願いした

いという部分と、先日、伊藤議員の一般質問の中で町長も答えておりましたが、京都府の住宅改

良資金制度をご利用いただいて、２１世紀住宅リフォームの中にあります耐震改修型の改修、そ

ういった資金をご利用いただいて、住まいの安全を図っていただきたいというのが、現在の状況

でございます。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 町長に質問します。先日、そういう答弁をいただいたわけですけども、非常にこ

ういう診断制度も、ものすごく大切な制度で、これを積極的に進めていただくと同時に、具体的

に工事をしていただくことが大切なんですが、やはりこれについても誘導策がないと、なかなか
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踏み切れないというのが、与謝野町の生活実態はあると思うんですね、よそ以上に。よそでのこ

ういう耐震改造の助成制度は実現しているわけですね。そういう点では、ただ単に助成ではなく

て、地元の業者に発注した場合の助成という形でやるということが非常に産業にとっても効果も

ありますし、私も必要だというふうに思っておるわけですが、その点について、再度、この件だ

けでの制度いうのは、無理なのかどうか、お聞きしたいと思うんです。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 先日の一般質問の中でもお答えいたしましたけれども、それらにつきましては、

もう少し研究をさせていただきたいというふうに思っております。非常に財政の厳しい中で、本

当にしなけりゃならないことが何なのか、それらも含めて、もう少し研究をさせていただきたい

というふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） よろしくお願いします。 

続きまして、町営住宅について質問します。 

野田川の団地も大薮団地なんですが、いわゆる空き家などの占用についてという通達を出され

ています。空き家に私物などを置いて占用したり、入居住宅以外の場所に作物をつくっている方

がいますが、これらの行為は認められませんので、早急に中止してくださいということが書いて

あるわけですね。このこと自身はそのとおりで、適切な指導だと思うんですが。現実に大薮団地

というのは住宅建て替えの計画に入っていて、空き家が出ても入れないというところがいっぱい

あるわけですね。そういうところの管理等々も大変なわけで、草が生えっぱなしとかいう状態に

なっていくわけですね。団地の方にとっては、そういうことはかなわんので、そういうところを

草も刈ったり、それが進んで作物をつくったりということにもなっているという、現状、そうだ

というふうに思っておるんですね。別に悪意があってという、この文書だけを見ると、何か悪意

があってというふうに見えるんですが、現実はそういうことだろうと思うんですが。これは先日

の地域協議会の観点の画一的な対応というじゃなくてということが、今から必要ではないかとい

う話をしましたが、まさにこういう点で、団地の管理はどこもこういう基準でやりますというこ

とじゃなくて、そういう団地ごとに違いがあるわけで、それに合わせた管理の仕方をしてもいい

のではないかというふうに思うんですね。だからここの特徴は、そういう状況がある中で、いか

に有効にそういう空いた家を、予算を使わずに管理するかということが、そういう視点は今まで

ない視点がいると思うんですが、これについてのお考えをお聞きします。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） ご指摘のとおり、一応取り壊した空き地等におきまして、町も草の管理は非常に

しにくい部分がございます。ただ一個人さんにそういった空き地を貸すということになりますと、

私も貸してくれだとか、あれはちょっとようけい使っておるだとか、いろんな部分がありますの

で、自治会全体としての利用の申し込み、駐車場等に利用したいと言われれば、ちっょと困りま

すけども、花を植えるだとか、そういった部分でのご利用を願えんかなというふうに思っており

ます。一個人に町が貸すというんやなしに、自治会での貸し付けで、そういった部分でのご利用

は検討ができるんじゃないかなというふうには思っております。 

以上です。 
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議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） まさに町がここまで管理する、それも予算がいる中で、住民の参加で協力いただ

いてしていただくと、安くあがるだろうというふうに思いますんでね、ぜひよろしくお願いした

いと。こういう運営については、やはり地域振興課が、その地域の実情を一番よくわかるわけで

すし、住宅だから建設課ということじゃなくて、その辺の構造上の機構上のこれからの取り組み

についても、こういう点でも、やはりもう一度整理がいるのではないかというふうに思ってます

ので、その辺も含めて、ご検討をいただけたらと思います。これは答弁は結構でございます。 

次に、建設課長に都市公園について質問します。 

本年度の予算で、１億円近い事業費ということなんですが、これについては、私ども初めての

負担が、どのような計画になっているのかさっぱりわからないわけですが、資料も全くないと、

それで１億円もの事業費ということになりますんでね、もう少し、どういう計画で進めようとさ

れているのか、総事業費がどのぐらいまでいくのか、具体的な資料も含めて説明いただけたらと

いうふうに思うんですが、いかがでしょうか。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） この件に関しましては、産業建設委員会につきましては図面を渡しておる関係も

ありますので、後日、全体のご質問をいただくときに、資料を配付させていただいて、その図面

を見ていただいて、説明をしていきたいと思いますので、そういうふうにお願いしたいと思いま

す。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） そういう形でよろしくお願いします。 

次に、農林課長に質問をします。 

１８８ページの木工センターですね、これも指定管理者にかかわる条例改正で直営になったわ

けですが、具体的な運営状況等、全然把握してないんで、１から、ちょっとどんな形で運営され

ているのか、どういう目的でどんな運営が現実されているのか、お聞きしたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 農林課長。 

農林課長（山﨑信之） 木工加工センターにつきましては、場所は町民グラウンドの女性の家の上に施設

的にはあるわけですが。林業振興用ということで、過去に町内に木工加工組合というグループが

ありまして、木工加工の研究や、それから小さい小物の製造をされとったという経過がありまし

て、そういう組合の要望によって、あの施設を整備いたしました。現在、そういうグループの方

が年々減少しまして、現在では、組合ではなかなかお使いしていただくということになってませ

んでしたが、工芸の里ができた折に、木工をやりたいという若い人が入っておったんですけども、

その方が、その加工施設について、加工組合が終盤だったんですが、その方も加工組合に入りな

がら施設を利用加工していただいておったということで、ほぼ電気料にかかわる分という形で組

合に管理をお願いしまして、委託料をいただきながら、ほかの経費については管理をしていただ

くという形で管理をしていただいておりました。その方が、この３月末で他の場所に出られまし

たので、現在のとこは全く空きになっておりまして、また指定管理者、ちょっと希望される方は

あるんですが、今この指定管理者制度の成り行きを見守りながら、とりあえず直営にしといて、

業務委託ができるのかというあたりを検討していきたいということで、今現在は、特に使ってな
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いという状況になってます。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） こういう林業関係の事業、あるいは仕事を確保するというのは、これからの持続

可能な町づくりにとっても有効な施設だと思いますんで、現状はそうであっても、ぜひ新しい出

発をしていただくような取り組みをしていただきたい。これはつまり、今から始められるのに、

今までは組合ということだったわけですけども、どなたでも参加してという形が可能だというふ

うに理解したらいいのかどうか、再度、お願いします。 

議  長（糸井満雄） 農林課長。 

農林課長（山﨑信之） どなたでもになるかどうかわかりませんけども、一たん公募しながら、そういう

希望者があれば、運営、あるいは管理についての協議が整えば、お願いしたいなというふうには

思ってます。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 次に、冷凍米飯の関係ですね、加悦ファーマーズライスの三セクの運営状況につ

いてお聞きしたいんですが。 

合併協議の中で、改善計画に基づいて順調に推移しているという説明は聞きました。そのとき

の、多分資料どおりの売上額に達しているんではないかと思うんですが。一方、利益が５０万円

ですかね、これはちょっとそのときに説明されていたのよりは少ないんじゃないかと思っておる

んですが。これだけの売り上げ額で、利益５０万円というのは、当初の設立の計画どおりなのか、

どこかに問題があるのか、こういう形で運営するためにつくられた施設なのか、いわゆる米を有

効にというために、利益がでなくてもいいという形で計画が最初からされていたものなのか、初

めてなのでわからないんで、その辺のあたりから説明をいただきたいと思います。 

議  長（糸井満雄） 農林課長。 

農林課長（山﨑信之） 第三セクターの概要という形で、それぞれの議員さんには三セク６社について、

その概要について、資料としては提出をさせていただいております。その中に、目的等書いてあ

りますが、冷凍による米の高価価値商品を開発し産業化を図る。あるいは米の消費拡大と稲作経

営の安定、新しい特産品として育てることにより町の活性化が図れることを期待するというよう

な形で施設整備をいたしました。 

ただ、冷凍米飯加工施設と言いながら、冷凍による米の高価価値化というあたりで計算上はや

っとということになるんですが。現在は、大変残念ながら、冷凍よりも日売品と言いますか、そ

の日につくって、２、３日の賞味期限の間にＳＬ等で販売するということで売り上げを上げてい

くということが、３年前の会計検査員の利用効率の指摘から売り上げ目標を定めまして、売り上

げを上げるために、今のところそういう形で営業しております。そういう意味から言いますと、

経営検査が入ったときの改善計画では、今期の決算が５月末で済んどるんですが、まだ決算状況

が出てきませんが、前期で言いますと、１億２，０００万円の売り上げ、その当時は、改善計画

の中では、７，０００万円程度の売り上げに対して１億２，０００万円売り上げたということに

なっております。それで利益は５０万円だということがあります。 

それから今年度については、１億円の売り上げ目標に対して、１億８，０００万円程度の決算

が出る予定です。それで利益については、４００万円程度が出るということになっておりまして、
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その利益率にしますと約３％ということがありますので、これは役員会の中では、この利益率の

３％が決して満足のいく数字でないということがありますが、現在のとこ、人件費をかけ、ある

いは交通費をかけ、とりあえず売り上げ目標に向かって一生懸命努力していただいたという経過

の中で、利益率が低いということがありますので、現在は、毎月々の役員会の中では、この利益

率の追求というのを、一生懸命、議論はされてるわけでして、この１８年度以降の５年の中期経

営計画も、今回の施設の増築に伴い経営計画を立てられてます。そういった中でも、いろんな原

材料の原価率だとか、労務費の割合だとかいうのを絞っていこうという目標を立てて、５年計画

を出されておるということで、今現在、一定程度の売り上げを、会検が指摘する改善計画からい

うと、売り上げは一生懸命出していただいておるんですか、今度の５カ年計画については、利益

率を高めるための、また計画にしていただいておるという形でお願いしております。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 三セクとして、いわゆる利益を上げるための会社じゃなくって、目的に書いてあ

るような、この地域の米の消費がということが中心だろうというふうに思うんですが、そういう

点では難しい面があるわけですね。先ほど５年計画っていうふうに言われましたが、５年計画が

どのようになっているのか、今回４，７５０万円をかけて増産できる体制という投資をされるわ

け、町の方の投資をされるということですが、それによって、いわゆる売上額がふえるという計

画になってるんだと思うんですが。その辺の見込みについて質問します。 

議  長（糸井満雄） 農林課長。 

農林課長（山﨑信之） 建物の増築に対しまして、中期経営計画ということで、会社の方から、まだ現在

のところ、農林課あてということになってまして、町長あてということになってませんが、今年

度の１億８，０００万円の売り上げ、５年後、平成２２年ですが、売り上げ目標を３億

５，０００万円という形で見られております。この間、従業員につきましては、現在５名ですが、

十七、八名まで社員をもっていきたい、あるいはパートについては３０名が現在、パートの社員

さんがおいでますが、４０名程度の雇用につなげていきたい。この間、先ほど言いましたような、

３％の利益率を向上するような形で経営努力をいただいて、現在、１億円あります累計の赤字に

ついて、この５年間で５，６００万円ですから、半減以上をしたい。そこで資本金が累積赤字を

上回るということになりますので、また金融機関との、いわゆる協議の条件も整うという形で、

またそこから先の５年間について、新たな経営計画を持ちたいということで、伺かがっておりま

す。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 例えば、今からの５年計画で３億５，０００万円ということになりました場合、

そのときの、いわゆる反で換算した場合、何反ぐらいの米の消費になるのか。今までは加悦町と

いうことでしたが、当然与謝野町になったわけですから、与謝野町全体の農家に対しての仕入れ

と言いますかね、そういう面での対応になってくると思うんですが、その辺の話はちゃんとでき

ているのかどうか、お聞きします。 

議  長（糸井満雄） 農林課長。 

農林課長（山﨑信之） 地元産米を使っていただくということがありますが、米についてはなかなか流通

上の問題もありまして難しいんですけども、今現在は、工場の近場の地元の農家の田んぼを契約
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栽培という形でやられております。契約栽培ですから、特に中間にどこかへ下ろすことなく、そ

の会社へ、秋収穫のときに売っていくということになっておりますので、そういう形で地元産の

米を使っていくということになります。ですから現在は、地元にはその程度の米しかありません

ので、一定、農協等の流通の中で、加悦町産米を回していただく、あるいは丹後産米の米を回し

ていただくという流通の流れの中でやっております。将来的には、その工場が確かなものになれ

ば、町内で契約農家を募って、春から一定程度の値段を示しながら栽培をしていただくというの

が、理想になってくるんだろうなというふうに思っております。 

１  番（野村生八） どのぐらいの反ですか、何反ぐらいの量、米の消費量は。 

農林課長（山﨑信之） 現在、生米の使用が１億８，０００万円の売り上げで６５トンぐらいですんで、

反の計算は少しお待ちください。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 私もわかりませんので、後で計算します。 

ここのいわゆる利益というよりも、目的が大事なわけで、この地元の米の消費ということが、

だから一番大事だろうと。より安い米を使って利益をふやしてもね、これは施設の、今回使うよ

うな町費を投入しても、この目的とはかなりずれてくるわけで、その辺はまだ明確では、さっき

の答弁はなかったように思いますし、特に町が拡大したわけですから、農家の対象も拡大してま

すし、十分、対応できるのがあるんじゃないかというふうに思いますんで、ぜひそれについては、

この初期の目的を達成するということを、まず早急に確立していただく必要があるというふうに

思いますが。 

現状でもう一度聞きますが、先ほどの話だと旧加悦町では、加悦町内の形での契約でというこ

とがちょっと難しくって、違う農協を通じてもあるというふうな話でしたが、新しい与謝野町に

なった時点で、今、農林課長は、すぐにそういうことを解消できる、地元産で全部できるという

ことが、まだ困難があるというふうに考えておられるのか、話はまだですけども、合併によって

十分にできるようになっているのではないかと考えておられるのか、その辺についてはどうでし

ょうか。 

議  長（糸井満雄） 農林課長。 

農林課長（山﨑信之） 先ほど言いましたように、将来的には、町内農家に契約栽培でつくっていただい

て、それを買い上げるというのが、最終的な目標になるんだろうというふうに思いますが。現在、

今製造しておる商品の単価から見ると、やはりまだそこまではなかなかいききれないという部分

がありますので、現在的には、例えばコシヒカリばかりではなかなか単価と釣り合わないという

ことがありますので、日本晴をブレンドしたり、寿司には別にコシヒカリばかりでなくても、日

本晴をブレンドした方がいいという部分がありますが、そういう形でファーマーズライスの商品

を認めていただく中で、まだ高い米を使ったよりグレードの高い商品を開発していくということ

が、今からの目標になるんだろうというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 野村議員。 

１  番（野村生八） 農業の分野では、国の制度がごろごろ変わって、減反の制度も変わって、減反の

対策助成もなくなっていくと、支援の対象農家も大規模になっていくということですね。毎年、

毎年、大変な対応をせんなんだろうと、課長の方でも、いうように思いますし。それに引きずら
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れて農家の方でも、今年の減反の説明会の参加者は激減したと。いわゆる今までは助成制度があ

るわけですから、ちゃんと説明を聞いて頑張らんなんという話ですが、それがないのに説明を聞

きに行っても、効果がないということでしょうかね。大変難しい、農家の対応も難しい状況に、

今なってきているだろうと、手間隙もかかるだろうと思うんですが。しかし農業で、生産を守る

ことも大事ですけども、やっぱり自然を保全してるという面もあるわけで、ぜひそういう点では、

この問題だけではなくって、いろんな形で、今までにない取り組みも必要になってくると思いま

すが、ぜひご奮闘いただきたいということを述べまして質問を終わります。 

議  長（糸井満雄） ここで休憩をとりたいと思います。４０分まで休憩をとりたいと思います。 

暫時休憩します。 

（休憩 午後 ５時２５分） 

（再開 午後 ５時４０分） 

議  長（糸井満雄） 休憩を閉じ、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

この項目について、質問者の方はどのぐらいありますか、５人。 

本日、終了時間を、大体６時半ごろにしたいというふうに思っておりますので、全員の質疑は

受けられないと思いますが、こちらで適当なときに切らせていただきますので、あらかじめご了

承してください。５分ぐらいで済ましていただきましたら、全員できると思いますが、よろしく

お願いします。 

井田議員。 

９  番（井田義之） それでは、まず最初に建設課長にお願いをします。 

先ほど、野村議員の方から、都市シーサイドパークの資料を請求をされ、全体の中でというこ

とでありましたけれども、この資料だけじゃなしに、このシーサイドパークには道路等もありま

すし、道路がどういうふうになって計画されておるのか、それから年次計画、きょうまで、どこ

までできて、きょう以降、何年度にどこまで進もうとされておるのか、府営事業も含めた資料の

提出をお願いができたらなというふうに思っております。 

それからもう１点、ここで都市計画として８億２，２５９万２，０００円、８億円余りの金額

が出ております。我々、都市計画というのは初めてです。そこでぱっと見ましたところ、岩滝町

の中で、都市計画区域に入っておるものの事業について、できるだけ有利な条件の都市計画でや

っていこうという格好の予算組みになっておるんかなというようなことも感じんではないわけで

すけれども、都市計画についての、いわゆる資料等があれば、岩滝の議員さんはもうプロですの

であれですけれども、野田川、加悦の議員については、都市計画について未知の世界であります

ので、その辺の資料も、もし提出願えるならば、お願いをしたいというふうに思います。 

以上、お願いをしておきます。 

そこで次に、そんならちょっとだけ質問をして、まず１点は、除雪の小型の機械が云々という

のがありました、２２４ページですか。１０台購入される、これについてどういう格好のところ

で地元に貸されるのか。 

それから地元に貸与されるわけですけれども、その地元の方が除雪をされる。それには通学道

路等も入っておるのかどうか、それからその地元に対して貸された分について、修理とか何とか

いうのは、町の方で責任をもたれるのかどうか。 
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それから地元に貸与されたときに、地元で恐らく地区の役員さんとかが除雪をされとる経過が、

私も石川地区では見とるわけですけれども、その地区に対しての、除雪に対する手当みたいなも

のが出るのかどうか、そこのところをまず１点、お尋ねをいたします。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） ただいまご質問がありました除雪に関してでございますが、この１０台につきま

しては、今後の地元等の地区要望等を受けていく中で、機種及びまた台数の変更があるかもしれ

んということは、ちょっとお含みおきを願いたいと思います。 

その中で、同じそこの１１節の中の需用費の中で燃料費、修繕料、１２節の役務費の傷害保険

料等あります。ここの部分につきましては小型除雪機、２２４ページの中段ほどの１１節のとこ

です。こういった部分は、小型除雪機に係る部分で、町が対応させていただくという部分でござ

います。 

９  番（井田義之） 地元の契約とかそういうものは、どういう格好なの。 

建設課長（坂本典男） 現在、野田川町で２台ほど導入されておりますので、形態的には、そういった形

態の格好になろうかと思ってきております。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 次に、先ほど野村議員が耐震診断ことを聞かれましたけれども、２１８ページに

耐震診断調査委託料が８４万円出ております。これは国・府の対策事業の中に出ておりますけれ

ども、国・府の分で、与謝野町で委託料を払わなければならない、これはどこの施設の耐震審査

の委託料で、なぜ国・府の対策事業の中に与謝野町が払わなければならないのか、お尋ねいたし

ます。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） ここの２１８ページの１３節委託料でございますが、事業費そのものは、１件当

たり調査が３万円、個人さんが２，０００円持っていただくと。そして、２２、２４ページの中

の７目の土木費国庫補助金の中の３節の住宅費補助金の説明欄の上の欄、木造住宅耐震診断補助

金ということで、２万８，０００円×３０件の２分の１ということで、４０万円が入ってきてお

ります。こういった事業の中で、国の事業でありますけど、町も協力しながらこういった事業を

進めていくというものでございます。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） 同じく２１６ページから２１８ページにかけて、期成同盟会の負担金とか云々と

かいうのがいろいろとあるわけですけれども。この中で、私、ちょっと地元のことが気になって

おるんですけれども、宮津野田川線は、これまで期成同盟会がありまして、いろいろな負担金も

いただきながら、陳情活動をしてきたわけですけれども。この中に、そういう同盟会の補助金、

負担金というのがないわけですけれども、今年度については、主要地方道宮津野田川線について

は、そういう活動がなしということなのかどうか、お尋ねします。 

議  長（糸井満雄） 暫時休憩。 

（休憩 午後 ５時４８分） 

（再開 午後 ５時４９分） 

議  長（糸井満雄） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 
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建設課長。 

建設課長（坂本典男） ただいまのご質問の件につきましては、その会の中に繰越金があるので、その中

で賄うということで計上いたしておりません。 

議  長（糸井満雄） 井田議員。 

９  番（井田義之） ５分たちましたので、これで終わりたいと思いますけど、この間から出ておりま

す、高規格道路と宮津野田川の関係ですが、今は高規格道路は３１２号線になっております。宮

津野田川線というのは、この府道の主要地方道宮津野田川線しかありませんので、その辺のそこ

ろはしっかりと踏まえながら陳情活動を行っていきたいと思いますし、課長の方もよろしくお願

いいたします。高規格道路は３１２号です。こういうことにちゃんと整理がされておりますので、

よろしくお願いいたします。以上で終わります。 

議  長（糸井満雄） ほかに、伊藤議員、５分でお願いします。 

７  番（伊藤幸男） それでは質問に入りたいと思います。 

まず農林からお伺いしたいと思っています。農林というか、若干、広がりがあるかと思います

が。ご存じのように、２３号台風で２年前と言いますか、加悦は非常に大きな打撃を受けました。

雨季になりますと、加悦の関係者というか、被災者の皆さんは非常に不安が募って、半ばトラウ

マ状態になるということを言っています。非常に生死にかかわる体験をされたわけですから、も

っともだなというふうに感じているわけですが。そこで農林については、山林、農地の改修、そ

れから河川は、これどうなりますか。この改修状況がどこまでなっているかという点がちょっと

気になりますので、概要で結構ですから、詳細には要りませんが、お答え願えたらと思っていま

す。 

それと、ついでにですが、前回並みの台風がやってきたと言った場合に、それに十分こたえれ

るような改修が済んでいるのかどうかも伺いたいと思っています。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） 台風２３号の災害復旧でございますが、これは町道の部分におきましても、それ

から野田川の河川改修におきましても、本年度中にすべて繰り越し分等をあわせまして完了をい

たします。 

それから、台風が起きた場合どうかという分で、再度、いうことでございますが。改修が災害

復旧等で終わった部分については問題がないというふうに思っております。ただ、この前の台風

ということになれば、やはり道路側溝等があふれるということは、これは出てくる可能性はある

んじゃないかなというふうには思っております。 

以上です。 

議  長（糸井満雄） 農林課長。 

農林課長（山﨑信之） 台風２３号によります農地、農業用施設の災害復旧の状況ですが、先ほど建設課

が申されましたように、今年度で繰越事業も含めてほぼ終了するということになってます。 

旧加悦町の農業用施設、あるいは農地であわせまして、本災害と言いますか、いわゆる国庫補

助災害が３４件、この件数については、１カ所当たりが１件という数え方をするんじゃなくて、

１５０メートル範囲の中にある災害をトータルして数えれるということがありますので、単純な

件数ではないんですが、国庫補助災害が農地農業施設で３４件、国庫補助災害は４０万円以上に
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なります。それから小災害については１３万円から４０万円までの件数というのが１８４件あり

ました。それから、単費で両方にも乗らない件数が８６件あったということで、１７年から

１８年に繰り越した事業がありますが、それが終えればほぼ完了するだろうということになって

おります。 

それから林道災害については、加悦と岩滝と野田川で、それぞれ加悦が３路線５カ所、岩滝が

４路線９カ所、野田川が１路線３カ所で、災害復旧工事に当たりましたが、現在、残っておりま

すのは、加悦町地域にあります明石林道、いわゆる大ずれしたところがありまして、あれについ

ては、京都府の治山事業が進まないと、明石林道に入れないということがありますので、そこに

未着手の箇所が１件ありますが、それが終われば、林道災害復旧事業については終了いたします。 

ただこのページまで行っていいのかどうか、３２４ページですか、災害復旧費がありますので、

その中では林業用施設災害復旧、あるいは農業災害復旧事業、補助債に乗らなかった分と、小災

害、単費災害の部分について、今年度もわずか工事としては持っておるという部分があります。 

林業用施設の工請けの中に林道明石線の災害復旧工事がありますが、これがまだ発注してない

工事ということになっております。 

以上です。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） この関係で、災害に強い町、地域づくりということで、本年度の予算の中に柱を

立てて、主要施策にうたっているわけですが、一つは、どういう目標と言いますかね、対応施策

を具体的に災害に強い地域づくりを考えているか。主要な項目としては論建てがあるんですが、

ちょっとイメージとして、どういうところまでが対応できるというふうな、年度でもいいですし、

到達がどうなんかというあたりが、もう少しわかるような表現でご説明願えたらと思うんですが、

いかがですか。 

議  長（糸井満雄） 答弁願います。 

伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） もうちょっとわかりやすく言いますわね。ぼちぼちやろうと、災害についてとい

うことなのか。いや被災者にとってはそういうことでないわね、二度とあんなことは体験したく

ないと思っているわけですから。だから、それだったらこのくらいはやりたいんだと、ことしは。

４年間でこれぐらいはやるとか、５年間たったらこのぐらいはやるんだというイメージですよ。

だからそういうのがわかれば、説明願えたらと思うんですが。これもわからんか。 

議  長（糸井満雄） 答弁願います、町長。 

町  長（太田貴美） 正直なとこを申し上げまして、災害のそういう被害のところを、二度と起こらな

いような形で、今修復していただいているというのが現実でございますし、今後につきましては、

それらについては、まだ具体的な計画を立てるまでには至っておりません。そうしたことも今後

は、今のご提言のように必要ではないかというふうに思いますので、いろいろな、今後計画を立

てていきます中でも、そうしたことについても一定の数値等々を上げるような形での、箇所もい

ろいろとあると思いますし、それらも含めた計画というのが必要ではないかというふうに考えて

おりますので、今後の課題にさせていただきたいと思います。今具体的にどうということは申し

上げることは、そういう状況でございますので申し上げることはできませんが、一つの大きな課
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題だというふうに考えさせていただきます。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 細かい問題は、このことについては、まだあれですが、二つ目の質問に移ります。 

今言ったように、台風災害の、非常に大きな未曽有の体験をしたということですから、当然、

その教訓が、具体的な対応で生かされると思うんですが、生かさなきゃなんないというふうに、

旧加悦町の議会の中でも、そのことは非常に強く言っていたわけですが。この点は、どういう生

かされ方を、ねらいと言いますかね、いろんな対応についての教訓化したようなことも含めて、

非常に大事だと思うんですよ、そこがね。特に加悦以外の方は、具体的な体験というのは、正直

言ってないわけですから、そこは非常に大事な点だというふうに思いますので、ちょっとこれは

答弁が難しいと思いますので、また課に変わるかもわかりませんのでね、課がまたがる、今の新

行法だと、今総務にかかわってくる対応のことも出てくるのでね、この新行法は、ちょっと僕自

身も矛盾を感じるんですが。総務答弁を求められませんよね、議長、だからこれは棚上げします。

もし町長の思いとしてあるんだったら、お言葉をいただけたらと思うんですが。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 答弁と言いましても、なかなか予測をしてこの辺が危ないだろうなということで、

前もってということについては、非常に難しいところがあるというふうに思います。災害が起こ

るかというような、そうしたパトロールと言いますか、防災パトロールみたいな中で、具体的に

府も含めた中で見ていただいて、これは早急に直す必要があろうかというような、そうしたこと

ができるかというふうに思いますけれども。それらについて、総合的な形での災害に対応してい

くということは必要になろうかと思います。住民の人たちの協力も当然、得なければならないで

しょうし、いろんな形での、さっき矛盾が起こるというふうにおっしゃいましたけれども、とり

わけそういう土木、あるいは農林関係の、そうした施設に対する配慮ということも含めた中で、

総合的に考える必要があろうかというふうに思いますので、今ここで、なかなかびしっとした答

弁はできかねますので、先ほど答えましたように、やはり今後の課題として、十分、庁舎内でも

調整を図ってまいりたいというふうに思っております。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） ぜひ、今、町長の答弁を聞いてますと、大事なことだと、非常に重要な問題だと

いう認識はいただいたんで、私はあえて町長がそうおっしゃっているんで言いますが。総括分も、

この災害総括も出ているわけですね。私は私の理由の考え方で、若干のずれはあると思うんです

が、そこをしっかり、よく町長自身も担当課もあわせて、そこは教訓化する意味でしっかりして

ほしいことが一つと。 

それともう一つは、やっぱり経験者、体験者の話もぜひこの機会に、なかなかあることではあ

りませんので、お話を町長も聞いてほしいというふうに思っています。 

次に、関連の点でちょっと質問をさせていただきたい、これは土木関係になりますので。抽象

的な言い方にとどめますが、何点化にわったお伺いします。これは下請にかかわることです。 

町の土木事業の発注先、いわゆる請負業者は、下請、孫請ですね、ひ孫請と、こう出した場合

に、どこまで責任を持たねばならないのかとんいう点なんです。どこまで責任を持つかというの

は、抽象的にもうちょっと言いますと、孫請、ひ孫請の場合、かなりチェックがなかなか難しい
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と思うんですが。そういう場合の元請は、きちっと行政に届ける義務があるのかどうかという点

ですね。監視するのは当然いるんですが、その点をお伺いしたい。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） 済みません、下請金額が３０万円以上のものにつきましては、建設業法によって

届け出をしていただけねばならないし、それに基づいて施工体制台帳の提出をしていただくこと

になります。また、工事にもよりますが、請負契約の中では、工事元請人に対して、下請人の照

合、名称、その他必要な事項を届けさせることができるというような形になっております。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） わかりました、ここは置いといて。もう一つ、ずっといってひ孫請までいった場

合、例えば建設業法の関係で聞くことなんですか、５００万円以上の仕事は資格を持った建設業

者でないと請負はできないわけですね、この点を確認しときたい。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） そのとおりです。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） そうしますと、例えばそのひ孫請の業者が労賃を払わなかったという場合、労賃

を払ってなかったという場合は、行政としてはどういう対応をされるんですか。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） 細かい部分で、まだ弁護士とも協議、調査しておりませんので、正しいかどうか

はあれですが、私き考えにおきましては、そこまでは行政については対応できないというふうに

思っております。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） もう少しお尋ねします。行政が責任があるかどうかよりも、どういうプレーをす

るかということ、対応ということが大事だと思うんですね。問題は元請に管理責任があるわけで

すね。ですから元請にどういう、行政として指導を言えるのかということが大事だと思うんです

よ。ここは具体的に指導なんかはされないんですか、こういう場合、労賃が払われてないという

ような実態が起きたとき。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） 元請に対しては、そういった部分があるのならば、そういった注意等をいたすと

いう格好になろうかと思います。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 今の関係で言うと、元請に指導は入れる義務はないというふうに理解したらよろ

しいんですか、今の答弁は。別に行政側として、建設課長の仕事になると思うんですが、仮にこ

の与謝野町で起きた場合ですよ、そういうことが起きとったら、ひ孫請ぐらいにまで下がってお

ってですよ、そのときに労賃支払いがされてない、滞っているという事態のときは、課長が具体

的に元請にきちっと指導するんていうのは、僕ら、一般的にそう思うんですが、その義務もない

と、勝手にしなはれと、こういう理解になるんですかね。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） 義務までは発生しないんじゃないかというふうに理解しとるんですが。 
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７  番（伊藤幸男） 行政の。 

建設課長（坂本典男） ちょっとそこまでは勉強してない部分がありますので、ただ請負人としてそうい

った部分は、責任を感じる部分はあるので、今後の業者指導という部分はありますので、そうい

ったことはきっちりするようにと、指導という部分はいたしたいと思いますけども、義務と言わ

れると、どうかなというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 私、議員になった当時に、下請、いわゆる業者への仕事問題で、ずっと私も勉強

させてもらったことがあるんですが。当時は、かなり下請、孫請ぐらいまでの行政指導として、

そこらの管理責任があるんではないかという話があったように思ったんですが、規制緩和がどん

どん進んでますからね、いろいろと変わっているんかもわかりませんけども。私は町の仕事がひ

孫であれ、もう一つ下だって、そういう事態が起きとったら、やっぱり行政としては最大限の努

力が要ると、ちゃんと正常な取引と施工について、全面的にやっぱり、そこはし終えるまでの責

任を見届けることが必要だというふうに思いますので、その点は、まだ十分あれですから、急な

質問でしたんで、課長、ぜひ勉強して、また教えてください。 

最後になりますが、既に５分の経過は過ぎて、残り１１分になりましたので、もう１点だけで

終わります。 

これも建設課長にお伺いします。かつて加悦町でも再三僕が取り上げてきた問題なんで、あれ

なんですが。この与謝野町の中で、京都府が管理する河川、道路についての維持管理費が、十分

執行されてないということがあると思うんですね。これは加悦をもちろん調べたところ、とても

基準どおりに、満額執行はされてなかった、これは野田川も岩滝もきっと十中八九そうだろうと

いうふうに思っているんですが。基準が今も、すぐ答弁できませんからあれですが、ぜひその分

の管理基準は幾らで、想定はどのぐらいになるということを、ぜひ算定をしておいてほしいなと

いうふうに思っています。それで執行状況や、府は府で直接やる場合もありますから、その分と、

町が具体的に委託を受けてする場合ですね、この場合の執行は、何割ぐらいしてるのかという点

を、今すぐ答弁はいりませんが、ぜひそこは調べていただきたい、お願いします。よろしいか、

ちょっと答弁だけしてください。調べるなら調べるで結構。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） 調べて答弁いたします。 

７  番（伊藤幸男） 終わります。 

議  長（糸井満雄） ほかに、谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） それでは時間の制約もあるみたいですんで。 

議  長（糸井満雄） ご協力をお願いします。 

１ ５ 番（谷口忠弘） なるべく手短に、また言葉もちょっと早くしゃべらせていただきます。 

まず最初に、第１点は、１８０ページの冷凍米飯の加工施設の管理運営事業でございます。こ

れは先ほど、野村議員さんもおっしゃられておられましたけれども、この施設は建物は町が管理

して、運営を加悦ファーマーズライス、株式会社、そこに運営をいたくしていると、こういう施

設であります。この施設は平成１１年につくられた施設でありまして、今回、新たに増設して、

売り上げの規模の拡大を図りたいと、こういうぐあいなことで５，０００万円の予算計上がされ
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ておると。 

しかし、ご存じのように、この施設は、私が議員になったときに、平成１４年なんですけども、

かなり最悪な状態の営業形態でございまして、その中で責任者であります菅野さんという方に来

ていただいて、全員協議会で、私もいろんな質問をさせていただいて、今後の見通しなんかをき

つくいろんな形で叱咤したわけなんですけども。そういう形で、何とか無事改革を図りまして、

何とか今年度は黒字になったという施設であります。しかしながら一般的に考えても、ことしは

黒字になりましたけども、過去の累損が１億円ほどあるという中で、普通の銀行絡みの融資であ

れば、この５，０００万円を融資してくれと言ったら、当然けられるであろうというぐあいに思

うんですね。その中で、今回、こういう形で出てきて、確かに有利な起債で辺地債を使えるとい

うメリットがあるんですけども、やはりこれぐらいのことを出してくるんであれば、投資採算計

画というんですかね、そういうものを我々に提示していただかないと、一体、これ５年でもと取

る言うてるけども、ほんまかいなと、こういう疑いたくなるようなことなんですね。要するに、

今１億８，０００万円の売り上げが、５年後に３億５，０００万円になると、こういうぐあいに

言われても、ほんとにそうかいなというのが、果たして思うわけです。 

ここで農林課長にお伺いしたいのは、先ほどちょっとそれめいたようなことが、もてるとかい

うような話がございましたけど、ぜひ私たちに、それを明示していただいて、投資採算計画をき

ちっと出してもらえるようにお願いはできないんでしょうか、その点について伺いたい。 

議  長（糸井満雄） 農林課長。 

農林課長（山﨑信之） 先ほどの中期経営計画案について、投資を回収する計画案という意味で申し上げ

たわけではなくて、この中期経営計画の中で、増築によってそういう経営改善を図っていくとい

うことがありますので、この５，０００万円の回収のためだけの計画を持つわけでなくて、５年

後の計画を持ち、また５年後からはそれ以上の計画を持っていただきたいということがあります

ので、そういう意味で言えば、この中期計画案については、いつでも出したいというふうに思っ

ています。 

議  長（糸井満雄） 谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） 何回も言うようですけども、当然、５，０００万円という投資をするんですから、

辺地債を使った８０％、交付税の算入を受けれるとは言っても、２割は一般財源から持ち出して

いくということになると、１，０００万円の税金を使うわけですね。この点についても、我々議

員が、この償却の見込みがどういうぐあいな計画を立てられているということは、全然わからな

いというのでは、非常に問題があるんではないかなと私は思っておりまして、ぜひとも３億

５，０００万円が、各年度ごとに、どれぐらいの売り上げ計画をされておって、収支はどれぐら

いの見込みになるかぐらいは、私たちに明示をしていただかないと、町民に説明のしようがない

と、こういうぐあいに思っておりますので、ぜひともお願いしたいということを、ちょっとお願

いしときます。 

それと次は、１９２ページですね、商工会の特別事業の補助金であります。 

これについては、旧町単位の予算要求をされておられまして、各町からこんなイベントをした

いんでということで出されると思うんですけど。各町単位の要求されてるイベント項目について、

ちょっとおわかりであれば教えていただきたいというように思っております。 
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議  長（糸井満雄） 商工観光課長。 

商工観光課長（太田 明） 特別事業の補助金ということでございまして、１，１９７万円の内訳でござ

いますが、岩滝町商工会でございますけれども、青年部の助成２８万５，０００円、織物技術指

導補助７９万１，０００円、企業部補助、これは機業です、１９万円。納涼まつり１４万

３，０００円、計１４０万９，０００円、合計でございます。 

続きまして加悦町でございます。商品券事業７１万３，０００円、青年部補助７１万

３，０００円、ふるさとフェア３３万３，０００円、織物、先ほど言いました技術補助８７万

１，０００円、計２６３万円。 

それから野田川町、商工会青年部１９万円、それから織物技術補助１３９万円、伝統祭事とい

うのがございます、４万円。それから商品開発事業４７万５，０００円、着物の体験事業４７万

５，０００円、万灯事業９５万円、商業活性化事業１１０万円、体育振興事業補助９万円、織物

技術振興事業費補助金３２２万円、計７９３万円。 

以上が１，１９６万９，０００円の内訳でございます。ちょっと１，０００円の誤差がござい

ますが、以上でございます。 

議  長（糸井満雄） 谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） 今お聞きしてますと、各町、非常に誤差があるみたいでして、金額の誤差ですね。

これを今聞かされた感想というのは、もう出したもんは全部オーケーなんだったんかなと、旧加

悦町ももっと出しゃよかったかなというように、感想としては思っておるんですけど。 

もう一つ思ったのは、一体感の醸成ということを、よく言われますよね、３町が。商工会は

２年先で合併するというようなお話も聞いております。私は今回はこういうケースで仕方がない

というように思うんですけども。できましたら、やっぱり３町で共通して商工会の若い人らが集

まって、この地域の商業をどう活性化しようかと、そのためには町にこういう補助金を頼んで、

こういう施策を考えたいというものを、ぜひ考えていただきたいなというぐあいに思っておりま

して。 

例えば、これは私の一つのアイデアですけども、参考に聞いていただいたらいいんですけども。

例えばカード事業についても、今、織っ子カード、ユメカード、オイルカードと、町内３カード

が出回っておりますね。これを例えば一体化するとか、それに対するハード事業に対して補助金

を出すとか。例えば商品券も、各町、旧町で出しますけども、これを全部共通させて、そういう

もうちょっとスケールアップをさせるとか。 

まず高齢化対策に向けて、例えば、今よく言われてますけども、宅配事業を、これについての

取り組みについての、いろいろハード、ソフト面ですね、費用がかかると思うんですけど、こう

いうものに補助するとか、ぜひともそういうことのアイデアを、商工会に投げかけていただいて、

私もここへ来るときには、ちょいちょい商工会に寄るんですけど、ぜひそういう方向で、３町が

一体となって取り組める商工振興策を考えていただければなというぐあいに思っております。 

次、３点目にまいります。 

住宅診断の調査の委託料ということで２１８ページでしたですかね。これも野村議員さんも、

また一般質問で井田議員さんもおっしゃられた、耐震構造の問題ですけども。 

これについては、公共的な施設については、きのうお伺いしたら、小学校では残り三つしかな
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いと。中学校においては体育館の３棟しかということで、公共の施設については、かなり進んで

る部分があるんですけども。一般の家となると、先ほど午前中も聞きましたけども、加悦町で

２５件の診断があって、１件だけが改修されておられると、こういうような非常にさびしい状況

であります。 

私、ちなみにちょっと調べて見ましたら、昭和２３年から平成１７年まで、マグニチュード

６以上の地震が、この５７年間で、我が国で３５回起こってるんですね。その間、３回程度、建

築基準法も改正されまして、いろいろ耐震構造について強化をされておるんですけども。一体、

昭和５６年という期限が、以前の建物が耐震構造の対象の建物だと聞いておりますけども、かな

りあるとは思うんですけども、もしわかっておれば、こういう調査がされたことはないというよ

うに思うんですけども、もしわかっておれば、ちょっと聞かせていただきたいなと思うんですけ

ども。 

議  長（糸井満雄） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 先ほど３町の商工会の補助等々のお話が出ましたけれども、こんなんだったら要

望しとけばよかったということですけども、決してこれはそういう形のもんではなくって、きち

っと事業をされてるものに対してシビアに、じゃあどれだけ補助していこうかということでござ

いますので、何もかにものつかみの話ではないということは、もう重々ご理解いただきたいと思

います。万灯にしましても、これ９５万円やっておりますけど、これは全部すべて花火代だと思

いますし、青年部がそれらを受けて、自分たちの自主的な形でされてるということでございます。 

それと先ほどおっしゃいましたように、３町が早く一緒になって、むしろ我々が思いますのは、

やはり商工会自身がしっかりと３町が一緒になって、こうした事業を一緒にやっていこうという

ことが基本であって、こちらから提案して一緒になりなさいな、こういう事業をしなさいなとい

う提案を投げかけてほしいということでしたけど、先ほどの多田議員さんがおっしゃったのとは、

全く反対のことになりますので、やはり３町の一つの町になったんですから、商工会もそうした

基本的な姿勢に立ち返っていただいて、３町一緒になって、それぞれの今までの取り組みのよさ

を生かして、今後、一体的にそうした商工部門で頑張っていただく、それに対して町も支援をし

ていくということについては、そういう姿勢は持っておりますので、それらについて、提言をし

ていただく、それらに対して、また町もこたえていけるものをやっていくということが、まず大

事ではないかというふうに、ちょっと感じましたんで、感じというより、そういう姿勢でいきた

いというふうに思いますので、その辺、十分ご理解をいただきたいなというふうに思います。 

議  長（糸井満雄） 建設課長。 

建設課長（坂本典男） 新耐震基準になります以前の昭和５６年の以前の建物数については、現在、把握

いたしておりません。 

議  長（糸井満雄） 谷口議員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） ちょっと反論するような言い方になるかもわかりませんけど、私も何も町が引っ

張って３商工会が一つになれとか、そういうことを言ってるんでないんで、町独自で商工振興策

というものを、もし考えておられるならば、そういう話を聞かせてほしいし、私としてはこうい

うアイデアがあるんですけど、どうでしょうかと、こういうぐあいのお話をしたつもりでして。

ましてや、いろんな、私もあちこち行きますけども、それこそ行政の方もいろいろなところをよ
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くご存じだと思いますし、先進地の事例なんかも、ぜひ私たちに情報を流してほしいと、こうい

うぐあいに思っております。 

耐震の問題については、私、一つこれもアイデアみたいな話なんですけども。先の阪神大震災

については、大部分が家屋の崩壊で、１階部分で住まれた方が、当然、お年寄りの方が多いんで

すけども、亡くなられているケースが非常に多いですね。私は耐震構造が進まないのは、やはり

費用の問題だと思うんですね。多額の費用がかかると、全部を改修するということになると多額

き費用がかかると。 

私はここで一つアイデアとしては、例えば先ほど言いましたように、１階部分の寝室の部分で

すね、例えば寝てるときというのが大概多いですね、夜とか早朝とか。こういう部分的な耐震構

造であれば、従来の全体をするより非常に安価で済むんではないかなと、こういうぐあいに思っ

ておりまして、そういう場合の、例えば、これも野村議員さんがおっしゃられましたけど、補助

金の、ある程度の額も、そんな多額ではないと、いいと思うんですけども。出せれば耐震構造の

あれも進むんではないかなというぐあいに思っておりまして。これも昨日、建築やさんにちょっ

と聞きましたら、そういうことは可能だと、こういうぐあいにお聞きしておりますんで。ぜひ、

安全・安心のまちづくりにも関係しますんで、例えば寝室部分だけの耐震構造ですね、例えば筋

交いを入れるとか、補強金具を入れるとか、そういうことでも工夫を凝らせば進むんではないか

なというぐあいに思っております。 

それと最後ですけども、１８０ページと１８２ページに出てる、有機物の供給施設とリフレの

管理の委託料なんですけども、ここに出ている委託料というのは、今度、指定管理者制度が、こ

の施設については公募されると。私、ちょっと勘違いかもわからなんのですけども、多分勘違い

だと思うんですけど。ここに出ている委託料というのは、新規の指定管理者の受け皿としての、

これだけの委託料を供給しますよというものではないんですか。例えば募集に関してですね、ま

るっきり何もきょうからでなくて、委託者に頼むのか、これだけ委託料を考えてるからという、

そういう金額ではないんですか。 

議  長（糸井満雄） 農林課長。 

農林課長（山﨑信之） このリフレの管理委託料１９４万円については、前にあります薬ぼく園の管理と、

それから駐車場にありますトイレ、駐車場トイレの管理ということで、これは年間を通して、き

ょうまでからリフレッシュ丹後に出しておった委託料です。特にこの指定管理者制度とは関係な

い、通常の委託料です。 

議  長（糸井満雄） 谷口委員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） それでは、もう一つちょっと突っ込んでお聞きしたいんですけども。当然、この

施設については、今度、指定管理者制度で募集されるということを聞いております。この両施設

は、公募による募集をはかられる場合、この委託料の判定というのは、どのような根拠の数字を

もって委託料というのは決められるのか、その点についてお伺いしたい。 

議  長（糸井満雄） 農林課長。 

農林課長（山﨑信之） 条例改正が通りましたので、具体的に公募の方法をどうするかというのは、あす

以降、総務の方と相談しながら公募するんですが。非公募の場合は、委託料と言いますか、指定

管理料いうのが、もう設定される部分があると思いますので、それはそれでそういう形で出され
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るだろうと。それから公募の場合に、全く素で公募するのか、一定程度の条件を示しながら公募

するのか、きょう以降の検討にしたいというふうに思っています。 

議  長（糸井満雄） 谷口委員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） そしたら、まだどういう条件で公募するかというのは、まだ決まってないと、こ

ういうことですか。例えば金額は決まってなかっても、こういうフレームで大体委託料を決めた

いとか、そういうことは、まだ全然考えておられない。 

議  長（糸井満雄） 農林課長。 

農林課長（山﨑信之） フレームとしては、今２社に、いわゆる指定管理料には手を挙げられないという

状況がありますので、その状況の原因を埋めれるような指定管理料の提案をせんなんかなという

部分では、いわゆる収入と経費との差額が指定管理料になるのかどうか。あと、その施設に町と

しては、委託できるような事業があるのかどうかというあたりを協議しながら公募の条件を探し

ていきたいというふうに思っています。 

議  長（糸井満雄） 谷口委員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） ちょっと今のお話では、何かもう既に、業者側も２社に絞られておるというよう

なお話でしたですけども、それで公募の基準を折り合わなかったらどんどん下げていくと、こう

いうようなお話でしたけど、そういうことで間違いないんですかね。 

議  長（糸井満雄） 農林課長。 

農林課長（山﨑信之） 公募の基準をどんどん下げていくかどうかは別として、きのう、多分畠山議員の

質問にもあったと思うんですが、公募に対して指定管理の条件を提示するか、直営にするかの、

またそこでの経済比較があるだろうということでありますので、そこで判断したいということで

す。 

議  長（糸井満雄） 谷口委員。 

１ ５ 番（谷口忠弘） その基準が、本当によくわかるように明確な形でもって基準額が決定されるよう

にお願いしたいということを言いまして、質問を終わります。 

議  長（糸井満雄） 申し上げておりました時間がまいりました。 

ここでお諮りします。 

本日の会議はこの程度にとどめ延会としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長（糸井満雄） ご異議なしと認めます。 

本日は、これにて延会とすることに決定しました。 

この続きは明後日、６月２９日、午前９時３０分から再開したいと思いますので、ご出席をお

願いいたします。 

本日は大変ご苦労さまでございました。お疲れさんでした。 

（延会 午後 ６時３２分） 

 


